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　第１章　天使襲撃







　　　　１




　晴れた円天の空を、一枚まいの笹ささの葉が流れていく。

　獲え物ものの姿すがたを捉とらえ、百もも川かわは双そう眼がん鏡きようの焦しよう点てんを絞しぼった。途と端たん、スモークブルーの鉄てつ壁かべがレンズを覆おおった。

　──焦点を間近にあわせすぎた。

　やや距きよ離りを戻もどす。笹の葉からはみ出た四本の白い帆ほが、高度二〇〇〇メートルの風に煽あおられていた。強い推すい進しん力りよくが生み出されている。笹の葉は、全長二五〇メートルになる巨きよ大だいな帆はん船せんの底なのだ。

　百川は、舐なめるように舷げん側そくを覗のぞいた。

　うしろから前にずらしていく。金色のポールが輝かがやく船首間ま際ぎわに、二本の十じゆう字じ架かが重ねて描えがかれている。

「連れん邦ぽう船せんか──。いい獲物になりそうだな」

　百川は双眼鏡を足元に置くと、かわりに、赤茶けた岩の上に置いてあった雷らい砲ほうを右手につかんだ。雷砲の外見はバズーカ砲に近いが、射しや出しゆつするのは砲ほう弾だんではない。雷砲に仕し込こまれているのは、光こう彩さい素そ子しを結けつ晶しよう化かした翠みどり色いろの宝ほう石せきだ。

　右みぎ肩かたに載のせた雷砲を両手で支ささえる。

　神が世界から消しよう滅めつさせたかつての魔ま力りよくに似た力りき質しつを持つ雷砲は、火薬の何倍も百川の肌はだに馴な染じんだ。

　空中を往ゆく帆船は、砂さ塵じんの舞まう荒こう野やの片かた隅すみ──切り立った岩の台地から襲しゆう撃げきを行おうとしているテロリストの存そん在ざいに気づいていない。

　──バーカ。死ね。

　唇くちびるの端はしを歪ゆがませ、ずっしりのしかかる重さに心地ここち良よさを感じながら、百川は冷静に照しよう準じゆんを重ねる。

　移い動どう予よ測そくして照準軸じくをずらし、ためらいなくトリガーを引いた。

　百川は片かた膝ひざをついた姿し勢せいでしゃがみ、衝しよう撃げきには備そなえていたが、それでも一秒は全身に力をこめる必要があった。

　雷砲から迸ほとばしったギザギザの閃せん光こうが、空間を切り裂さいて帆船の側面に直撃する。落雷に似た轟ごう音おんが激しく鼓こ膜まくを打った。百川は雷砲を投げ捨すて、鉄板の入ったブーツ底で力の限かぎり岩いわ床どこを蹴けった。

　放たれた矢となって、百川は勢いきおいよく宙ちゆうに飛び上がった。

　氷のように澄すんだ白はく貌ぼうに風を受ける。まっすぐに伸のびた輝かがやいた銀ぎん髪ぱつをなびかせ、百川は獲物に向かった。




　直撃による震しん動どうは、豪ごう華かな装そう飾しよく品ひんで彩いろどられた帆船の船長室にも届とどいた。

「敵てき襲しゆうか──」

　ソファーに腰こしかけた中なか嶋じまは、部屋全体が小こ刻きざみに揺ゆれても、悠ゆう然ぜんとした態たい度どを崩くずすことがなかった。

　右手の煙草たばこをテーブルの灰はい皿ざらに押おし付け、唇から紫し煙えんを吐はいた。

　中嶋は、ユーラシア大陸の極東一帯を領りよう有ゆうする人間組そ織しき──東区管かん理り団だんにおいて、軍ぐん務む局きよく陸兵主しゆ査さを務つとめる男だ。陸兵主査とは、実務をこなすノンキャリアの上級職しよくであり、中嶋は現げん在ざい、特務遂すい行こうの途とにあった。

　スマートな筋きん肉にくを包んだ衣服の襟えりには、東区管理団が四大陸神しん聖せい連邦の加か盟めい国こくであることを示しめす『重ね金十字』の印章がつけられていた。

「同族かね、〈望みたる者〉よ」

　褐かつ色しよくに焼け、割れた岩のような尖とがった顔立ちの中で、朱しゆ色いろのサングラスに隠かくした双そう眸ぼうだけが、はじまったゲームへの期待にわずかながら緩ゆるんだ。中嶋にとっては、そのわずかな変化が『笑う』という行こう為いでもあった。

「ああ。だが、雑ざ魚こだろう。我われ々われが関知する必要はない。放ほうっておいても、そちらの空兵が駆く除じよする」

　対面のソファーに座すわった緒お原ばらもまた、動じることがない。

　組んだ足の上に白肌の手を重ね、人間というには完成されすぎた美貌の中で、唇の端を吊つり上げる。星の光を集めたような銀髪をうなじから背中に流し、高こう価かな作りの黒いスーツを上下に着た緒原は、天使──

　そう呼よばれる『存そん在ざい』の一人だった。

「何な故ぜ、そう思う？」

　虚こ空くうを見ていたサングラスが、緒原の顔に向いた。

　紅べに色いろの唇が皮肉として言葉を紡つむいだ。

「少なくとも、翼つばさの価か値ちを知る者であれば、──その重要性を認にん識しきする者であれば、帆船に攻こう撃げきを仕し掛かけ、彼女に傷がつく愚ぐを犯おかすことはしない。この攻撃は、東区に巣食ったはぐれ天使によるものだ」

「〝コードＷ〟は、人だけではなく、天使にとっても意味を持つか」

　中嶋は、皮肉に冷れい笑しようで答えた。

　二人の間にあるものは、友情ではない。愛あい想そをふりまく必要はなかった。

「少なくとも私には」

　再ふたたび船室が揺れた。

　今度の衝撃は、棚たなの工芸品を絨じゆう毯たんの床にばら撒まく程ほどだった。

「乗りこんできたようだな」

「──やはり、万一のことがあってはいけない。私が始末して来よう。打ち合わせはそのあとにする」

　緒原は、膝に手をついて大おお仰ぎように立ち上がった。

「かつて楽園に住み、善ぜんの守しゆ護ご者しやだった天使も、翼を失って今や大地に墜おち、人に感化されて同族を殺すようになったのかね？」

「人間に虐しいたげられた復ふく讐しゆう心しんの中で、天使は新たなる力に目覚めた。その意味では人間に感かん謝しやせねばな。だが、私に怨えん恨こんはない。私は〈望みたる者〉。理想こそを至し高こうとし、ここにいるだけのことだ」

　力に目覚めた天使は、精せい神しん・肉体の両面において人間を遥はるかに凌りよう駕がする。

　そのことを中嶋は、認みとめたくはなかった。

　中嶋とて、幾いく多たの戦場を駆かけ巡めぐったスペシャリストだ。これまでも、一〇〇名以上の天使から命を奪うばってきた。

　だが、たかが一〇〇名で〈天使殺し〉と賞しよう賛さんを浴びるのが人間の世界だ。

　力に目覚めた天使は、一日で一〇〇の人間を殺す。

　今も、立ち上がった緒原に冷れい淡たんな瞳ひとみで見み据すえられた時、中嶋の全身には寒気に近いものが走った。

　天使の瞳は、闇やみの中でも輝かがやいてみえる光を内包している。それはほとんどの場合宝ほう石せきにたとえられるが、時に獣けものじみて人を威い圧あつする。

　……恐きよう怖ふではない。

　中嶋は腕うでを組み、自分に言い聞かせた。

　緒原辰たつ弥や──

　人に、『懺ざん悔げ』の機会を与あたえようとするこの天使の意図はどこにあるのか？

　中嶋は考えたが、答えは出てこなかった。




　赤色の光こう彩さい素そ子し結けつ晶しよう──炸さく裂れつ石せきをフォアマストに投げつけ、百川は羽は織おったジャケットの裾すそを翻ひるがえした。

　背はい後ごからの銃じゆう弾だんが肩かたをかすめる。

「いたぞ、天使だ！」

　駆けつけた空兵が、腰こしのホルスターから抜ぬいた拳けん銃じゆうのトリガーを引いたのだ。

　甲かん板ぱんには、多くの空兵がわらわらと姿すがたを見せた。

　炎えん上じようするマストからの熱気が、百川の闘とう争そう本ほん能のうを貪どん欲よくに煽あおった。

「トレェんだよっ！　人間はよっ！」

　怒ど号ごうと共に跳ちよう躍やくする。

　ばら撒かれた弾丸をかいくぐって、風船を割わるよりも容易たやすく、横から薙ないだ足でヘルメットごと空兵の頭ず蓋がい骨こつを砕くだいた。流れた銀ぎん髪ぱつの間を弾丸が抜けていった。わずかにもつれた髪かみに触ふれて、百川は怒いかりに眉まゆを吊り上げた。

「──よくも俺の髪を傷つけやがったな。何様だテメェは！」

「ひ……」

　次に距きよ離りを詰つめた兵士が、光を含ふくんだ双眸に見み据すえられ、怖おじ気けづいた。

　銃弾よりも早く拳こぶしが炸裂した。

　必殺の一撃を顔面に受けて紙かみ屑くずのように吹ふき飛んだ兵士が、甲板から青く澄すんだ空へと姿を消す。

「次はどいつだ！」

　言うが早いか百川は、甲板でたじろぐ空兵の中に自ら飛びこんだ。

「……撃うて、いや抜ばつ刀とうしろ！」

　一人の空兵が咄とつ嗟さに声をあげたが、手て遅おくれだった。

　またたく間に死体の山が生まれた。

「へ……。雑ざ魚こがよ」

　血にまみれた顔面で、百川は凄せい惨さんな笑えみを浮うかべた。

　息は切れたが、傷きずは負わなかった。

　唇についた返り血を舌したで舐なめる仕草は、空兵たちに吸きゆう血けつ鬼きを思わせた。

　甲板には、まだ大おお勢ぜいの兵士がいた。戦っている内に百川は取り囲まれ、無数の銃口と刃やいばが彼に向いた。

「天使が──」

　仲間の死体を横目に見た士官が、歯は軋ぎしりして攻こう撃げき命令を出そうとする。

　──さすがにマジィな。

　百川は、連中が恐おそれている内に判はん断だんしなくてはいけなかった。

　天使は、人間よりタフで再さい生せい能のう力りよくも高いが、不死というわけではない。

　どうする──

　逃にげるのは性しように合わなかった。

　目的は、皆みな殺ごろしだ。

　だが、思ったより空兵の数が多い。

　軍船であることはわかっていたが、それにしてもである。

　しかも、雷らい砲ほうを撃ちこみ、マストの一本に火をつけたというのに、未いまだ帆はん船せんは失速の様子を見せない。

　──たいした性能だな。

　──なにがあるってんだ。

　百川は内心で舌を打ち、ニヤリと不ふ敵てきに笑った。

「よう、えらい警けい備びだな」

「貴き様さまら天使に、好き勝手はさせんよ」

　優ゆう位いを確かく信しんしたのか、攻撃命令を出すかわりに士官が冷ややかに答えた。

「好き勝手？　そりゃ神だろ。美しかった大地をメチャクチャにしやがってよ。テメェらも大地の住民なら、自分ら殺した神をいつまでも信しん奉ぽうしてねぇで、ちったあ自分の足で歩こうとしたらどうだ？」

「神を怒らせたのは貴様ら天使だ！　貴様らが神を裏うら切ぎったせいで──我われ々われ人間までもがとばっちりを受けた！」

　百川の挑ちよう発はつに、士官が激げつ昂こうして叫さけぶ。

「貴様らだ！　貴様ら天使がすべての元げん凶きようなんだ！」

「そうかい。べつに今さら、テメェらになにをいう気もねぇけどよ」

「殺せ！　殺せ！」

　士官がまわりの空兵にわめく。

「ああ。できるもんなら、俺おれを殺してみろ」

　百川は強気を崩くずさないが、多数の空兵に囲まれた状じよう況きようは不利といえた。

　百川は周囲を見み渡わたし、人ひと壁かべの向こうに船内へと繫つながるドアを見つけた。直線で数えて二人殺すだけだ。

「撃う──」

　言いかけた士官の先手を打つ。

「ダラァァァァァァァァ──────────────!!」

　声帯をめいっぱいに震ふるわせて百川は怒号を放った。同時に突つっこみ、正面から空兵のヘルメットを鷲わしづかみにして振ふり回す。首くび骨ぼねの折れる鈍にぶい音が掌てのひらから腑はらわたにまで届とどき、じんと熱くなる興こう奮ふんを呼んだ。

「やるよ。受け取りな」

　トリガーを引いた敵てきに殺した空兵を投げつけ、自らは跳とんだ。

　体のあちこちを銃じゆう弾だんがかすめた。

　敵も慣なれている。

　百川のスピードに呼こ応おうしてくるとは、少なくとも新兵ではなかった。

　ドアの前にいた空兵の額ひたいに蹴けりを食くらわせて着地する。

　死しに際ぎわにその男が放った一撃を左の上じよう腕わんに食らったが、ジャケットと皮ひ脂しを貫つらぬいた程てい度どで戦いに支し障しようはない。

　百川はドアを開け、船内にすべりこんだ。

　サロンになっている部屋だ。

　大きな弧こ状じようのソファーが、二つ、向かい合って置かれている。

　跳んだのと同時に、数発の銃弾がドアを撃ち砕くだいた。間かん一いつ髪ぱつでソファーの裏うらに隠かくれて百川は息をつく。白兵戦に備そなえてバリケードにもなるよう設せつ置ちされたソファーは、簡かん単たんには撃ち抜けない。

　耳をつんざく銃声の中、百川は、焦あせる心を静めて状況を分ぶん析せきする。

　今入ったドアから外へ出ることは無理だろう。

　サロンの丸まる窓まどから体を出すこともできそうにはなかった。

　甲かん板ぱんにいる空兵は、一通りの射しや撃げきを終えてサロンへの突とつ入にゆう隊形を整えた。船内の空兵と無線で連れん絡らくを取る声が聞こえた。

　このままでは、遠からず百川は挟はさまれて逃にげ場を失う。

「──行くか」

　百川はサロンから船内へとつづいた通路に身を投じ、全力で走って右に分ぶん岐きした通路の角に飛びこんだ。

　二秒を置いて通路に火線が走り抜けた。

「ひ──。て、天使……」

　ばったり出くわした不運なコックを容よう赦しやなく殴なぐり飛ばし、尻しり餅もちをついた女には狂きよう気きの笑みだけを向けた。

　一対一〇〇では勝てないが、一対一〇を一〇回繰くり返せば百川は勝てる。

　切せつ迫ぱくすればする程ほど、不思議と気持ちは高こう揚ようした。

「へへ……」

　どこへ行っても現あらわれる敵兵を殺しながら、百川の口元は和やわらいだ。

　戦いに集束されていく五感が細さい胞ぼうに染しみ入る感覚は、なんだろう、純じゆん白ぱくを超こえた白さで百川を洗せん練れんする。

　また通路の角から空兵が現れた。

「次はテメェらか」




　　　　２




「慌あわてる必要はない。敵の位置はトレースできているのだろう？　であれば、一方からのみ攻こう撃げきを加えて、逃げつつ敵を下か層そうの倉庫に誘さそいこむといい。私は、そこで侵しん入にゆう者しやが来るのを待っているとしよう」

　左手に刀の鞘さやを握にぎった緒原は、悠ゆう然ぜんと身を返して指し揮き室しつをあとにした。

　空兵は訓練されている。雷らい砲ほうと炸さく裂れつ石せきによるダメージも最さい小しよう限げんに食い止めた。人数を用いれば、誘ゆう導どう程度はやってのけるだろう。

　緒原を見る空兵の目は嫌けん悪おに満ちていたが、緒原の力を知っている以上、彼に逆さからうことはなかった。

　緒原は、倉庫へと向かう足で、とある部屋の前に立ち止まった。

　ドアをノックすると、

「はーい」

　陽ひの光を思わせる明るい少女の声が部屋から返ってきた。

　部屋に入る。

　大きなヌイグルミとふわふわのベッドがある、軍船の中とは思えない少女趣しゆ味み──パステルカラーの部屋だ。

　壁かべ一面の窓から、真っ青な空が部屋を鮮あざやかに染そめていた。大きな窓は、軍船としては非ひ常じよう識しきである。どうしても窓がないと嫌いやだとダダをこねた少女は、クマのヌイグルミを膝ひざに載のせてベッドに腰こしかけていた。

「ねえ、緒原。どうしたの？　地じ震しん？」

「空中で地震は起きないよ、彩さい」

　緒原は、中嶋と対した時には決して見せなかった優やさしい笑えみを浮うかべ、少女のすっとんきょうな質しつ問もんに答えた。

　彩は、ルビーのように鮮やかな緋ひ色いろの髪かみをしていた。

　地毛だ。

　アーモンド形をした大きな二ふた重えの眼めは、ぱちぱちとまばたきする度たびに、くすぐるような恥はずかしさを相手に与あたえる。

　──それだけ無む邪じや気きで、それだけ美しいのだ。

　フリルのついたドレスも、よく似に合あっていた。

　しかし、緒原が彼女を敬うやまうのは、美しさが理由ではなかった。

「もうさあ、なんかこの服もきらーい。ねえ緒原、もっと別の買ってきてよお」

「わかった。へヴンズグロウについたら、すぐに準じゆん備びしよう」

「一〇〇枚まいでも？」

「ああ。どれだけでも仕立ててくるよ」

「ならいいけど──。ほら、今のだとさあ、背せ中なかの穴あなが狭せますぎて、動くとこすれて痛いたいんだよねえ。緒原もイヤでしょ、あたしの羽根に傷きずがついちゃうのは。だってこんなにも白くてきれいだもんね」

　背中に手を回した彩が、しとやかな純白の翼つばさを大切そうにさする。翼は、見せかけのものではなかった。

　彩は、世界で唯ゆい一いつの翼を持った天使だった。

「で、なにこの騒さわぎ？　お祭り？　ならあたしも行くー」

　波は紋もんのように広がった怒ど号ごうと銃じゆう声せいは、かすかながら部屋にも届とどいている。溢あふれんばかりの好こう奇き心しんに、大きく開いた彩の目は潤うるんだ。

「演えん習しゆうだよ、軍の」

「なーんだ。つまんなーい」

　唇くちびるをとがらせて彩はそっぽを向いた。

「流れ弾だまに当たるといけない。私が戻もどってくるまで散歩は禁きん止しだ。いいね？」

　あくまで穏おだやかに、緒原は諭さとす。

「いいよ。演習なんておもしろくないもん」

「では、私も演習に参加してくるとしよう」

「はいはーい。かってにしたらー」

　彩のつまらなそうな声を背中に受け、緒原は部屋を出た。




　彩は、ずっとそっぽを向いていたが、緒原がドアを閉とじた途と端たん、悪戯いたずらげにクスクスと一人で笑った。

「演習のわけないよねー。さっき、天使が飛んできたのみたもん」

　しばらく待って、彩はベッドから跳はね降おりた。

　ドアをそっと開ける。

　首だけ出して、様子を窺うかがった。

　鋼こう鉄てつの廊ろう下かには、右にも左にも人の気配がなかった。




　百川は苛いら立だちを隠かくせなかった。

　敵てきが怖おじ気けづいたのだ。

　通路の先に現あらわれては、一戦することなく逃にげ出す。追いかけると別の一いち団だんが現れ、なのにまた逃げる。

「テメェらやる気あるのか！」

　怒鳴っても、返ってくるのは銃声ばかりだった。

　とはいえ、五メートルの距きよ離りがあれば、百川には躱かわすことができる。空兵とて、それはわかっているはずだった。

　だから追いかける。

　一いつ刻こくも早く、小生意気な空兵どもをぶち殺してやりたかった。

　百川は、誘ゆう導どうされるまま倉庫のドアを開けた。

「追いつめたな、よう」

　がらんと広い倉庫には、埃ほこりまじりの冷たい空気が立ちこめていた。それほど高くない鉄てつ枠わく組みの天てん井じようから吊つるされたいくつかの電球が、薄うすいグレー色に空間を染め、一いつ層そうの静けさをかもしている。

　空兵は、倉庫の奥おくに横一列で並ならんでいた。

　銃口はすべて、ドアから入ったばかりの百川に向いていた。

　──ハメられたか。

　いまいましく百川は認みとめたが、敵てきは発はつ砲ぽうしてこなかった。かわりに、黒スーツの男が前に進み出る。

　男の手には、鞘さやに収おさめた刀がある。

　ブーツの鉄底で次の床ゆかを踏ふむ度たび、乾いた靴くつ音おとと共に、頭から肩かたへと波のように揺ゆらめいて銀ぎん髪ぱつが輝かがやく。

「私は、緒原辰弥。〈望みたる者〉だ」

　深く澄すんだ低い声だ。

　凄すごむことはないが、だからこそ、強いプレッシャーを百川は感じた。

「俺おれは百川康やす貴たか。──〈捨すて去りし者〉さ」

　天使は自らに二つ名を付ける。

　生き様、理念、誓ちかい。

　──自らにとって、究きゆう極きよくたるべき魂たましいの行き先をこめて。

「武ぶ器きは？」

「俺はこれさ」

　百川は、固めた拳こぶしに軽くキスして微笑ほほえんだ。

　左手を前に突つき出し、掌てのひらを開く。

　月げつ晶しよう石せきに近い白はく透とう色しよくの燐りんが、はらはらと砂すなのようにこぼれた。

「──『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』。貴き様さま、武ぶ功こう術じゆつ士しか。目もく視しできる理力結晶を掌から発生させるとは、鍛きたえたものだな」

「あんたは侍さむらいか？　刀とは珍めずらしいもの持ってるな」

「貴様のように、無駄に血に濡ぬれるのは趣しゆ味みではないのでな」

「どうせあんたは濡れねぇさ。自分の血、以外じゃよ。それよりどういうことだ。人間に与くみしてるのかいあんた」

　言いながら百川は、周しゆう囲い状じよう況きようの確かく認にんを終えた。

　三〇名の兵士が奥おくに並ぶ。

　正面に立つ男は──天使だが、敵だ。天使の中には、天使たる誇ほこりを捨て、金で人間に雇やとわれる者もいる。

　金で買える栄えい華がを求めるのであれば人間につくことは悪い選せん択たくではなかった。四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうは人間に与くみした天使を『進化種』と呼よび、司し政せい官かんや軍人につづく特とつ権けん階かい級きゆうとして高い地位を与あたえている。

　緒原の悠ゆう然ぜんとした物もの腰ごしは理知的であり、金や地位に汚よごれた輩やからには見えないが、いずれにせよ敵てきであれば同じだ。

　倉庫は行き止まりで、通路は背はい後ごにつづくのみ。

　逃にげるべきだろうが、既すでに向きあった状じよう態たいで背を向ければ、抜ばつ刀とうした男の刃やいばが唸うなりを上げるだろう。

　──そうなれば、斬きられる。

　会話の中で距きよ離りは、三メートルにまで詰つまっていた。

　剣けんの間合いだ。

　空兵は、緒原に百川を斬らせるため、倉庫に誘おびき寄よせたのだ。




　緒原は冷静に百川の様子を窺うかがっていた。腹はらの底から響ひびいている緊きん張ちよう感かんが、目の前の若わか者ものが只ただ者ものではないと告げる。

　戦えば、勝つ。

　しかし、受けるダメージは最さい小しよう限げんに食い止める必要があった。

　若者の年ねん齢れいは一五歳さい前後──皮肉にも、彩と同年代だ。背はそこそこ高いが、全体的に瘦やせている。格かく闘とう家かにしては腕うでも細いが、理力補ほ強きようによって戦う武功術士に筋きん力りよくは大きな意味を持たない。

　それにしても、極きよく圏けんの夜空ほどに研とぎ澄すまされた双そう眸ぼうをした若者だった。

　見み据すえるだけで、緊張が高まる。

　単身で帆はん船せんに乗りこみ、予想以上の敵を前にしても怖おじ気けづくことなく戦うのだ。

　並なみの天使にできる業わざではなかった。




　わずかに途と切ぎれた緒原の集中力を百川は見み逃のがさなかった。

　左手を眼がん前ぜんに掲かかげた。

　その手首を右手で力強くつかむ。

「テメェは全開で殺してやる！」

　瞬しゆん間かん、百川の体が白透色の薄うすい燐をまとった。左ひだり掌ての中に透明な球が生まれる。継つぎ目めのないクリアな表面に極ごく微び細さいの光が幾いく筋すじも走った。百川の左手甲こうには、銀色をした魔ま道どう回路が埋うめこまれている。光球は、魔道回路から起動した超ちよう常じようの力を御ぎよする霊的凝縮具アストラルコンデンサー──タリスマンである。

「チ──」

　緒原は、相手を見くびっていた。

　止めなければ。

　だが、若者が放つ裂れつ帛ぱくの威い圧あつ感かんを前に近づくことができない。

「タリスマン接せつ続ぞく──」

　百川は意い識しきを集中させる。集中させた意識で、神しん経けいではなく、血流でもない、もうひとつの脈動を感じる。天使脈動は、地に墜おちた天使が自らの内に見み出いだした、心と体を行き交かう天使特有の賦ふ活かつエネルギーである。天使脈動がもたらす超常たる力により、ようやく天使は人間と戦う術すべを得た。

　だが、より強大な敵を前にした時、心身を賦活するだけでは足りない。

　集めて、特化する必要があった。

　タリスマンの作用によって表ひよう層そうに浮ういた天使脈動を波打つ紐ひもに見立て、端はしからつまむことで波なみ幅はばを寄よせる。爪つま先さきから膝ひざ、膝から腿もも、腰こし、腹はら、胸むね。密みつ度どが高まるほど破は裂れつしそうになる力を必死に御しながら掌のタリスマンに集束する。

　空くう洞どうに沈んだ体たい軀くの中で、掌の中が火の玉のように燃もえ上がった。タリスマンにエネルギーが満ちたのだ。

「──我わが内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ。今こそ力となり、我が声に応おうじて発動せよ」

　百川は願う。空洞の体軀に、より強い力を描えがいた。

　百川は、細く息を吸すった。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　渾こん身しんの声で叫さけんだ。

　左手を握にぎる。燃え上がる力がタリスマンと共に弾はじけた。同時に両腕を振り下ろす。一ひと際きわまばゆい白透色の光が百川の両腕を包んだ。その両腕の光こそ、百川の願いに応じてタリスマンが生んだ、集束特化された力だった。

「──覚かく悟ごしろよ」

　闘とう争そう本ほん能のうに溢あふれたぎらついた瞳ひとみで、百川は眼前の天使を睨にらんだ。

　光に包まれた拳こぶしを固める。

　一いつ拍ぱくを置いて、気合一いつ閃せん、戦せん斧ぷの如ごとき拳を放った。

　降ふり散る力の結けつ晶しようが軌き跡せきを描いた。




　顔面にめりこみかけた拳を、間かん一いつ髪ぱつ、緒原は振り上げた鞘さやで防ふせいだ。凄すさまじい衝しよう撃げきに手首から肩かたまでが痺しびれた。

　違ちがう。

　並のパワーではなかった。

　唸うなりをあげた百川の拳が、怒ど号ごうと共に緒原に襲おそいかかった。

　一歩、二歩と、無む意い識しきに緒原の足が下がった。

　たかが拳のはずだった。

　なのに、銃じゆう弾だんを見切る緒原の目ですら完全には捉とらえきれない。

　かろうじて鞘で受け止めていくが、とうとう一発の拳が脇わき腹ばらに入った。五メートルを吹ふき飛ばされた。

　ニヤリと百川が口元を歪ゆがませた。

「どうした、おっさん」

「……やるな」

　攻こう撃げきの手を休めた百川の目を見み据すえながら、緒原はどうにか立ち上がった。

「──下らんが、止やむを得まい」

　タリスマンは、天使であれば使えるというものではなかった。

　鍛きたえ抜かれた精せい神しんがあってこそ、はじめて天使脈動は超常たる力を発はつ揮きし、可能性は具現化して発動力と成る。

　そして、緒原もまた、鍛え抜いた一人だった。

「なに余よ裕ゆうこいてんだよ！　あぁ？」

　歩み寄った百川が、緒原の胸むな元もとをつかみあげようとした。

　緒原は、わずかに目を伏ふせた。

　柄つかを握った掌から光が広がる。

　彼は一挙手で、タリスマンを起動・接続・発動させることができた。

「──発動力、光牙ライトフアング」

　百川の肘ひじを鞘で弾はじき、返す勢いきおいで緒原は抜ばつ刀とうした。

　空中に飛んだ鞘が天てん井じようのライトにぶつかるより早く、振り上げられた刃やいばが天使の額ひたいギリギリをかすめた。

　緒原の天使脈動が浸しん透とうした刃は、激はげしい銀の閃せん光こうを放った。

「な──。おまえ──」

「私は和わ刀とう剣けん士し。速度で引けは取らん」

　割われたライトの破は片へんが降り注ぐ中、今度は百川が劣れつ勢せいに回った。

　一秒の刹せつ那なで、放たれた剣けん[image: ]げきは九回になる。

　空兵には、陽ひ射ざしのような一いつ瞬しゆんの煌きらめきにしか見えなかった。

「フウ──。やるねぇ、あんた」

　どうにか躱かわしきって、百川は汗あせばんだ目を細めた。額……肩……太ふと股もも……何なん箇か所しよか皮ひ膚ふまでを斬きられた。

　じんわりと、裂さかれたジャケットとズボンの隙すき間まから熱い血が滲にじんだ。

　ガシャンと音を立てて、鞘が床ゆかに落ちた。

「──〈捨すて去りし者〉。貴き様さま、高天たかまが原はらの生き残りだな」

　緒原の息は乱みだれていない。

「さあね。昔のことは忘わすれたよ」

　百川は懸けん命めいに乱れた息を隠かくす。

「高天原──天使〈鏡たる者〉天あま照てらすが大地に建けん設せつした魔ま道どう学院。管かん理り団だんのレッドスカーフ隊による攻撃で五年前に滅ほろび、生せい存ぞん者しやはゼロ。だが、武ぶ功こう術じゆつ士しの指し南なんを行えたのは『鉄てつ槌つい』後では唯ゆい一いつ、天照のみだ」

　訓練された天使は、体内に秘ひめた力──天使脈動を、筋肉、神経、脳のう組そ織しきに高濃のう度どで浸透させる。

　その力は、訓練内ない容ようと浸しん透とう特とく性せいによって幾いくつかの属ぞく質しつに分類された。

　武功術士は、その内のひとつだ。

　天使脈動を筋きん肉にくに浸透させ、『純じゆん粋すいなる力の結晶』を武ぶ具ぐとする。

　精神がキーになる意味で、タリスマンとの相あい性しようは良い。極きわめれば、他ほかのどの属質よりも高く発動力を生み出すことができる。

　だが、武功術士の力の双そう源げんたる気──『純粋なる力の結晶』は、通常の訓練で身につけることはできない。神秘に満ちた気の本質を知るには、優すぐれた指し導どう者しやの指南と長い修しゆ行ぎようが必要とされた。

　その特とく殊しゆ性せい故ゆえ、極めて習得の難むずかしい属質だった。

　緒原の知る限かぎり、今の世界に指導者はいない。

　遡さかのぼって考えるとすれば、失楽園後の天使を支ささえた天照のみが思い浮うかぶ。

「だが、惜おしいな──。貴様は、術士の本質を見極めてはいない。心を静め、まずは無の域いきを悟さとることだ」

「うるせぇよ！　ぶっ殺すぞマジでよ！」

　金切り声をあげて百川が拳を振りかざした。

　──来る。

　反はん射しや的てきに緒原は防ぼう御ぎよの体たい勢せいを取る。

　が、百川が向けた微び笑しようは、つい一秒前のものとは色が違っていた。

　バーカ。

　と、嘲あざけるような笑えみだった。

　身を翻ひるがえして走る。

　あっという間に通路を駆かけていき──角に消えた。

「奴やつめ」

　緒原は、自らに失笑をこぼした。

　してやられた。

　闘とう争そう本能しかない狼おおかみだと思っていたが、狡こう猾かつな部分もあるらしい。

　殴なぐられた脇腹の痛いたみがジンと体に響ひびいて、即そく応おうできなかった。骨ほねは折れていないが内ない臓ぞうまで衝撃は広がっていた。

「追え」

　緒原は、背はい後ごの空兵に命じ、やや遅おくれて自らも廊ろう下かに出た。




　　　　３




　悔くやしいが、そろそろ引き際ぎわだろう。フルパワーで発動させるタリスマンは、心身への負ふ担たんが大きいので連続使用が利きかない。緒原とも、一対一であれば負けるとは思わなかったが、敵てきの船内では明らかに歩ぶが悪い。

　緒原を倒たおしても、その後、空兵に殺されるのは我が慢まんならなかった。

　天使にとって、人間に殺される程ほどの屈くつ辱じよくはない。まだ逃にげた方が、百川のプライドは保たもたれる。

　──だが。

　百川はいまいましく考えた。認みとめざるを得ない部分はある。

　緒原は、百川より速かった。

　戦えば──負けていたかもしれない。

　奴の方が、タリスマンを使いこなしていた。

　通路を走りながら百川は、裏うら切ぎりの天使である緒原に復ふく讐しゆうを誓ちかった。

　全力で角を曲がる。

　と、ぶつかった。

「きゃん！」

　よく跳はねたかわいらしい女の声だ。

「ちょっとお、どーこ見て歩いているわけぇ」

　うしろに吹ふき飛ばされた少女を見下ろして、百川は息を飲んだ。

　天使──

　フリルのドレスを着ている。緋ひ色いろの髪かみをした少女だった。

「おまえ──」

　だが、百川は、その程度のことで驚おどろきはしない。緋色髪の天使は珍めずらしいし、軍船に天使の少女がいることは──しかもどう見ても奴ど隷れいではない、ちゃんと自じ我がを持った少女がいることは──もっと珍しいが、それでも百川は、それだけなら、驚かずに逃げる足を速めたに違いなかった。

「なによお」

　ぷんと頰ほおを膨ふくらませた彩は、まるきりの子こ供どもだ。

「あ。あんた、襲しゆう撃げき者しやね」

「おまえ、何者だ？」

　百川は、少女のペースに巻まきこまれた。

「あたし？　彩。あんたは誰だれ？」

「俺おれは、百川。それよりおまえ──。その背せ中なかの──ソレは──」

「ソレ？」

　なんのことだか気づけず、彩は目を丸くさせた。

　あわせてパタパタと、翼つばさが泳いだ。

　鳥と比くらべれば小さな翼だ。

　広げても、伸のばした腕うでの肘ひじまでしか長さはなかった。だから、神性さよりはかわいらしい印象が強い。

「それより立たせてくれる？　このあたしを突つき倒たおしといて、よくもまあ、んーなとこで突っ立っていられるわね」

「あ、おう……」

　言われるまま、伸ばされた繊せん細さいな白手を百川は握にぎり、彩を引き上げる。

　血ちに汚れた百川の手を平気で握にぎり返す彩は、たいした胆たん力りよくの持ち主だ。あるいは、血に慣なれて育ったのか。

　そこでようやく百川の視し線せんに気づいた彩が、

「ああ、これね」

　背中の白い翼を指でさすった。

　とはいえ百川に、のんびり世間話をしている暇ひまはなかった。

　空兵の足音が響いてきた。

「あんた、逃とう亡ぼう中ちゆう？」

「そうだよ」

「なーんか、こっぴどくやられてるわね。切り傷きずいっぱい作って」

「ほっとけ！」

　百川はいらいらと怒ど鳴なった。どうもペースが狂くるう。

「こっちに来なよ」

　百川の手を取ったまま彩は走り出した。

　百川が向かっていた船の上じよう層そう──甲かん板ぱんとは別の方向だ。ついていけば、ますます船の深部に入ってしまう。

「どこ行く気だ」

「いいから。あたしが逃がしてあげるよ」

　連れこまれたのは、少女趣しゆ味みで塗り染そめられた彩の自室だった。

「なんだこりゃあ」

　目を丸くして百川は、パステルカラーの部屋を眺ながめた。

「……うん。誰もいないね」

　彩は用心深くドアを閉しめると、ふんわりしたベッドに飛びこむように座すわって、青空をバックに笑え顔がおを見せた。

「ねえ、あんた、緒原と戦って負けたの？」

「あー？　負けたぁ？」

「だってさ、この船の剣けん士しって緒原一人だし、それって刀傷だよね」

「……おい。もういっぺん言ってみろ」

　口の端はしをひくつかせながら、百川が少女の許もとに歩いた。

「な、なによお」

　怖おじ気けづきながらも彩は睨にらみ返す。

「言っとくが俺は、女でも殴なぐるぞ」

　とはいえ、百川の注意は、すぐに別の場所に移うつった。

　なんといっても目の前で、怯おびえた少女の肩の震ふるえにあわせて、白の翼がパタパタと泳いでいるのだ。

「本物──のわけねぇよな」

　百川はベッドに腰こしかけた彩の眼前に立ち、翼のうわはじを指でつまんだ。

　やわらかい。

　人ひと肌はだほどの体温もあった。

　ぷにぷにと、何度かつまんで、さすってもみる。

「うーん。気持ちいいな、これ」

　と、その時、

　翼を形成する何百本という純じゆん白ぱくの羽根が、前まえ触ぶれなく一いつ斉せいに逆さか立だった。

「うわっ」

　驚いて百川は飛びのいた。

　見れば、全身を激しく震わせて目を見開いた彩が、呆ぼう然ぜんと、血に濡ぬれた百川の顔を見つめていた。

「……な、なんだよおい」

　そのただならぬ様子に百川は、おそるおそるたずねた。

「触さわった……。あたしの羽根に触った……」

　かすれた声で彩はつぶやいた。

「あんた、今、何歳さい？」

「俺か？　一五歳だよ」

「そっか。あたしも一五になったんだ。丁ちよう度どいいね。仕方がないけど、これも運命なら享きよう受じゆするしかないよね」

　ふうと息をついて、彩はかぶりを振った。

「は？　おまえなんだ？」

　百川には、わけがわからなかった。

　そこにドアが荒あら々あらしく開いた。

「──いたか。〈捨すて去りし者〉」

　日本刀を片かた手てに構かまえた緒原が、一歩、部屋に足を踏ふみこんだ。

　背後では一〇名以上の兵士が銃じゆうを構えていた。

「だからよ──」

　百川は、自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　のこのこ知らない女に手を引っ張ぱられた挙あげ句く、追いこまれた。これで殺されればいい笑いものだ。

「どうする？　もう一度、どちらが神に近い力を有しているか、試ためすか？」

「ハン。おまえに勝ち目があるかよ、脂あぶら汗あせ浮かべやがってよ。本当は俺の一撃が効きいてるんだろ」

「そうだな──。だが、それは貴き様さまとて同じだろう」

「悪いけどな、俺は無傷なんだよ。あぁ？」

　まだ全身の疲つかれが取れていない。

　再ふたたびタリスマンを使ったところで、フルパワーには遠い。

　力と力の激げき突とつになれば、刀は拳に勝まさる。

　──どうするよ。

　百川は、半ば途と方ほうに暮くれた。

　人間の新聞紙面に『愚おろかな天使の典型』として死に顔を晒さらすのだけは、死んでも避さけたいところだった。

　この場合に取り得る最善は、なにがなんでも逃げること。

　となれば──

　咄とつ嗟さに百川は後方に跳ぶと、やわらかいベッドの上に乗った。

「おい立て」

「……ちょ、ちょっとなに？」

　強ごう引いんに腕を取って、彩を立たせた。

　うしろに回りこみ、片腕で少女の細い首をしめる。

　ばたつく翼が顔に当たった。

「翼を動かすな」

「な、なに？」

「いいからじっとしてろ！　おまえはもう俺のもんなんだよ！」

「俺の……もん？」

「ああそうだ。だから言うことを聞け」

「……うん」

　脅おどしに屈するタイプには見えなかったが、彩は大人しく従したがった。力を無くした翼が肩から下に力なく垂たれた。

　百川は眉まゆを吊つり上げ、歪ゆがんだ笑みで緒原を脅す。

「大事な女なんだろ？　おっさん、動いたら首の骨ほね折るぞ」

「その娘を放せ」

　黒いスーツを着た冷れい徹てつな天使は、静かな深い双そう眸ぼうで、殺気ばかりが先立つ若わか者ものの視し線せんを跳はね返した。

「イヤだね。ま、俺が逃げ延のびたら考えてやるよ」

　予想通り、大切にされている女だ。

　緒原の動きが止まった。

「天使が天使を人ひと質じちに取るとは──、貴様の誇ほこりはどこへ失うせた」

「知らねぇな。誇り？　それって食えるのかよ？　俺はな、食えねぇモンには興きよう味みを示しめさねぇ天使なんだよ！」

「──外げ道どうが」

　彩の安全を第一に考える緒原としては、迂う闊かつに動けない状じよう況きようだった。

「それはおまえだよ。人間に与くみした堕だ天てん使しが」

「堕天使とは、神に背そむいた我われらが眷けん属ぞくすべてを指すべき名めい称しようだ。人に与した者を指し示す用語ではない」

「言ってろ。とにかく俺は──」

　言いながら百川は、ベッドのやわらかさに足を取られながらも、どうにか窓まど際ぎわへと立ち位置を移うつす。

「動くなよおっさん。女の羽根むしるぞ」

　かすかに動いた緒原の指先に気づいて、百川は声を張はり上げた。

「その翼の意味を、貴様はわかっているのか？」

「知らねぇよんーなもん。ま、よく見りゃかーいー顔した女だから、食っちゃってもいいかなとは思うけどよ」

「──貴様。言うに事欠いて」

　翼を持つ天使への侮ぶ辱じよくを、緒原は許ゆるすことができなかった。打ち震ふるえた怒いかりが、腕から刃は先さきまで伝わった。

「バーカ。本気にするなっておっさん。返してやるよ、俺が逃げる時にはさ」

　自由に動く一方の拳こぶしで、百川は窓を殴なぐった。

　が、割われない。

「お、硬かたいねぇ、この窓」

　もう一度、殴った。

　窓はびくともしない。

　三発、四発、五発。

　最後に渾こん身しんの力で蹴けりつけても、窓は割れなかった。

「なんだよ」

　百川は窓にガンをつけたが、もちろん、窓はびくついたりしない。

　青空は、どこまでも澄すみ渡わたっていた。

「超ちよう硬こう化かパネルだ。普ふ通つうの打撃で割れはせんよ」

「おい……」

　仕方なく百川は、緒原に語りかけた。

「ちょっと通路開けろ。俺おれを甲板まで通せ」

「あのさ……」

　黙だまって様子を見ていた彩が、おずおずと百川に声をかけた。

「んーだよ。今、忙いそがしいんだよ」

「窓、開けたいの？」

「そうだよ」

「ならさあ──ほら、そこのボタン、押おしなよ」

　彩の視線を伝ってみると、窓の脇わきの壁かべに白いボタンがあった。

「私、風って大好きだからさ、一日に何回かは低い場所を低速で飛んでもらって、窓を開けてるんだ」

「はあ？　これって軍船だろ？　わけわかんねぇことを」

　窓が開くなら、それにこしたことはない。

「まあいいか。──おっさん、動くなよ」

　百川は用心深く、ベッドの上を立ったまま移い動どうしようとして──転んだが、四つん這ばいになって壁のボタンを押す。

　すると本当に、パネルが枠わくの下に隠かくれていく。

　部屋に逆さか巻まいた風が、布ふ団とんやヌイグルミごと二人の天使の体を煽あおった。

「おおっっ！　風だ風！」

　立ち上がると百川は両腕で天てん井じようを仰あおぎ、気き圧あつ差さで生じた突風を歓かん迎げいした。この風に乗れば外へ出られるのだ。

「きゃあ！」

　翼に強い風を受けた彩が身を返して百川にしがみついた。

「おい、向こう行け」

　百川は、しがみついたドレスの少女の肩かたをつかみ、引き剝はがそうとする。

「彩！　こっちに来るんだ！」

　ドアの敷しき居いから緒原が手を伸のばして呼よぶ。

　彩は離はなれようとしなかった。

「ごめん緒原！　私、へヴンズグロウに行けなくなっちゃった！　私、この人のお嫁よめさんになるの！」

「はあ？」

「な、なにを言うんだ彩！　──貴様、彩になにをした！」

　緒原は、憤ふん怒ぬの形相で百川に吼ほえかかった。

「ちょ、ちょっと待てっっ」

　百川は戸と惑まどった。

「だって！　あたし、成人した時に占うらないで告げられたの！　あたしが一五歳さいになって最初に翼つばさに触ふれた天使が、私と結けつ婚こんする運命にあるんだって！」

「誰だれだって羽根には触さわってるだろ！」

「触ってないよ。みんな、あたしの翼に触らないでいてくれたもん」

　事実だった。

　緒原は、純じゆん白ぱくに輝かがやく彩の翼を宝ほう石せきよりも大切に扱あつかってきた。

「それにあたしは、一週間前に一五歳になったばっかだよ。お誕たん生じよう日びパーティーだってちゃんとパレスでやったんだから」

「俺が知るか！」

「知らなくたって知ってたって、占いの運命は変わらないよ」

「それこそ知るかぁぁ!!」

　言い合っている内、窓が半分まで開いた。

　どこにもつかまっておらず、しかもベッドの上に立っている百川は、突風の勢いきおいに耐たえることができない。

「これは運命だよ！　二人は結ばれる運命にあったんだよ！」

「とにかく離れろ！」

「いやぁぁぁ！　ぜーったいにいやぁぁぁ！」

　凄すさまじい風音で彩がなにを言っているのかも聞こえなくなった。

「彩！」

　ドアの縁ふちに手をかけ、緒原が限げん界かいまで腕うでを伸ばす。

　──届かない。

「うわ！」

「きゃあ！」

　布団やヌイグルミもろとも、開いた窓から百川と彩は虚こ空くうに投げ出された。
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　百もも川かわの無む謀ぼうぶりには毎度呆あきれるばかりだが、今度の無謀ときたら、怒おこるより先にシチューを作りたくなる程ほどだった。

　で、芹せり也やとしては、止やむを得ず、そうしているわけだが……。

「──で、これか」

　コトコト心地ここち良よく煮にえ立つ鍋なべを見つめ、三み輪わ芹也は、カウンターごしのキッチンから物静かにたずねた。

　芹也もまた、白はく貌ぼうと銀ぎん髪ぱつを有する天使だ。

　生活の便を考え、ほとんどの天使が長く伸のばす髪かみをショートに切り、服もワークパンツと空軍ジャケット。

　──実用第一の選せん択たくを行っている。

「だいたい貴き重ちような雷らい砲ほうを無む駄だに使うとは、どういう了りよう見けんだ。戦うなら、金目のものを奪うばって来いといつも言っているだろうが。しかもおまえが襲おそったのは、『連れん衡こう』──管かん理り団だん最新の軍用帆はん船せんだ。よく生きて帰って来れたものだと感心する」

「知らなかったんだよ」

「連中のデータベースをサーチすればわかることだ。一人で襲うなら商船にしろ」

「──悪かったって言ってるだろ。キれるぞ」

　キッチンと繫つながったリビングの床ゆかであぐらをかいて座すわっていた百川は、重いため息をついて現げん実じつを認みとめた。

　戦うことは本人の自由だ。

　しかし、戦う力──武ぶ器きを買うためには金がいる。

　戦いつづけるには、金が必要なのだ。

「あのさあ、ふざけてる？　このあ・た・しに！　こんなダサダサの、しかも男物の服を着ろっていうわけ？」

「そんなこと言ったってさあ」

　傍かたわらには、姫ひめ君ぎみのこねる駄だ々だに疲ひ弊へいした青年──有あり本もと奈な生おがいた。

　キュロットと白シャツ姿すがたの奈生は、銀髪を三つ編あみにまとめて、うなじから腰こしにまで流している。

　やわらかな耳から顎あごへのラインと、下ろした前髪。

　清せい楚そな印象は、元々中性的な天使の外観に重なって少女にしか見えない。

「ほら、さっさとあたし専せん用ようの服を買ってきなさいよ！　いっとくけど安ものなんて絶ぜつ対たいにダメだからね！」

「わがままだなあ」

「わがまま？　どこがよ！　とーぜんの必然でしょ」

「うう～」

　変声期のなかったソプラノに、奈生は思いきり苦味をこめた。

　場所は、ユーラシア大陸の東とう端たん──香港ホンコン。

　東区管理団の辺へん境きよう区く域いきにあるこの湾わん岸がんの大都市は、『鉄てつ槌つい』時に壊かい滅めつし、今では司し政せいから切り離はなされている。海水に浸ひたったビルの林と、闇やみから物ぶつ資しの流れこむ繁はん華か街がい。猜さい疑ぎ心しんに満ちた住民は、天使より隣となりの他人を疑うたがう。香港は、天使が市場を歩いても襲われることのない稀まれな地区だった。

　百川は、二人の仲間と共に廃はいマンションの最上階で暮くらす。

　マンションは『鉄槌』時に下か層そうが水すい没ぼつしており、アンテナの稼か働どうで最上階にのみ光動力が通っていた。部屋には照明がつき、冷れい蔵ぞう庫こ、オーディオ、コンピューターと人間が有する一通りの製せい品ひんは揃そろっていた。

　他ほかに住民はおらず、最高といえる住すみ処かだった。

「あれは、なんとかならなかったのか？」

　ギャーギャー騒さわぐ彩さいにうんざりして、芹也は百川にたずねた。

　百川は頭を搔かきながら、

「しゃーねーだろ。海辺に放ほうって海かい賊ぞくにくれてやるわけにもいかねぇし、さっさと逃にげなきゃいけねぇのに、ついてくるって泣き喚わめくんだからよ」

　帆はん船せんからの脱だつ出しゆつを果たし、ようやく住処に帰った。

　百川は着き替がえを終え、傷きず口ぐちを止血し、あとは一休みしたいところだった。

　なのに……。

　海水に濡ぬれ、林の中を走って逃げた際さいにドレスが破やぶれ、百川と同じように着替えを必要とする彩が服にケチをつけるのだ。

　時じ刻こくは夕方。

　フローリングのリビングは、夕日に染そめられていた。

「とにかく一度、先生に相談した方がいいな。翼つばさを持つ天使とは──」

「明日にでも行ってくるさ」

　百川は立ち上がると、奈生に食ってかかる彩の背はい後ごでぱたぱた羽ばたく二枚の翼を両方の手につかんだ。

「ひゃあ」

　驚いて羽根を波立たせた少女を、体ごと持ち上げる。

「とにかく風ふ呂ろに入って来い」

　綺き麗れいだった純じゆん白ぱくの羽根も、肌はだと服同様、すっかり汚よごれていた。

　百川は、パジャマごと少女を脱だつ衣い所じよに放り投げると、ピシャリと乱らん暴ぼうに磨すりガラスのドアを閉しめた。

「ふう」

　息をついて奈生に、

「悪いけどよ、どっかでかわいい服──いや、適てき当とうな新品の野戦服を、背せ中なかんとこに穴あな開けて買ってきてもらえるか？」

「それはいいけど──どうする気だよ」

　奈生は香港の闇やみに通じる。どのような品でも手に入れることができた。

「わからん。俺おれに聞くな」

　自や棄けになって百川は、フローリングの床ゆかに仰あお向むけに寝ね転ころんだ。

　翼を持った天使……。

　考えれば、これほど稀け有うな存そん在ざいはない。

　いくらうっとうしいからと言って、外に放り出し、玩具おもちやとして人間にくれてやることはできなかった。

「じゃあ、俺、行ってくるね」

　サングラスと帽ぼう子しとコートで天使らしさを隠かくし、奈生が玄げん関かんから家を出た。──日ごろから空を飛んでいると目立つので、普ふ段だんはマンションの中を下り、海面から外へ出るようにしている。

　脱衣所の奥おくからは、シャワーの音が聞こえた。

　水は、雨水給水／濾ろ過か機き能のうを有した大だい容よう量りようタンクを購こう入にゆうし、設せつ置ちしてあるので自由に使うことができた。

「……しかし、気になるな。緒お原ばらとか言ったか──裏うら切ぎりの天使が高天たかまが原はらの名を口に出すとは」

　芹也は、シチューをお玉でかき混ぜる。いい具合にトロ味みがついた。

「有名だからな」

「おまえの属ぞく質しつと素す性じようを言い当てたんだろう？」

「まあな……」

　百川は苦々しくうなずいた。

「おまえが襲った『連衡』についてだが──。おまえが出たと聞いたあと、急いで調べてみたところな──。あの船は、東区管理団の公都東京を出て、パレスにまで行っていたことまでがわかった」

「パレス？」

　百川は知らない地名だった。

　そう言えば彩も、パレスでパーティーをしたと言っていた。

「四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうに加か盟めいする国のひとつ──ガリア共同体の首都さ。『鉄槌』前、スイスと呼よばれていた国にある」

「スイスってヨーロッパか？　また遠くに行っていたな」

「目的は、トップシークレットとなっていた。行き先はパレスとあるだけで、他はなんの情じよう報ほうも示しめされていなかった」

「……なるほど。道理で、わんさか空兵が出てきたわけだ」

「どう思う？」

「俺に聞くな」

　百川は眉まゆをひそめ、ひび割われたコンクリートの天てん井じようを見つめる。

　芹也はつづけてたずねる。

「あの娘むすめが関かかわっていると思うか？」

「関わっていない方が不自然だろうな。天使の女が軍船で貴き族ぞく扱あつかいとは、よほどの秘ひ密みつがなきゃ変だ。……そういや、へヴンズグロウに行くとか言っていたな」

「へヴンズグロウ？」

　芹也にも聞き覚えのない地名だった。

　コンロの火力を弱めて、芹也はシチューの鍋なべに蓋ふたをかぶせた。

「ああ。そう言っていた。地名だろ？　聞いたことねぇけどよ。俺と結けつ婚こんするから行けなくなったって言ってたな」

「結婚ね──」

　芹也は喉のどの奥で笑った。

『楽園』にいた頃ころ、天使に結婚の習しゆう慣かんはなかった。

　天使は奔ほん放ぽうに愛を営いとなみ、生まれた子こ供どもは大天使が管理する保ほ育いく施し設せつに入れられて画一的に育てられたという。

　一人の天使と一人の天使が生しよう涯がいを共に過すごす。

　それは、『楽園』を追放された天使が、大地で生きはじめたあとに身につけた習慣だ。

　翼を持った少女──本物の天使が、結婚を願うなど。つい芹也は失しつ笑しようする。

「では、近い内におまえは旦だん那な様さまか」

「やめろ。俺は、あの日以来、人間を皆みな殺ごろしにすると誓ちかった。復ふく讐しゆうが終わるまで、俺はただの獣けものだ」

「人間を憎にくむ俺たちが、人間の社会の中で生きるか」

　皮肉だろう。

　芹也も百川も、人間が作った食物を食べ、ここまで生きてきた。

　今も住まうのは、元は人間の住処だ。

「矛む盾じゆんしているのさ、世界はな。人間だって、神に滅ほろぼされながら、未いまだに神を絶ぜつ対たいの存そん在ざいだと信じていやがる。くだらねぇが──しゃーねぇのさ。生きるために俺たちは、利用できるものは利用していく」

「だから、香港の人間は殺さない、か？」

「ああ。ここの人間は、俺たちに物を売る。俺たちの隠かくれ蓑みのにも丁ちよう度どいい」

「──そうだな。ところで、おまえは負けたのか？」

　緒原との戦いについてだ。

「負けるかよ。と、言いたいところだが、ヤバかった。俺のブラストアームがはじめて押おし負けた。緒原──。あいつ、何者だ」

「あの騒がしい娘とあわせて、一度、調べておいた方が良さそうだな」

　このまま平へい穏おんに済すむとも芹也には思えなかった。

　今ごろ敵てきは、血ち眼まなこになって彩を探さがしているはずだ。このままかくまえば、遠からず争いに巻まきこまれる。

　かと言って芹也自身、翼を持った天使を見み捨すてる気にはなれない。

　手に負えない少女だが、神しん性せいさを感じることは事実だった。

　となれば──

　敵の情報を得るのは、必ひつ須すと言えた。
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　百川が彩を連れて虚こ空くうに逃にげた時、緒原には追えない理由があった。脇わき腹ばらの傷きずが予想以上に痛いたんだのだ。脇腹に天使脈動を集め、活性化させているので、遠からず傷は完治するだろうが……。

　海上に着水した帆はん船せん『連れん衡こう』のハッチから、緒原はモーターボートで出た。

　銀ぎん髪ぱつが潮しお風かぜに煽あおがれ、大きく後方へと流れた。

　廃はい都と香港に百川が逃げこんだことまでは、既すでに捜そう索さくに当たっている管理団の空兵が住民の目もく撃げき情報でつかんだ。

　あとは探すしかない。

　とにかく一いつ刻こくも早く、彩を連れ戻もどす必要が緒原にはあった。




「……天使も所しよ詮せん、完全では有あり得えぬということだな」

　水みず飛沫しぶきを飛ばして湾わん岸がんのビル林へと向かっていく白いモーターボートを船長室の丸まる窓まどから眺ながめて、中なか嶋じまは煙草たばこの煙けむりを細く吐はいた。

「どう致いたしましょう。今回の失しつ態たいは本部に報ほう告こくすべきでしょうか？」

　傍かたわらに控ひかえた部下が指し示じを仰あおいだ。

「失態か──。君は五年前、レッドスカーフ隊が解かい体たいさせられた時のように、この俺おれを陥おとしいれたいのかな」

「い、いえ、決してそういうつもりでは──。申し訳わけありませんでした」

　部下の発言は緒原への反発から来たものだ。

　中嶋は穏おだやかに言い伝えた。

「計画は順調だ。ただ一日、物資の調達で香港に立ち寄よったまでのこと。なにも気にする必要はない」

「わかりました」

　両足の踵かかとを揃そろえ、身を固めて部下は敬けい礼れいする。

「娘むすめの行方ゆくえはどうなっている？」

「現げん在ざい、五〇名が市内を探たん索さくしております。空を飛ぶ天使を見たとの証しよう言げんが入っておりますので、いずれ潜せん伏ぷく先さきは特定できるかと」

「香港は天使への嫌けん悪おが低い地ち域いきだが、それでも生きるとなれば、人口密みつ度どの低い旧きゆう九龍クーロン周辺しかあるまい。全員をその地区に向かわせ、廃はいビルを徹てつ底てい的てきに探さぐれ。あと、新九龍で現地の情報屋を雇やとって、連中にも捜索をさせろ。金はかかっても構かまわん。間ま違ちがいなくその方が早い。だが、居い場ば所しよに目星をつけても早まった攻こう撃げきはするな。緒原に知らせる必要もない。まず俺に連れん絡らくしろ」

　中嶋は、部下を下がらせると一人になった。

　夕日に輝かがやいた海上のビル群ぐんを眺ながめる。

　ビル群の向こうに広がる山やま裾すそには、『鉄槌』後、新たに建けん設せつされた粗そ末まつな建けん造ぞう物ぶつが無む秩ちつ序じよに建ち並んでいた。新九龍と呼ばれる混こん沌とんに満ちた繁はん華か街がいだ。そこでは、司法と良りよう識しきにかわって力と金が秩序を保たもっている。

　だからこそ、天使は住める。考えれば愉ゆ快かいな話だった。

　神に背そむいてまで天使が守ろうとしたのは、平穏と良識なのだから。




　八年前──

　連れん邦ぽう都とサークル・オブ・ザ・パラディンに現あらわれた緒原が、『進化種』申しん請せいを願い出たことによってはじまった〝コードＷ〟。

　人が神に『懺ざん悔げ』し、過か去この繁はん栄えいと魔ま力りよくを取り戻もどすための計画。

　翼つばさを持った少女は、この世界になにをもたらすのか。




　中嶋は、〝コードＷ〟の詳しよう細さいを知らない。

　それを知るのは世界でもわずかな人間──四大陸神しん聖せい連邦の中ちゆう枢すうを占しめる主要三国の最高司し政せい官かんのみだった。

　東区管かん理り団だんの近こん藤どう栄えい司じ。ガリア共同体のミラン・ベルティール。ヴェネチア騎き士し領りようのアンドレア・アンセルムス。反目の多い彼らが〝コードＷ〟については連れん携けいを取りあい、最重要機き密みつ事じ項こうとして計画を進めた。

　よほどの利り益えきをもたらす故ゆえか、あるいは、リスクが大きい故か。

　中嶋は、対天使戦のスペシャリストとして、

　表と裏──

　二つの指令を受けただけだった。

　駒こまにすぎないのだ。

　だが、その指令は中嶋にとって、近年にない大きな遊びの要よう素そを孕はらみ、彼の嗜し好こうを満足させていた。

「天使とは、神に見み捨すてられた種族。惨みじめに朽くちるのが似に合あいなのだよ」

　床に捨てた煙草を、中嶋はブーツの底で踏ふんだ。

　壁に立てかけてあった縦たて長ながのケースを、机つくえの上に置いて開ける。

　ケースには、アサルトライフルが入っていた。

　耐たい衝しよう撃げき性せい素材でリブとストックを補ほ強きようした黒色のボディから、銃じゆう身しんが牙きばとなって突つき伸のびている。

　二〇〇〇メートルの直ちよく接せつ射しや程ていを誇ほこるその銃の名めい称しようは、ＦＡＬⅨフアル・ナイン。

　中嶋が幾いく多たの天使を殺してきた愛銃だった。

　ＦＡＬⅨは、かつての人類が製せい造ぞうした貴き重ちような前時代遺い産さんであり、失われた技ぎ術じゆつによって通つう常じようの三倍で弾だん丸がんを射しや出しゆつする。光こう彩さい素子弾を使えば天使にすら一撃で致ち命めい傷しようを与あたえることが可か能のうだった。

　中嶋は、愛いとしい恋こい人びとを抱だくようにＦＡＬⅨを手に取った。

　うっとりと、肩かたにストックを当て構える。

「天使は美しい。だが、美しい天使を血に染そめるおまえは、更さらに美しい。おまえも吸すいたいだろう──天使の血を」
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「うにゃー！　うにゃうにゃうにゃー！」

　テーブルに並ならんだ料理の数々を前に、思わず彩は奇き声せいをあげた。

　サラダ、シチュー、ライス、フルーツ……いつもの夕食だが、彩には新しん鮮せんな感動に満ちていたらしい。

「おい、猿さるかおまえは」

「まあいいじゃない。さ、みんな、食べましょ」

　夜。

　賑にぎやかな夕食がはじまった。

「あたし、普ふ通つうの夕食で緒原以外と食べるのはじめてだけど、やっぱりいいね、同じ天使で同じ年とし頃ごろっていうのはさ」

　つい先程まで、死んでも野戦服など着るかと喚わめいていた彩だが、今ではすっかり上じよう機き嫌げんにスプーンを握にぎっている。椅い子すが足りないので、お尻しりは木箱を二つ組み重ねた上だ。それがまた、妙みように滑こつ稽けいというか、彼女には似合っていた。

　グレーの野戦服もよく似合っていた。

　翼は──ちゃんと背中から出ている。ご機嫌にパタパタと泳いでいた。

「っていうか、おまえが仕切るな」

「別にいいでしょ。今日の夕食は、あたしたちの結けつ婚こん式しきも兼かねてるんだから」

「結婚式～？　なめんじゃねぇぞ、こら」

「こら」

　左右に唇くちびるを広げて、彩が言った。完全にからかった口調だ。

「んー？　動物の鳴き真ま似ね？　はーいみなさーん。こら科のこら獣じゆうですう」

「あはははははっ」

　腹はらを抱かかえて奈生が大だい爆ばく笑しようした。

「──おいおい」

　頰ほおの筋きん肉にくを引きつらせた百川を見て、芹也が奈生をたしなめた。

「おまえはうにゃ科のうにゃ獣だろうが！」

　同じレベルで百川は怒おこった。

「うわー。芹也のシチューって天才的においしいわ」

　ところが彩は、スプーンですくったビーフシチューに舌した鼓つづみしている。

「君に気に入ってもらえて嬉うれしいよ」

「……芹也って紳しん士しね」

　ふーんと感心して、彩が芹也の眼めを見つめた。

「おい！」

　なんとなく百川はおもしろくなかった。テーブルを叩たたいて怒いかりを顕あらわにする。

　べーと彩は舌したを出した。

　奈生には懸け念ねんがあった。

「それよりいいのかな……。俺、新九龍で空兵を見たよ。部屋の照明を消してさ、大人しくしていた方がいいと思うんだけど……」

「バーカ。んーなセコイ真似できっかよ。俺たちゃ天使だぞ」

「だからだよ」

　奈生は反はん論ろんしたが声は小さかった。

　あきらめて、サラダを箸はしでつまんで口の中に運んだ。

「まあ、香港は広い。いくら崩ほう壊かいしたとはいえ、三万人が住んでいるんだ。そう簡かん単たんには見つからないだろう」

　マグカップからお茶を飲む芹也は、楽らつ観かん視ししていた。

　三人が住むマンションの周囲には、多数のマンションやビルが密集しており、全体として迷めい路ろのように入り組んでいた。人の住むビルも多い。明りの灯ともった部屋すべてを探さがしていたら一ひと晩ばんでは済すまない。

「それより彩、少し真ま面じ目めな話がしたいんだが」

「いいよ。なに、芹也」

「君は、何ど処こから来た？」

「東京」

「東京の──どんなところに住んでいた？」

「んーとね。庭園」

「庭園？」

「広い庭があって、お屋や敷しきがあって。あたし、そこで暮くらしていたの。だから、外の世界は全然知らなくて。天使も、庭園には緒原しかいなかったし。今日は、芹也や奈生とも友達になれて、すごい幸せだよ」

「ありがとう、光栄に思うよ。では、パレスにはどんな用で？」

　彩が語っていない内ない容ようを、芹也は、危き険けんを承しよう知ちでたずねた。

　彩はかぶりを振ると、

「健康診しん断だん。あたし、特別だからパレスでしか健康診断が受けられないの。裸はだかにされてすごい恥はずかしかったわ」

「なあ、おまえ、なんで翼つばさを持ってるんだ？」

　百川が横から話に入った。

「あたしが、『天使』だからよ」

　彩は普ふ通つうに答えた。

「俺だって天使だよ」

　翼は、生まれた時から持っていないが。

「そうね。でも、違ちがうの。あたしはね、神様に愛されているの」

「……神か」

　唾つばを吐はくように、百川は言い捨てた。

「だってそうでしょ？　でなけりゃ、翼は持てないわ」

「それはそうだよね。天使は、大地に『鉄槌』を振ふり下ろした神に異い議ぎを唱となえ、神の怒いかりを買って『楽園』を追放された。翼をもぎ取られて」

　一人、マイペースに食事をつづけながら奈生は言った。

「怒りを買ったんじゃねぇ！　天使は──、天使の正せい義ぎを貫つらぬいたんだ！」

「百川、怒るな」

　静かな声で芹也は制せいすると、あらためて彩に向き直った。

「──しかし、帆はん船せんとは豪ごう華かな旅だな」

「今回はね、引っ越こしも兼かねていたの。緒原が、もっと暖あたたかい場所に行こうって。だから荷物が多かったんじゃない？」

　彩は、フォークに青リンゴを刺さしてかじった。

「何ど処こに引っ越す予定だったんだい？」

「へヴンズグロウ」

　すっぱい……顔をしかめて答える。

「国かい？」

　芹也は淡たん々たんと質しつ問もんを繰くり返した。

「さあ、あたしも知らないんだ。ついてからのお楽しみだって言うから。でもね、エメラルドグリーンの海が輝かがやいた綺き麗れいな島だって」

「それにしても、帆船とは豪華だな」

　空を往ゆく帆船自体は、珍めずらしい存そん在ざいではない。商用にも多く使われている。

　だが、全長二五〇メートルにもなる大型帆船は国の象しよう徴ちようでもあり、それだけの巨きよ体たいを浮うかせる魔ま道どう機関は、ほとんど現げん存ぞんしていない。天使の健康診断と引っ越しで使うなど考えられなかった。

「そう？　よくわかんない。全部、緒原がやってくれるからさ」

「その緒原というのは、君の父親かい？」

「まっさかー。緒原は義父だよ。ずっと昔からの育ての親。あたし、ちっちゃい頃ころの記き憶おくがなくてね、どういう経けい緯いかは知らないけど、緒原が助けてくれたの。ガリアで戦せん災さい孤こ児じしてたんだって。で、一いつ緒しよに暮くらしていた、とね」

「人間の社会でかい？」

「──そういうの、裏うら切ぎりの天使って言うんだよね？　知ってるけど、でも、緒原は天使を殺していないよ。仕事をしているの」

「どんな？」

「四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうの官かん吏りとして、世界の再さい生せいに努めているの」

「ハン。よく言うな」

　緒原を敵てき視しする百川がそっぽを向いた。

「ホントだって。『鉄槌』を受けて世界は滅ほろびたけど、死んだわけじゃないでしょ？　緒原はね、不毛の大地を再ふたたび緑で満たしたいんだって。だから人間に与くみして、世界の調ちよう査さをするの。世界のどこかにたゆたう命の泉いずみを探さがすために」

　しゃべり終えると彩は、軽く息をついて喉のどをお茶で潤うるおした。

「あーお茶がおいしい。これってウーロン茶？」

「の、親しん戚せきのプーアル茶だよ。新九龍の市場に福ふつ建けん省しようの特等茶葉が入っててさ、買ってきたんだ。美お味いしいだろ」

　同じくお茶を飲みながら、笑え顔がおで奈生が言った。

「──命の泉か」

　芹也は、それがなんであるかを知っている。

　人間の東洋民族の思想だ。




　大地の命はすべて、命の泉より紡つむがれた。

　生命は生まれ、そして、死に。

　命の泉へと還かえり。

　また、紡がれる。

　空より雨が降ふり、大地に染しみ、また空へ還るように。




　命の泉とは、輪りん廻ね転生の基き点てんとなる場所なのだ。

　その溜たまり場を見つけ、命の泉を汲くみ上げることができれば、人は命を司つかさどる粒りゆう子しを手にすることができる。

　言い換かえれば、光こう彩さい素そ子しとあわせて、魔ま力りよくに等しい力を──

　神がいた頃に存そん在ざいした、すべての力りき質しつを手にすることができる。

「偽ぎ善ぜんだな」

「違うよ」

　彩が、透すき通った表ひよう情じようで反はん論ろんした。

「緒原は純じゆん粋すいよ。あたしにはわかるもの。緒原は、自分のために命の泉を探しているわけじゃないわ」

「わかるのか？」

「ええ。眼めを見ればわかるわ。あんたたちがいい奴やつってこともね。だから、パレスのこともちゃんと答えたでしょ」

　そういうと、彩は涼すずやかに微笑ほほえむ。

「──ありがとう。光栄だよ」

　芹也は顔を伏ふせ、わずかに目め尻じりを細めた。

　少し勘かん違ちがいをしていた。

　目の前にいるのは、どうやら、強ごう引いんで無む鉄てつ砲ぽうなだけのお姫ひめ様さまではなかった。

「俺おれは、〈探りたる者〉だ」

　芹也は、あらためて天使のスタイルで自じ己こ紹しよう介かいをした。

「私は、〈飛びたき者〉よ」

「俺は、〈貪むさぼりし者〉。よろしくね」

　奈生がにこやかに言った。

「けっ」

　百川は一人、会話に入りきれずシチューをすすった。




　彼らは、一キロ離はなれた廃はいビルの屋上から双そう眼がん鏡きようを覗のぞきこむ、新九龍の情じよう報ほう屋やの気配に気づくことができなかった。




　午後九時、船長室でワインを傾かたむけていた中嶋の元に報告が入った。

「──ヒューイを準じゆん備びしろ。出るぞ」
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『鉄槌』後の人間が作り上げた光動力機関は、万ばん能のうではなかった。

　帆船のように、重力を調節しての航行には、未いまだ『鉄槌』以前の魔道テクノロジーが必要とされた。魔道動力機関は、光彩素子でも稼か働どうし、極きわめて貴き重ちような前文明遺い産さんとして空に浮く帆船の心しん臓ぞうとなった。

　極きよく端たんな話、魔道動力機関さえ搭とう載さいすれば、板でも浮く。

　帆船の形状を取るのは、マストで推すい進しん力りよくを生み出すことによって、魔道機関が生み出すエネルギーを、より高い配分率りつで浮ふ遊ゆうに回すためという実用面もあったが、なにより慣習に他ならない。

　光動力機関によってローターを回転させ、自在に空を巡めぐるヘリコプターは、敏びん捷しよう性せいに優すぐれた天使との戦いの中で、空中陣じん地ちとして必然的に生まれた。

　帆船『連衡』には、三機の攻撃ヘリコプター『ヒューイ』が搭載されていた。攻撃ヘリコプターは、コクピットとキャビンを備そなえた通つう常じようヘリに、前部にガトリングガン、下部に対物攻撃砲を搭載、出力強化と共に装そう甲こう強化を施ほどこした機体だ。

　ロープで甲かん板ぱんに引き出されて、離り艦かんする。

　中嶋は指し揮き官かんとして、他の部下と同じく迷めい彩さい色しよくの野戦服に筋きん肉にくを包み、ヒューイ一号機のキャビンに乗った。

　サングラスで眼を覆おおった顔から感情を読み取ることはできない。

　中嶋は、的てき確かくかつ冷然とマイクで各機に指し示じを与えながら、膝ひざのＦＡＬⅨを一方の手でさする。

　掌てのひらの熱に反して、鉄の冷たさが心地ここち良よかった。

　全身の血が滾たぎる高こう揚ようは久ひさしぶりだ。

　最近では天使も狡こう猾かつになり、人間の武ぶ器きを熟じゆく知ちし、正面に姿すがたを見せなくなった。だが今回の敵てきとは、正面から力と力の激げき突とつとなるだろう。考えると、アドレナリンは止とめ処どなく脳内を駆かけ巡った。

　中嶋には、それがＦＡＬⅨの声にも感じられた。




　──早ク。

　──天使ノ血ヲ我われニ。




　吸すワセロ……。

　吸ワセロ……。

　吸ワセロ……。




「フフフフ……。慌あわてるな、すぐに吸わせてやる……」

　中嶋は無む意い識しきにつぶやいていた。




　　　　５




「いいのか？　本当にいいんだな」

「今日からよろしくお願いします」

　ベッドの上に正せい座ざして、彩は深々と頭を下げた。

　ふわりと揺ゆれ、うなじで左右に分かれて肩かたに落ちた緋ひ色いろ髪がみは、きっと、触さわれば粉雪のように冷たく、心地良いだろう。

　純じゆん白ぱくの翼つばさも、マシュマロのような柔やわらかさは既すでに体たい験けんした。

　ちょっと手を伸のばせば、すべて、そこにある。

　ちょっとした好こう奇き心しんだ。

　一度くらいなら、触ってもバチは当たらないだろう。

　だが……。

　そんなことをすれば、百川は壊こわれる。

　そう。

　なにが起こったかと言えば。

　就しゆう寝しん時間になり、ようやく今日の疲つかれを癒いやせると安あん堵どした百川に、夫ふう婦ふなのだから一いつ緒しよに寝ねると彩が付いてきたのだ。

　場所は、百川の部屋。

　部屋といっても寝る時にしか入らないので、ベッドとクローゼットを置いただけの簡かん素そな空間だ。

　ちなみに、百川はＴシャツと短パン。

　彩もまた、貰もらった男物のＴシャツと短パン。サイズは、やや大きい。

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが、淡あわい光を部屋に落としていた。

　ドアは閉しめられている。

　窓まどはない。

　邪じや魔ま者ものは──廊ろう下かにはいるかもしれないが、部屋の中にはいない。

　二人は今、際きわどい一線の上で向かいあっていた。

「どうしたの？　寝ないの？」

　まばたきして、彩がたずねた。

　彼女には、まったく怖おじ気けづいた様子がない。

「わ……わかってんのかよ！」

　これで一〇回、燃もえたように頰ほおを紅こう潮ちようさせて百川は訴うつたえた。




　芹也と奈生は、ドアを挟はさんだ廊下にいた。

「無理だな」

　百川の怒ど鳴なり声をきき、壁かべにもたれた芹也は細く笑った。

「百川もさあ、こういうことには度ど胸きようがないからねー」

　隣となりには、とても楽しそうな奈生がいた。

「まったくだ。……しかし実じつ際さいのところ、奈生はどう思う？」

「かわいい子だと思うよ」

「そうじゃなくて」

「いいだろ、べつに今は、かわいい子ってことでさ」

「……そうだな」

　天使の中でも、彩は美形と言えた。

　特に、笑え顔がおの絶たえない表情から笑顔が消えた時だ。澄すんだ瞳ひとみには、心の深いところにまで届とどくなにかがある。

　それがなにかがわからないだけ、一いつ層そう、神しん秘ぴ的てきでもあった。

　興きよう味みは惹ひかれる。

　だからこうして二人は、そっと、前ぜん途とある若わかい二人の行く末を見守っているのだ。




「ねえ、百川。あたしね、いつもクマさんを抱だいて寝てるの。今日からは百川が、クマさんのかわりになってね」

「だああ！　俺おれに近づくんじゃねぇ！」

「なんで？」

「いいからちょっと待て！　ほら、ここに俺が線を引くからっ！　こっちが俺、そっちがおまえ！　いいなわかったか？」




「奈生、俺たちも寝るか。どうやら進しん展てんはなさそうだ」

「明日は忙いそがしいしね」

　廊下の二人は自室へと戻もどった。




　結局、百川は、毛もう布ふ一枚まいを体にくるんで床ゆかの上に寝ることを選んだ。

　蛍光灯は消されている。

「わかんないの。一緒に寝ればいいのに」

　ベッドの上で仰あお向むけに寝転んで、彩は後頭部に両手を回した。

　適てき温おんの夜──

　彩は、布ふ団とんを足元に蹴けり寄よせ、惜おしげなく素す肌はだを晒さらす。

　流線の輪りん郭かくを描えがいた足あしには、新雪のような艶つややかさがあった。起き伏ふくは小さいが、上半身のラインも柔やわらかだ。

「……まったく」

　百川は、彩に背せを向けた。

　緊きん張ちようが止まらない。

　照明を落としただけ、間近な少女の気配は何倍にも強まった。

「これだからいいとこ育ちは嫌きらいなんだよ」

「それって心外。あたし、自分がいい環かん境きようで育ったことは自覚しているけど、なにも考えていないわけじゃないわ」

「ほう」

　百川は信じなかった。

「あたしも、自分の体で生きたかったの。あたしがいた場所は、もしかしたら、昔、天使が住んでいた『楽園』に近かったのかもしれない。穏おだやかで、優やさしくて、食べ物にも陽ひ射ざしにも不自由しなくて──。百川は、我が慢まんできる？　寝ているか、日向ひなたぼっこしているかしかすることのない生活」

「俺は無理だな。ガキの頃から修しゆ行ぎようばっかだったしよ」

「修行？」

　身を返して、彩が百川の方を向いた。

　百川も身を返すと、闇やみに浮かんだ少女の白はく貌ぼうに視し線せんをあてがった。

「厳きびしかったぞ。朝から晩ばんまで、腕うで立たて腹ふつ筋きん、水を汲くんで、飛んだり跳はねたり、殴なぐられたり殴ったり。かと思えば洞どう窟くつに閉とじこめられて丸七日も瞑めい想そうさせられて──。まあ、お蔭かげで俺は力を手に入れた」

「帆はん船せんに一人で乗りこんだんだよね？」

「失敗したけどな」

「緒原？」

「次は殺してやる」

　自じ慢まんの銀ぎん髪ぱつを指で梳すいて、百川は凶きよう暴ぼうに目を吊つり上げた。

「……半殺しくらいにしときなよ。天使同士だよ」

「天使だからだよ。野や郎ろう、俺たちを裏うら切ぎって、人間なんぞにつきやがって」

「どうして、人間が憎にくいの？」

　過か去こは知っている。

　だが、人間の中で生きてきた彩には、いまいち理り解かいしきれなかった。

　彼女の知る人間は、皆みな、彼女に優しかった。

　それについて百川は、感かん情じようを荒あら立だてることなく答えた。

「たとえば、家があった。家の住人は、その家の中で毎日を暮らしていた。だが、ある日の夜、武ぶ器きを持った奴やつらが来たとする。そいつらは、ずっと数が多くて、強くて、怯おびえた家の住人を見て笑った。家の窓ガラスを石で投げ割わって、笑うんだ。おまえは虫けらだ。死んじまえ。死んじまえってな」

「──笑うの？」

　想そう像ぞうして、彩の心は酷ひどく震ふるえた。

　百川は淡たん々たんとつづけた。

「それでもおまえは、わかりあおうとするか？　天使を人形と呼んで、殺しても、蹂じゆう躙りんしても笑える連中と、それでもおまえは話しあえるのか？」

「でも……」

　彩には答えられなかった。

「一線を越こえちまったあとは、もう、やるしかねぇんだよ。人間は、どうしようもねぇ連中なのさ」

「なんでそんなふうに思うの？　人間って、ひとくくりにしなくてもいいよ。悪い人間がいるのは知っているけど、あたし、いい人だっていっぱい知っているよ。天使と争いたくないと思っている人だって大おお勢ぜいいるのに。百川の心は悲しいよ」

「──かもしれねぇ。だけど、もう俺は一線を越えちまった。俺も殺されたんだよ。人間共に──先生と家族をな。生き残ったのは、俺と芹也と奈生と、あと、永えい子こさんだけだった。あとはみんな──。一人残らず、殺された。日が経たってから人間の新聞で見たよ。『ゲームオーバー』って見出しでな。

　連中、俺たちの命を、ゲームの敵キャラに見たてて点数化しやがった。先生を──ボスキャラを倒たおした中嶋って男には一万点が入ってたよ。そして、みんなは──。新聞に出ていた俺の家族は──。裸はだかで木に吊るされて、晒し者にされていた。俺は、あの写真だけは絶ぜつ対たいに忘わすれねぇ」

　五年前、復ふく讐しゆうの誓ちかいと共に流した涙なみだを、百川は忘れていなかった。

「だから俺は、一一歳さいの時、まだ無理だってある人には言われたが、この手に──人間と戦うには絶対に必要な力──タリスマンを埋めた。より強くなるため──どれだけデカイ敵でもぶっ倒すために。タリスマンをコントロールできず、すべての天使脈動を吸すい取られて死んだって、悪あく霊りようになって人間を殺す覚かく悟ごでな。

　──理想は理想。悪いとはいわねぇ。もしも、本当にわかりあえるなら、それにこしたことはねぇさ。だけど、それじゃあ俺たちは──俺も、奈生も、芹也も、とっくの昔に死んでいた。話しあう前に、銃じゆう弾だんでズドンさ。下へ手たをすりゃ殺されず、手足を折られてゲームの的まと扱あつかいだった。それが現実だ。どれだけ体を血に染そめようが、生きるには、戦って戦って戦って──勝ち残るしかなかったんだよ」

「……ゴメン。あたし、やっぱり世間知らずなところあるね」

　体験を、否ひ定ていすることはできなかった。

　迂う闊かつな質しつ問もんをしたことに恥はじて、彩はうなだれる。

「で。おまえはなんだよ」

　百川は、気にすることなくたずねた。

「あたし？」

　彩は気を取り直すように、陽気な仕し草ぐさで足を天てん井じように伸のばして仰あお向むけになると、両手両足を大の字に広げた。

「翼つばさが潰つぶれてるぞ」

「平気。別に痛いたくないもん」

　彩は、天井に渦うず巻まいた闇やみに目を細める。

「あたしも、力が欲ほしかったなあ。自分で生きられる力──。自分の翼で、この世界を自由に飛べる力」

「飛べるだろ、天使なんだから」

「遊びならね。あたしが言っているのは、生きる力だよ」

「で、これか？」

　頰ほおの筋きん肉にくを緩ゆるめて百川はからかい半分に言った。

「占うらない？」

「ああ。くだらねーこと信じやがって」

「きっかけだよ。だって踏ふん切りがないと、楽な場所からは出られないでしょ」

「ここは楽じゃねーぞ」

「平気。だって、あんたが守ってくれるでしょ。あたし、妻つまなんだし」

　再ふたたび横に体を向けて、彩は無む垢くな眼めで百川を見つめる。

　極きよく微びの煌きらめきを内包する天使の瞳ひとみは、闇の中であれば、尚なお一いつ層そう、その透とう明めい感かんを知ることができた。

「──だからあ」

　まっすぐな少女の視し線せんは、百川の頰を炙あぶった。

「なによ。あたしが妻じゃ不足？　言っとくけど、あたし、あんたを逃にげ場所にするつもりなんてないよ。あたしだって守ってあげるし、愛してあげるんだから」

　唇くちびるを尖とがらせて、彩が不満をもらす。

「愛してね……」

「そう。いいじゃない。出で逢あって、お互たがいに外見を取り繕つくろって、探さぐりあいながら慎しん重ちように距きよ離りを詰つめて、結局、後こう悔かいするより。いきなり一いつ緒しよになっていいところも悪いところもひっくるめて二人で生きた方が、きっと素す敵てきになれるわ。愛だって、生きる力と一緒で、努力して得ていくものでしょ？」

「けっ」

　まともに愛を語られては、他ほかに言い様がない。

「大だい丈じよう夫ぶ。あたしに任まかせといて。ね」

　彩はニコニコと笑う。

「馬ば鹿かな女」

　百川は、彩の笑顔に、ふと相そう好ごうを崩くずした。




　──その時。




「撃うて」

　ヒューイ一号機から中嶋が命じた。




　　　　６




　マンション最上階から三〇〇メートル離はなれて空中停止するヒューイ二号機から発はつ射しやされた対物攻こう撃げき弾だんが、窓まどを貫つらぬいてリビングに炸さく裂れつした。

　凄すさまじい爆ばく発はつは落らく雷らいに似にていた。

　リビングとキッチンを粉々に撃ち砕くだいた爆発は、隣りん接せつしたトレーニングルームをも壁かべごと破は壊かい。更さらに爆風がリビングからドアを打ち破やぶって廊ろう下かに轟とどろき、側面からドアごしにつづいた各寝しん室しつを大おお地じ震しんのように襲おそった。

「な、なんだ──」

　百川は、毛もう布ふをかなぐり捨すてて床ゆかから跳はね起きた。

　鼓こ膜まくを突つき破った爆音が脳のうにまで響ひびいて、三さん半はん規き管かんも麻ま痺ひしたらしい──酷ひどく足元が揺ゆらめいた。

　鼻をつく硝しよう煙えんの匂においと漂ただよう灰はい色いろの爆ばく煙えんが、否いやが応おうにも事じ態たいを悟さとらせる。

「これ……どうしたの……百川？」

「外に出るぞ！」

　ぼんやりする彩の腕うでを取って、百川は廊下に出た。

「おい、百川」

「芹也！　奈生！」

「これって、敵てきなの──かな──」

　芹也と奈生と合流、短い言葉で事じ態たいを確かく認にんする。

　回転するヒューイのローター音が、突き破られたリビングごしに、超ちよう音おん波ぱのように空気を震動させて迫せまってきた。

「ヘリだと──」

　芹也は音の正体に気づいた。身の震ふるえを隠かくすことができない。

　鋼こう鉄てつの猛もう禽きん──『鉄槌』後の人間が開発した脅きよう威いの空中機動兵器だ。

　硝煙を含ふくんだ夜風が肌はだをさすった。

「ぶっ潰つぶすぞ！」

　百川は反はん射しや的てきに拳こぶしを固めた。

「ここは逃にげるべきだよ」

「ど、どこに？」

　彩にも、襲われた事実は認にん識しきすることができる。百川の腕に抱きついて、半ば途と方ほうに暮くれて言った。

　三人を静まらせるため、芹也は声に出して思考を紡つむいだ。

「連中は俺たちが天使だと知っているはずだ。荒あらっぽいやり方だが、攻撃が連続して来ないところを見ると、俺たちを全ぜん滅めつさせることが主目的ではない──『連衡』の空兵が彩を連れ戻しに来たんだろう。砲ほう弾だんで脅おどし、慌あわてふためいた俺たちが迂う闊かつに外へ出たところを機関銃で攻撃──」

「俺たちを殺して、彩を取り返す？」

　怯おびえた声で奈生がつづけた。

「チキショウ」

　先手を取られたことに怒いかり、百川は眼めを吊つり上げる。

　先行したヒューイ三号機が、硝煙の燻くすぶるリビングを大口径ライトで照らした。その光が廊下にいる四人にまで届とどいた。

　間近で回転するローターからの風が、暴ぼう風ふうのように天使の髪かみを煽あおった。

「空は駄だ目めだ。マンションを伝って海面に出よう」

　芹也を先頭に四人は部屋から出た。

　だが、ひび割れた闇やみの通路からホールに走り、螺ら旋せん状じように下ったコンクリートの階かい段だんを下りようとした刹せつ那な──

「待って」

　敏びん感かんな奈生が一行を制せいす。

　下階から、ガシャガシャとこすれあう金きん属ぞくの音が聞こえた。ブーツの足音も。

「数は、三〇名？」

　推すい測そくして奈生は、百川と芹也に顔を向けた。

「──ぐらいだな」

　百川は認みとめ、狭せまいマンションと、広い空、どちらで誰だれと戦うべきか迷まよった。

「空しかないな。狭い階段では銃弾を躱かわしきれない。それにしても──」

　苦々しく芹也は掌てのひらに拳こぶしを叩たたいた。

「ああ。──敵も早いな」

　ホールの側そく壁へきについた非常ドアを百川は蹴けり破やぶった。




『天使の姿すがたを発見しました。部屋を出、側面の非常ドアです』

　スピーカーごしにヒューイ二号機から連れん絡らくが入った。

　すぐさま中嶋は指し示じを与あたえる。

「二号機は新九龍を背せにしてガトリングガンで攻こう撃げき、天使を陸地に近づけさせるな。三号機は下方に移い動どう、天使の降こう下かを阻はばめ。一号機は三〇〇メートル海洋に下がれ。俺がＦＡＬⅨで狙そ撃げきする」

『殺してもよろしいのですか？』

　三号機の空兵がたずねた。

「娘むすめはできるだけ生かせ。だが、死んでも事じ故こだ。止やむを得まい」

　中嶋は、キャビンのドアをスライドさせて開いた。

　吹ふきすさぶ潮しお風かぜの冷たさが心地ここち良よかった。

　だが、それでも、湧わき上がる興こう奮ふんを鎮しずめるには足りない。

　体を外へと向けた。

　足は、しっかりとドアの縁ふちに固定する。

「まずは試ためし撃うちだ」

　肩かたにストックを押おし当て、中嶋はスコープの照しよう準じゆんをマンション屋上のアンテナにあわせてトリガーを引いた。

　迸ほとばしる閃せん光こうがアンテナに直撃──ガラスのように砕くだけた。




　新九龍に背を向け、天使の真正面に現あらわれた黒こく銀ぎん色しよくの攻撃ヘリコプターが、ガトリングガンで弾丸をシャワーのようにばら撒まいた。

　その凄すさまじい弾だん幕まくに、強行突とつ破ぱは無理だと百川は瞬しゆん時じに判はん断だんする。

「しっかり捕つかまってろ」

　彩を胸むねに抱だきかかえた百川は、虚こ空くうに晒した身を翻ひるがえし、火線をかいくぐって真下に頭を向けた。

　広がるのは海──かすかな煌きらめきを波間に生む、空より暗い静せい寂じやくの空間だ。

　一気に下降して海面ギリギリで反転、ビルの陰かげに隠かくれて──

　という逃とう走そうパターンを百川は描えがいた。

　本当は、タリスマンを使いたかったが、その余よ裕ゆうはなかった。

「先生の家で落ちあうぞ、いいな！」

「百川、彩を守れよ！」

　戦せん闘とう能のう力りよくに劣おとる奈生と芹也が、敵をひきつけるように、わざと大きな仕し草ぐさで左右の空に身を躍おどらせた。

　天使は、空を飛ぶ。

　魚が泳ぐこと、獣けものが駆かけることと同じように、過か去こ、それは自然だった。

　だが、今は──

　翼つばさを失った天使は、人が走るように、飛ぶことに力を必要とした。

　訓練を積んだ百川たちはともかく、庭園で穏おだやかに暮らしてきた彩は弾丸に対してあまりに無力だった。

　彩も、飛ぶ能力は有している。

　だが、ほとんど飛んだ経けい験けんがないことを『連衡』からの脱だつ出しゆつ時じに百川は知った。

　腕うでの肘ひじまでしか長さのない翼は、彩の体重を支ささえるには小さかった。

　翼は、美しさを彩いろどる鑑かん賞しよう品ひんでしかなかった。

　──それもまた、皮肉だったが。

「ゴメン──百川──。これって、あたしのせいだよね」

「しゃべるな」

　ヒューイ二号機につづいて、三号機が下から姿すがたを見せた。

　ヒューイ三号機のキャビンから身を乗り出した空兵が、設せつ置ちした機関銃で百川の降下を苛か烈れつに阻んだ。

　数発の弾丸が百川の体をかすめた。

　着ている服が薄うすい。拳けん銃じゆうと比くらべて弾丸そのものの威い力りよくも高かった。

　このまま突っこめば、間ま違ちがいなく蜂はちの巣すだった。

「クソ」

　体の向きを変えて、百川は側面からビルの正面に回った。

　海洋方向だ。

「あ──」

　彩は百川の胸の中から、弧こ状じように広がった水平線を目まの当たりにする。

　空と海との接合点は──あまりに悠ゆう大だいだった。違う。平へい穏おんな帆はん船せんから窓まどごしに見る夜景とは質感が違った。

　あとを追ってきた二号機がガトリングガンを二人に向けた。しかもマンションに上っていた兵士がサブマシンガンで攻撃態たい勢せいを取った。

　一いち陣じんの潮風が、銀ぎん髪ぱつと緋ひ色いろ髪がみを夜の中で尾おのように煽った。

　流れた髪のせいで視し野やが塞ふさがれた。

　純じゆん白ぱくの翼は、百川の両腕ががっちり包んでいる。

　世界を覆おおい尽つくして響ひびき渡わたるローターの回転音とまばゆい大口径ライトが、ますます百川を焦あせらせた。

　一秒だ。

　この一秒の決断が生死を左右する。

　──回りこめるか。

　彩を抱かかえて旋せん回かい力りよくにも加速力にも劣る現げん状じようでは、その前に撃うたれる。

　夜景は、次の瞬間にくるりと向きを変えた。

　百川は、上空の雲を目指す。

　戦いたかったが、これもまた彩を抱きかかえた状態では無理だ。正直、彩の存そん在ざいは足手まといだった。

　だが百川は、彩を放そうとしなかった。

　奈生に言われたからではない。

　百川自身が、人間に彩を渡わたしたくはないと思ったのだ。

　渡すくらいなら──

　たとえ連中が、彩を大切に扱あつかうとしても──

　百川は死んだ方がマシだった。

　──笑っちまうな。

　百川は、内心で苦く笑しようした。

　何な故ぜなら今日、帆はん船せんの中で百川は、彩を人ひと質じちに逃にげようとした。なのに今は、どうしてしまったのか。

　自分のことだったが、まるでわからなかった。

　彩を──

　──絶ぜつ対たいに奪うばわれたくないと思う気持ちは。




　今度は宇う宙ちゆうが──星の煌めいたクリアなブラックが、彩の眼がん前ぜんを覆った。

　激はげしく鼓こ動どうする百川の心音が彩に伝わった。

「ハァ──ハァ──ハァ──」

　百川の息は、乱みだれていく一方だ。

　翼を失った天使にとって、飛ぶとは、自然ではない行こう為いなのだ。しかも、彩の体重が百川を苦しめている。

　ヘリから吼ほえ猛たける銃弾が、絶たえ間なく百川に襲いかかった。

　螺ら旋せんを描えがくように飛んで、躱かわす。

　だが一発が、とうとう左肩に突き刺さった。

「ク──」

　軽いダメージではなかった。百川の顔が苦く痛つうに歪ゆがんだ。

　撃ち抜かれた衝しよう撃げきは、彩にもぶれとなって伝わる。

「──百川！」

「いいからつかまってろ！　動くな！　おまえは絶対に渡さない！」

　百川は歯を食いしばって、上じよう昇しよう速度を高めた。

　ごうごうと顔面に打ち付ける夜風が冷たさを増ましていく。

　ふいに火線が止やんだ。

「彩、下を見てくれ。二人はどうなった？」

　彩は下を見たが、わからない。

　海上で旋回する二機のヘリコプターが放つ大口径ライトの光は眩まぶしすぎた。

　眩しすぎて、他のものが見えない。

　二機──

「あ……」

　沖おきでは、移動した残りの一機が側面をこちらに向けていた。

「百川、沖の方を見て！」




「逃げるとは興きようざめだが──。女がいては、止むを得ぬというところか。狩かりは楽しませてもらおう」

　上昇をつづける百川の背中を中嶋はスコープの十字線に捉とらえた。

　スコープには、魔ま道どうの所産による生物感知補ほ視しがついている。

　新月の夜も、天使の味方にはならない。

　心臓の鼓動を、ＦＡＬⅨから切り離はなす。

「死ね」

　中嶋は、指にかけたトリガーを引いた。




　──閃せん光こうは、獲え物ものを捉えた。
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　きりもみして墜つい落らくしながらも百川は、最後の力で懸けん命めいに彩を守った。彩の頭を両腕に抱きかかえて激げき突とつする。

　──住すみ処かだったマンションの屋上だ。

　全身が、バラバラに砕くだけ散る程ほどの衝撃だった。

　実じつ際さい、そうなったのかもしれない。

　コンクリートの屋上に肩から落ちて大きくバウンドした百川は、今度は背中から落ちて肺はいの息を吐はいた。

　遠間からの狙そ撃げきで貫つらぬかれたのは左の脇わき腹ばらだ。

　彩に当たらなかったのは、奇き跡せきとしか言いようがなかった。

　一いつ瞬しゆん、彩の声で上昇スピードを弱め、百川は即そく死しを免まぬかれた。

　だが、体を貫いた光こう彩さい素そ子し弾だんは、天使の力たる天使脈動を完全に狂くるわせた。

　飛ぶ力、戦う力──

　天使の天使たる優ゆう位い性せいを司つかさどる天使脈動が泥でい濁だくした今、もはや百川に人間の文明力と戦う術すべは残っていない。

「百川、百川！　しっかりしてよ！」

　膝ひざに百川の頭を乗せて、泣きじゃくっているのは彩だろうか。

　どうやら無事らしい……。

　百川には、ぼやけた残ざん像ぞうにしか見えない。顔面から止とめ処どなく流れる血が、視野を覆おおい尽くしていた。

　熱い。

　全身が真っ赤に燃もえて、溶よう鉱こう炉ろに放ほうりこまれたようだ。

　……これで死ぬか。情なさけねぇな。

　百川は、自じ虐ぎやく的てきに口元を歪めた。

　掌てのひらに、やわらかいなにかの感かん触しよくがあった。

　彩の翼つぱさが触ふれているのだ。

　百川は最後に、マシュマロのようにやわらかい天使の翼を軽く撫なでた。それが精せい一いつ杯ぱいの慰なぐさめだった。

「──あ」

　彩は、百川の白はく貌ぼうから生気が失うせるのを見た。

　どうにか開いていた瞼まぶたが、閉とじた。強気を崩くずさない表ひよう情じようの──眉まゆと口元が緩ゆるんだ。痙けい攣れんが弱まりつつある。

「駄だ目め！　百川！　百川！　百川！」

　涙なみだを振り払って、彩は百川の体を激はげしく揺ゆさぶった。

　反はん応のうはない。

　ぐったりした体は、泥どろ人形のようだった。

「……駄目」

　彩は呆ぼう然ぜんとしながらもたずねた。

「嫌いやだよ。どうして？　どうしてこんなことになっちゃったの？　ねえ、あたしがここに来たからこんなことになったの？　ねえ、ねえ……答えてよ……」

　星の煌きらめく夜空が、彩の視線の先にはあった。

　屋上に着陸しようとするヒューイ一号機を、彩は見ていなかった。

　ローター風が全身を煽あおっても、枯かれ木きのように揺れるばかりだ。

　ぐるりと回転するような視野は、彩もまた、気き絶ぜつしかけている故ゆえだろうか。巡めぐる星のスピードが何倍にも加速されたような光のライン──光の渦うず──なんだろう──渦の向こうに煌めいた閃光──炎ほのお──




　貴方あなたが愛したこと──それが罪つみなのですよ──




　この子は、生きてしまった──




　故に、選ばれる──




　これは──




　貴方の罪でしょう？　──最後の大天使〈時を纏まといし者〉よ。




　男の声につづいたのは、鉄の咆ほう哮こうだった。家は、燃えていた……。

　よく知っている。

　彩は、よく知っていた。

「──させない」

　彩は、悲ひ壮そうな眼まな差ざしで、崩くずれ落ちようとする青年の姿すがたを見つめた。

　視野にまとわりついた朱しゆ色いろが、過去と現げん在ざいを繫つなげた。

「させない」

　血にまみれた百川の体を、再ふたたび抱だき寄よせた。

　離はなさない。

　まだ体温は残っている。まだ死んでいない。死なせない。




「──左手を見てみろ」

　中嶋は、着陸寸すん前ぜんのヘリコプターから、薄うす汚よごれた屋上の片かた隅すみにうずくまった『翼を持った天使』の姿を見る。

　言われた方向に視線を向けたパイロットの顔が驚きよう愕がくに染そまった。

「あれは──。な、なんなんですか一体──」

「奇き跡せき、というものだろうな」

　光だ。

　夜の天てん頂ちようから差しこんだ純白の光柱が、少女を包んでいた。

　左右に大きく広がった翼。

　中嶋ですら神性を感じる透すき通った少女の横顔。

　なにが起こっているのかはわからないが、確たしかめる必要はあった。着陸したヘリから中嶋は屋上に飛び降りた。

「おまえはここで待機していろ」

　パイロットを残し、一人、光柱に近づいていく。

　ふいに光が消えた。

　翼がしなだり、前のめりに彩は倒たおれた。

　折り重なった先には青年がいる。中嶋が狙そ撃げきし、屋上に墜つい落らくさせた天使だ。

　だが、Ｔシャツと短パンから覗のぞいた白はく磁じの四し肢しには、傷きずひとつなかった。

「どういうことだ──。まさか──」

「『癒いやし』だ。天使が有する能のう力りよくのひとつ。もっとも、『力』の中でもより神に近いカテゴリー故、『鉄てつ槌つい』後に使われた記録はない」

　流れる銀ぎん髪ぱつを風に揺ゆらし、左手に刀やいばの柄つかを握にぎった黒スーツの男が、前まえ触ぶれなく屋上の縁ふちに姿すがたを見せた。

　刃の切っ先は、悠ゆう然ぜんと下を向いていた。

　微笑ほほえんだのか、闇やみに染そまった貌かおに白い歯が浮うき上がった。

「緒原か」

　中嶋は怖おじ気けづくことなく、裏うら切ぎりの天使の双そう眸ぼうを受け止めた。

「さすがは〈天使殺し〉。この青年も仕し留とめたか」

　わずかな足首のスナップで羽う毛もうのように軽々と宙ちゆうに舞まった緒原が、中嶋より先に彩の傍かたわらに降おりた。

「貴き様さまも、よくここがわかったな」

「今、この区く域いきで三機のヘリコプターを飛ばせるのは『連衡』だけでしょう」

「そうだな」

「──いずれにせよ、感かん謝しやする。よくぞ救ってくれた」

　百川を肩かたに担かつぎ上げたあと、緒原は刀を腰こしの鞘さやに収おさめ、砂すなをすくうように優やさしく両りよう腕うでで彩を抱きかかえた。

「傷も、ないようだ」

　愛いとおしい目で、丸みを帯びた少女の白はく貌ぼうを見つめる。

「その男も連れて行くのか？」

「保ほ険けんだ」

「殺せば良かろう」

「残念だが、やや私の趣しゆ旨しは異ことなる」

　この時、緒原が浮かべた自じ虐ぎやく的てきな笑えみに、中嶋はある種の悦よろこびを見み出いだした。

「好きにしろ」

　サングラスを指で押おし上げ、中嶋は冷然と踵きびすを返す。
















　第３章　空
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　午前二時、新九龍クーロン第一一番街──

　古物商『赤せき龍りゆう』の七階客室。




「──なるほどね。では、貴方あなたが悔くやむ必要はないわ。貴方が出たところで、貴方は蜂はちの巣にされただけ。むしろ冷静に退しりぞき、ここにこうして来た──。私は、貴方の判はん断だんが適てき切せつだったと認みとめるわ。さすがね、芹せり也や」

　一通りの経けい緯いを聞いたあと、慰なぐさめではなく事実として、出雲いずも永えい子こは告げた。

　チャイナドレスに身を包んだ彼女は、新九龍で古物商を営いとなみ──その裏うらで武ぶ器きブローカーとして幅はばを利きかせている。

　腰こしまで流れた艶つややかな黒くろ髪かみと、丸い眼鏡めがねが透すかした漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。

　年ねん齢れいを感じさせない彫ちよう刻こくのように整った美び貌ぼうと、日焼けした黄色の肌はだは、永子が日本出生の西洋ハーフであることを暗に人に伝えた。頰ほおに刻きざまれた深い傷きず痕あとは、香港ホンコンの闇やみを勝ち抜ぬいた証あかしである。

　だが、それはすべて血ち塗ぬられたものだと芹也は知っている。

「ほら、飲みなさい。最高級のハーブティーよ。気持ちが落ち着くわ」

「……はい」

　言われるまま芹也は、ティーカップを手に取った。

　年代ものの陶とう磁じ器きだ。

　三本のスタンドライトが照らした紅くれないと黒の艶やかな中ちゆう華かの客室とあわせて、なんとも豪ごう華かだった。

　部屋は、やや薄うす暗ぐらいが、かえって落ち着いた。

　焚たかれた香こうの匂においが、幻げん惑わく的てきに鼻び孔こうをくすぐっている。

　ソファーの座すわり心地ごごちは良かった。

　永子が与あたえてくれた服──ズボンとシャツは体のサイズにあっている。

　普ふ段だんであればきっと、一時の優ゆう雅がにくつろぐことはできた。

　だが、今は無理だ。

「しかし、先生」

　芹也は、あの時、歯は軋ぎしりすることしかできなかった。

　あの時──

　マンションの屋上に頭から落ちていった百もも川かわを、芹也は目もく撃げきした。

　芹也と奈な生おは、海面間ま際ぎわのビル陰かげに身をひそませていた。

　敵てきは、彩さいの身み柄がらを確かく保ほしたことで満足したのか、残った二人を捜そう索さくすることなく早々と引き上げていった。

　その後、二人は新九龍に逃にげこみ、『赤龍』へと来た。

　ビルひとつを丸ごと使ったその古物商は、芹也が幼よう少しよう期きを過すごした高天たかまが原はらで、魔ま道どうの師し範はんだった神しん秘ぴ術じゆつ士しリディア・フォルクが営いとなむ。リディア──今は出雲永子と名乗っているが天使〈星と踊おどる者〉だ。

　天使は、住む場所にあわせて、人間の名前を持つ。

　芹也が、芹也と名乗るのも、彼が日本列島で生まれ育った故ゆえだ。

　永子はヨーロッパで生まれ、高天原に身を寄よせた。

　そして、高天原は滅ほろぼされ……。

　仲間は死んだ。

　二年前、永子が香港で人間に扮ふんした奈生を見つけたのは、まさに奇き跡せきと言えた。

　以来、芹也たちは、先生を頼たよっている。

　もっとも高天原では、大地で生きる天使の宿命として、独どく立りつ独歩も大切な教えのひとつとしてきた。

　甘あまえは即そく、死に繫つながる。

　武器を提てい供きようしたり、世話を焼いたり、そういう関係ではない。

　もっとドライに──

　本当にさし迫せまった時のみ、芹也は先生の許もとを訪おとずれた。

「情じよう報ほうはある。整理統とう合ごうして詰つめれば逆ぎやく襲しゆうは可か能のうよ。肝かん心じんなのは、目的と現げん状じようの距きよ離りを正せい確かくに把は握あくすること。がむしゃらに走ったところで迷まい子ごになるだけ。筋すじ道みちを作るためには冷静な思考が必要──だから休息を取るの。わかる？」

　テーブルに置いたティーポットから、二杯はい目めのハーブティーを永子は自らのティーカップに注そそいだ。

　指にはめたいくつかの宝ほう石せきが、キラリと輝かがやいた。

　永子は、高天原が滅びた時、最後まで人間と戦い、その時のダメージで天使としての力の大半を喪そう失しつしていた。

　空は飛べず、神秘術士としての力も弱い。

　だが、知ち恵えは高かった。

　武芸の達人であり、純じゆん粋すいな肉体能力も高い。

　だから天使ながら正体を知られることなく、新九龍で地位と名声を築きずいた。

「わかりました……」

　芹也は、ハーブティーを口に含ふくんだ。

「しかし、あの百川が、女のために戦いを捨すてるとは世も末ね」

「翼つばさを持った天使──先生はご存ぞん知じですか？」

「いいえ。はじめて聞いたわ」

「神に愛されたとは、本当なのでしょうか」

「芹也。貴方、神とはなんだと思う？」

「神……ですか……」

　突とつ然ぜんの問いに、芹也はたじろいだ。

　世界を司つかさどる者の本ほん質しつに迫せまるその問いかけは、人間にとっても、天使にとっても、禁忌タブーと呼よべるものだった。

　言葉をつづけることができない芹也にかわって、永子は答える。

「神とは、天界に存そん在ざいする者。天界を目指した人間の高こう慢まんに怒いかり、大地に『鉄てつ槌つい』を打ち下ろした者。天使を『楽園』より追放した者。だが、神を見た者はいない。大天使ですら神の意向を仰あおぐ時には光に向かってだったというわ」

「存在していない……と、いうのですか？」

「いいえ。『声』は存在するわ。それに神以外の誰だれが、天使の背せ中なかから翼をもぎ取ることができたのかしら」

「誰って──」

「誰といえば、天使とはなんなのかも気になるところではあるけれど」

「──俺おれには、先生の言いたいことがわかりません」

　芹也は苦く笑しようしてティーカップをテーブルに置いた。

「天使が大地に墜おちて二〇年。既すでに天使は、大地での生活に馴な染じんだ。人間を殺し、人間に紛まぎれ、戦せん闘とう意い欲よくを滾たぎらせて。本当に私たちは、かつて善ぜんの代行者として人間を救ってきた存在だったのかしら」

「それは──」

　芹也は答えられない。そうであると教えられてきたし、信じてはいるが。

「安心してもいいわ。光こう彩さい素そ子し弾だんは高価で、乱らん発ぱつできるはずもないから」

　結けつ論ろんを出す気はない──ということだろう。

　永子は悪戯いたずらげに微笑ほほえむと、その艶やかな黒髪を軽く指で梳すいた。魅み惑わく的てきな仕し草ぐさだが先生と思えば女とは見えない。

「……百川は、無事でしょうか」

　芹也は息をついた。

「連れ去られたのでしょう？　なら、生きているはずね」

「なんとか、助けるしかないか」

　芹也は、彩が起こした奇き跡せきを見ていない。ヘリコプターの大口径ライトに阻はばまれ認にん識しきできなかった。

　──なにかが起こっていた。

　そのことは、確証なく、薄うっすら感じているが。

「翼を持った少女と共に？」

「彩が、俺たちといることを望むのであれば」

「ほだされたのね」

「不思議な子です。またたく間に俺たちと打ち解とけた。俺たちは──天使は、まとまりなく生きていますし、互たがいに助け合うことも少ない種族ですが。いつの間にか、人間に感化されたのかもしれないですね」

　そして芹也には、高天原で仲間と共に生きた記き憶おくもあった。

　永子は静かに告げる。

「敵は四大陸神しん聖せい連れん邦ぽう。しかも帆はん船せん『連れん衡こう』を統とう率そつしているのは、表には出ていないけど──〈天使殺し〉中なか嶋じま信しの武ぶよ」

「中嶋……」

　芹也は呻うめくように、その男の名をつぶやいた。

　知らないはずはなかった。

「俺たちの高天原を──。潰つぶした──男がまた──」

「覚かく悟ごはある？」

　向きあったソファーの上で優ゆう美びに足を組くみ替かえ、永子は真しん剣けんにたずねた。

「覚悟──」

　炎ほのおに包まれた過去の恐きよう怖ふが蘇よみがえって、芹也は息を飲む。

「あえて言うわ。覚悟を決めなさい。貴方あなたは、世界の中心に渦うず巻まいた『謎なぞ』の核心に触ふれてしまった。このまま隠かくれて生きるか、最後の最後まで突つき詰つめるか。もう、今までの生活は返ってこない」

　永子の鋭するどい視し線せんは、芹也の意い識しきにまで鮮せん烈れつに届とどいた。

　芹也は、肩かたの力を抜いた。

「──わかっています。俺は〈探さぐりたる者〉。最後まで、突き詰めてみますよ」

「それに、今までの生活だって戦いの連続だったものね」

　永子は相そう好ごうを崩くずした。

　そこにドアが開いて奈生が帰ってきた。

「ゴメンゴメン。俺、手間取っちゃってさ。でも見ろよ。闇やみ市いちで見つけたんだけど、雷らい砲ほう三本と炸さく裂れつ石せき六個、あと、Ｇ３Ａ３に４０㎜グレネードランチャー。値ねは張はったけど掘ほり出しものだろ？」

　服を借りてすぐ、奈生は新九龍の闇市へと行っていたのだ。

「よくもまあ、最新の軍用兵へい器きが手に入ったな」

　アサルトライフルＧ３Ａ３は、ガリア共同体陸軍の新型銃で、新九龍とはいえ容易たやすく出回っている品ではない。

　しかも、炸裂石と同等の光彩結けつ晶しよう石せきを射しや出しゆつできる４０㎜グレネードランチャーがハンドカバーの下に装そう着ちやくされている品は、永子ですら取り扱あつかったことがない。それを手に入れてくるとは──まさに、〈貪むさぼりし者〉の面めん目もく躍やく如じよだろう。

「貴方は、私の商売敵がたきになれそうね」

　奈生の鼻はな利ききには永子も呆あきれた。

「あとは飛行機があれば、彩救出作戦は実行できるよな。詳くわしい作戦はさ、芹也に任まかせてもいいだろ？」

　奈生は、武ぶ器きを床ゆかに置くと、にこやかに笑ってソファーに腰こしかけた。

「お、これってハーブティー？　俺、好きなんだよね」

　緊きん張ちよう感かんのない男だった。

「どうぞ」

　自らのティーカップを永子は奈生の前に置いた。
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　目を開けると、見み慣なれた天てん井じようがあった。

　側そく壁へきのクリアな窓まどに輝かがやくのは、快かい晴せいの空──ブルーだ。

　眩まぶしい。

　光に満ち溢あふれた部屋……。

　羽う毛もう布ぶ団とんが、肩かたまでかかっていた。

　押おしのけて、上半身を起こす。

　彩は、寝ねていたのに──フリルのドレスを着ていた。翼つばさを引き寄よせて、そっと掌てのひらで撫なぜた。

　さらさらとして心地ここち良よい。

　掌を見ても、汚よごれひとつなかった。

　大気に吹ふき飛んだはずの『クマさん』が、何な故ぜか、隣となりに並ならんでいた。

「どういうこと……。あたし……なにがどうなったの……」

　彩は四つん這ばいになった。

　ベッドの上を移い動どうして、足元の壁かべに設せつ置ちされた白いボタンを押す。

　反はん応のうは──ない。

　と、ドアがノックされた。

　彩は、羽毛布団を引き寄よせ、緊きん張ちように身をこわばらせた。

　ドアが開いた。

　現あらわれたのは、──緒原だ。

「彩、起きたかい」

　目が合うと、緒原は唇くちびるの端はしを持ち上げて笑った。

「ここはどこ？」

「決まっているだろう、『連衡』だよ。それより、よく眠ねむれたかい？」

　緒原はベッドに腰かけて座すわる。

「眠ったって……どういうこと……これ……」

「なにをこわばっているんだい？　ここは君の部屋。くつろげばいい」

「百川は？」

「百川？　誰だい、それは」

「ご、誤ご魔ま化かさないで！」

　緒原の白々しい態たい度どに、彩は声を張はり上げて逆さからった。

「彩」

　緒原が、彩の方を向いた。

　滑なめらかな天使の指が、左右からそっと彩の頰ほおを包む。

　平へい坦たんな眼まな差ざしが間近に彩を捉とらえた。

　空くう洞どうのような瞳ひとみだった。

　彩の背せ中なかに悪お寒かんが駆かけ抜ぬけた。痙けい攣れんしたように体が震ふるえた。

「君は、悪い夢ゆめを見ていたんだ。もう一度、お休み。へヴンズグロウについたら一いつ緒しよにショッピングを楽しもう。服を好きなだけ新調してあげよう。そうだ、またパーティーをするのも悪くない」

「やめて……もうやめて……」

「恐こわいのかい？　やはり、悪い夢を見たようだね」

　緒原は、笑え顔がおの仮か面めんを外そうとしない。

「違ちがう──。私は、思い出した──。お兄ちゃんを殺したのはあんたよ。あの時、炎ほのおの中で──、笑いながら銃じゆうの引き金を引いたのは、あんたよ」

　彩は、緒原の手を振ふり払はらった。

　立ち上がって睨にらんだ。

「なんのことかな？」

　闇やみ夜よの屋上で血に塗まみれた百川を見た時、ばらばらのピースとして記き憶おくの河かわをたゆたっていた過か去この出来事は繫つながった。

　目の前の男が──八年間、彩を養ってきた男が──、幼おさない頃ころの彩を育ててくれていた天使を殺した。

　小さかった彩は、黙だまってそれを見ていた。

　なにもできなかった。

　ガラスが割われたように、自分が壊こわれたのを感じた。

　その時、彩の額ひたいに緒原は指で触ふれた。不思議な光が頭の中に広がり、──彩の記憶は閉とざされた。

　緒原は、自失した彩を抱だきかかえ、猛たける炎ほのおの中をくぐった。

「ああ。夢ゆめの話かい？」

　緒原が、軽い冗じよう談だん話ばなしを期待するように言った。

　彩は拳こぶしを固めた。

　どこまで、白しらを切るつもりなのか。

　白を切り通せると思っているのか。

「………」

　なのに彩は、最後の一言を言うことができなかった。

　緒原の優やさしい笑え顔がおが、胸むねに突つき刺ささった。

　八年の間、彼女を守ってきた笑顔だ。緒原がいたからこそ彩は、人間の社会で姫ひめ様さまのように暮くらせた。

　いなければ……とっくに死んでいただろう。

「それで、私が誰を殺したんだい？」

「──私に、なにを期待するの？　私は、選ばれたんでしょ？」

　視し線せんをあわせているのが辛つらく、彩は顔を伏ふせた。目をぎゅっとすぼめ、溢あふれかけた涙なみだを堪こらえる。

　それでも一ひと筋すじの涙が、彩の頰に流れた。

　何な故ぜ、育てたのか。

　その問いかけに緒原は、自じ虐ぎやくとも嘲ちよう笑しようとも取れない吐と息いきをついた。

「君を、愛しているからだよ、彩」

「──百川は？」

「君が、夢から覚めれば、それぞれの生活に戻もどることだろう」

「船に──いるんでしょ」

　緒原に抱かれた時、まだかすかに彩には意い識しきがあった。

　だから、百川が連れてこられたことはわかる。

「夢から覚めることだ」

　髪かみをなびかせて緒原は立ち上がると、振り向くことなく、ゆっくりした足取りで部屋を出て行った。

　閉められたドアに、彩は力まかせに『クマさん』を投げつけた。

　愛している──

　その言葉が、彩の中にあった最後の信しん頼らいを粉々に砕くだいた。

　気づいたのだ。

　緒原は、愛していないのだと。

　ドアにぶつかった『クマさん』が、ずるりと床ゆかに落ちる。

「ハン」

　あざ笑って、『クマさん』を見下ろす。もう二度と、抱きしめる気はなかった。

　無む邪じや気きな少女は死んだ。

　いるのは、刃やいばのように危き険けんな光を瞳ひとみに宿らせた、大地に生きる天使だ。

「夢？　覚めるのは、あんたよ」




　ドアから通路に出ると、朱しゆ色いろのサングラスに表ひよう情じようを隠かくした褐かつ色しよくの男が、もたれていた壁から身を起こして緒原とすれ違った。

「情をかけるのは結けつ構こうだが、計画の遂すい行こうに支し障しようがあっては困こまる。もっと人ひと質じちを活用したらどうだね？　俺おれなら、あの娘むすめを自在に動かしてみせるが？」

「聞いていたのか。不ぶ躾しつけな男だ」

　緒原は、視線をあわせなかった。

「聞こえたのだよ。──ドアが、少し開いていたものだからね」

　油ゆ断だんだろう。

　男とすれ違ったあと、緒原はわずかに口元を歪ゆがめた。




　八年間、

　ひとつの目的のために育てた娘──




　可お笑かしなものだった。

　少女は、死ぬ定めにあるのだ。

　そして、死神は自分。

　なのに──

　娘の頰ほおに流れた一筋の涙が、緒原の心をきつく締しめていた。
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　冷えこんだ倉庫の壁かべに鎖くさりで繫つながれた天使の姿すがたを眺ながめ、中嶋は一人、感かん慨がい深ぶかげに煙草たばこの煙けむりを吐はいた。倉庫に照明は灯ともっていない。通路へとつづいたドアからの微び弱じやくな光が、天使の白しろ肌はだを雪のように潤うるませていた。

　青年とはいえ、完成された美しさを誇ほこる天使は、やはり、人とは似にて異ことなるものであると中嶋の目には映うつった。

「貴き様さまらには所しよ詮せん、人が『懺ざん悔げ』を求める弱さなど、わからぬのだろうな」

「……わかるかよ」

　手足を鎖で拘こう束そくされ、身動きの取れない百川が、ぐったりうなだれていた首を弱々しくあげて眼がん前ぜんの男を鋭するどい双そう眸ぼうで睨にらんだ。

「起きたか、天使」

「ああ。あんたの吐いたくせぇ煙が鼻に入ってきてな」

「──人は、許ゆるしを求めているのだよ」

　中嶋は繰くり返す。

「野望ではない。この意味が、君にはわかるか？」

「わかるかよ」

「だろうな。神に歯向かうなど、天使とは狂きよう気きに満ちた種族だ」

「人間程ほどじゃねぇさ」

　百川は、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はって凄すごんだ。

　体には神しん経けいが通りきっていない。拳こぶしを握にぎることすら、ままならなかった。

「もっとも、行き着く先はひとつ。どのような手順を踏ふんだとて、天使は滅ほろび、人間が栄さかえることに疑うたがいはない」

　野戦服を着た中嶋の襟えりには、『重ね金十字』の印章が輝かがやく。

　人間が定めた、神の使徒である証あかしだ。

「人は『懺悔』を行い、再ふたたび神より魔ま力りよくに等しい力を得る」

「……俺おれが皆みな殺ごろしにしてやる」

　ようやく伝わった神経で、百川は筋きん肉にくを隆りゆう起きさせる。

　殴なぐりかかろうとするが、鉄の壁かべに溶よう接せつされた鎖がピンと張って、肘ひじを伸のばすこともできなかった。

「チキショウ──」

「君は、タリスマンを使うそうだな」

「おまえを殺すためにな」

「残念だが、その鎖には拡かく散さん陰いん子しが練りこまれている。光こう彩さい素そ子しと天使脈動は力を発はつ揮きし得ない。まずは、逃げることを考えたらどうかね？」

「おい、彩はどこにやった」

「知らんよ」

　間近に立ち、サングラスに表ひよう情じようを隠かくして、中嶋は悠ゆう然ぜんと煙草を吸すう。

「なんだと──。ぶっ殺してやる！」

　繫つながれた野や獣じゆうそのままに、激はげしく百川は暴あばれた。

「殺せるかね？」

　中嶋の淡たん々たんとした態たい度どは変わらない。

　その時、サングラスの上でかすかに動いた中嶋の黒い眉まゆを見て、百川の中であるひとつの過去が思い出された。

「……中嶋か？」

　ピンと張った鎖に両腕の体重をかけて、前のめりに百川はたずねた。

「君は、俺の知ち己きかね？」

「ここで遭あったが百年目だな」

　鎖を揺ゆすって百川は、目の前で煙草を吸う男を威い嚇かくする。

「よければ、聞かせてもらえるかな」

「俺は、おまえに家族を殺された高天原の生き残りだ」

「高天原？　ああ、思い出した。君は、岩山の廃はい墟きよにいた子供か」

「俺は、おまえを探さがしてたよ」

「光栄だ。それで、どうする気かね」

「殺してやる」

　暗がりの中、天使の双そう眸ぼうが殺気に満ちて輝く。

「天使は、状じよう況きよう判はん断だん能のう力りよくに欠けていると見える。俺は先に、君に対して、提てい案あんしてやったはずだが？　まずは逃げるべきだと」

「俺が恐こわいのかよ？」

　次の瞬しゆん間かん、百川は、目を剝むいて腹はらの空気をすべて口から吐はいた。

　中嶋が、下からの拳を腹に突き入れたのだ。

　吸いかけの煙草は、唇の端に挟はさんである。

　──余よ裕ゆうの一撃だった。

「ゲホ……ゲホ……」

　百川は咳せきこみ、苦しさに顔を歪ゆがめた。瞬間的な窒ちつ息そくで、脳のうの血管が針はりで刺さされたように痛いたんだ。

「いいだろう。相手になってやる」

「──どういう意味だ」

「言葉の通りだ。俺が、君と一対一で戦ってやろうというのだよ」

「へ……。たかが人間のテメェが、この俺と？」

　百川は無理やりにあざ笑った。

「今は仕事があるので失礼するが。楽しみにしていろ」

　真っ赤に充じゆう血けつした目の向こうで、背せを返した中嶋の姿すがたが見えた。

「……待ちやがれ」
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「──タリスマン接せつ続ぞく。──発動力、変容魚シフテイングフイツシユ」

　白はく透とう色しよくの燐りんが芹也の頭部を包んだ。頭ず巾きんのように広がった薄うす衣ごろもが、両りよう肩かたから指先にまで伸のびる。

　シフティングフィッシュ──

　天使脈動を同調させ、光の海が現げん実じつに存そん在ざいするかのような感覚で自在に泳ぐ術じゆつを芹也に与あたえる発動力だ。

　光の海は、『鉄槌』前の世界に生きる人間が、繁はん栄えいした社会の中、より迅じん速そくに情じよう報ほう伝達を行うために生み出した。世界中に広がったその光通信網もうは、一度は『鉄槌』によって崩ほう壊かいしたが、その後、光技術の発はつ展てんによって再さい利用されていき、現在では再び世界の各所を結ぶまでに至いたっている。

　光の海では、変へん換かんされた情報が無数に行き交かい、存在する。

　軍情報も日にち常じようの話題も、そこではなにもかもが光の煌きらめきであり魚だ。

　情報の重要度によって存在深度に差はあるが、白い魚となって光の海を自在に泳ぐ芹也であれば見つけることはできた。

　とはいえ、限げん界かいはある。

　海かい溝こうの底を泳げるのは、海上では水すい圧あつ差さで潰つぶれ死ぬ深海魚だけだ。

　シフティングフィッシュは、深海魚ではなかった。

「──駄だ目めか」

　両手に握にぎった接続端たん子しをテーブルに置いた。

　潜せん水すい病びようそのままに眩暈めまいが酷ひどかった。深い海の底に輝かがやいた海草群ぐんを見つけたが、手は届とどかなかった。それが、目指す機き密みつかもしれないと思えば悔くやしいが、仕方はない。海草のまわりには危き険けんな魚も多かった。

　入手した情報を脳のうからコンピューターに移うつす。これもまた、シフティングフィッシュであれば接続端子を握るだけの作業だ。

　三〇分をかけて、内ない蔵ぞうした三つのハードディスクがすべて一いつ杯ぱいになるほどの莫ばく大だいな情報を転送した。

　情報は、関連するキーワードで手当たり次し第だいに光の海から集めた。

　整理統とう合ごうすれば真相は見えると芹也は確かく信しんしていた。

　発動力を解とき、キーボードを叩たたいた。光の海から、いつも使っている解かい析せきプログラムを拾い上げて実行する。

　あとは、処しよ理りが完かん了りようするのを待つだけである。

「フゥ」

　芹也は息をついて椅い子すから立ち上がると、同じ部屋の床ゆかに寝ね転ころんでお菓か子しを食べている奈生に笑いかけた。

「こっちも、なんとかなりそうだよ」

「そう。がんばれよ」

　短パンとタンクトップで白しろ肌はだをさらした奈生は、吞のん気きなものだった。

　二人は、永子が貸かし与あたえた『赤龍』の客間にいた。昼間だが、窓まどには分ぶ厚あついカーテンがかかっており、蛍けい光こう灯とうが部屋を染そめていた。床には絨じゆう毯たんが敷しかれている。壁かべ際ぎわの水すい槽そうでは熱帯魚が泳いでいた。

「奈生はどうだ？」

「俺？　ああ、飛行機の手配はしておいたよ。どこまで飛ぶかわからないから航続距きよ離り重じゆう視しにしておいた。戦せん闘とう力りよくはなくなるけど、仕方ないよね」

「金はあるのか？」

「人間の銀行に預あずけてあった分でね。カードは、俺、いつも枕まくら元もとに置いておくから、ちゃんと持ってきたよ。でもさあ、これで今までの貯金、ほとんどなくなる。帰ってから大変だよ。稼かせがないと」

　油ばんだ数本の指を舌したで舐なめ、奈生は食べ終えたスナック菓が子しの袋ふくろを、丸めてゴミ箱に放ほうり投なげた。

　が、入らなかったので、仕方なく立ち上がって入れる。

「はあ……。彩、無事だといいね。芹也は、どうなっていると思う？」

　ため息と共に、細い背中で三つ編あみの銀ぎん髪ぱつが揺ゆれた。

「どうなっているかはわからないが──。あの子が、人間の大きな陰いん謀ぼうに巻まきこまれていることは確たしかだろうな。あるいは、緒原という天使の陰謀か」

「翼つばささえなければ、よかったのにね」

　マンションが襲しゆう撃げきされて半日が経けい過かしていた。

「俺たちは翼を失った。だからこうして、人間の社会で生きることができた。神の加か護ごかもしれないな」

　もちろん、その言葉は皮肉だ。

「なあ、芹也……。神様はどうして、俺たちを見み捨すてたんだろう」

「決まっている。俺たちが逆さからったからだ。人間を守るために」

「でも人間は、俺たちに守られなくても、新しい力で国を作り上げた。俺たちを動物みたいに殺して」

「神すら出し抜ぬいてな」

　光こう彩さい素そ子し、そして、命の泉いずみ。

　この二つによって、失われた魔ま力りよくは補ほ完かんされるだろう。

　とすれば、次に人間が狙ねらうのは命の泉。

　そう考えるのは妥だ当とうだった。

　彩は、生命の基き軸じくたる命の泉を探たん索さくするための、重大なキーワードとなっている少女ではないのか？

　緒原という天使の存そん在ざいを考えれば、推すい測そくの信しん憑ぴよう性せいは高まる。

　だが、彩の言葉が真実のすべてを語った確かく証しようはない。

　むしろ、彩が真実を知っている道理はない。

　芹也は考えたが、情じよう報ほうがない以上、思考を発はつ展てんさせることはできなかった。

　──ないない尽づくしか。

「とりあえず、結果が出るのを待とう」

　芹也はコンピューターに目を向けた。

　ファンの回転音が耳に届とどいた。

　コンピューターは、低速ながら全力で処しよ理りをつづける。『鉄槌』以前の演えん算ざん装そう置ちであれば一時間とかからないのだろうが、少なくとも香港にそれは存在していない。

「あ、そうだ」

　ゴミ箱を見つめていた奈生が、振り向いて口元をほころばせた。

「先生が芹也を呼よんでいたよ」




　黒いスーツを着た屈くつ強きような人間のボディガードに行き先を譲ゆずられ、『赤せき龍りゆう』最上階の社長室に芹也は入った。芹也と奈生は、人間社会でしたたかに生きる天使──正せい義ぎより利り益えきを大切にしている者と『赤龍』で働く人間は認にん識しきしている。

　香港で一いつ勢せい力りよくを築きずく『赤龍』の女社長は、ドアから入ってきた天使を冷ややかな眼まな差ざしで迎むかえた。

　ボディガードが、廊ろう下かの側から無言のままドアを閉しめた。

　鍵かぎは自動でかかる仕組みだ。

　部屋には芹也と永子の二人となる。

「座すわりなさい」

　永子は冷然と、芹也をソファーに座らせた。

　ソファーの前に置かれたテーブルには、巨きよ大だいな世界地図が広がっていた。

「よく眠ねむれた？」

　対たい面めんに座って、そこでようやく永子は笑え顔がおを見せた。

「ええ」

　本当は二時間も眠れなかったが、芹也はうなずいた。

「進めるわよ。──見て」

　永子は、テーブルの世界地図に眼めを向ける。

「時間がないだろうから、今回は特別に、私の方で調べておいたわ。地図に、線で結んだ赤い点が打ってあるでしょ」

「はい。──これは」

「わからない？」

「東京と、パレスと──。あとは──」

　最初の二つは、芹也にも理り解かいすることができた。

　東区管かん理り団だんの公都東京と、ガリア共同体の首都パレスだ。

「かつての世界で『三さん聖せい域いき』と呼ばれた場所よ。インドシナ半島──〈竜りゆう座ざの神しん殿でん〉アンコールワット。太平洋──〈魔ま術じゆつ師しの島〉イースター。そして、〈地の十字〉と言われた地上画えが広がるナスカ」

「……ああ。聞いたことはありますが、なにか？」

　地図から顔を上げて、芹也はたずねた。

「『連衡』の航路よ」

「連中は、魔道の痕こん跡せきを辿たどっているというんですか──」

「なにをしているのか、まではわからないわよ。あくまでこれは、得た情報を元に推測した結果でしかない。とはいえ、ルートから見れば、『連衡』が魔道の痕跡を巡めぐっていることは事実だと思うわ」

「しかし、魔力の泉は、『鉄てつ槌つい』の日に、地じ割われや津つ波なみに吞のまれて跡あと形かたもなく消え去ったと聞いていますが──」

「連中の目的が何ど処こにあるのかまではわからないと言ったはずよ」

　腕うで組ぐみして、チャイナドレス姿すがたの永子は冷たく答える。

「これは──、過か去この航路、ですか？」

「リアルタイムの航路よ。今、『連衡』は、アンコールワットを離はなれ、太平洋をイースターへと向かっている。直線だからわかりやすいわ。それで、『三聖域』の内、二つを巡れば残りの一つにも行くと私は読んだ」

「……イースターがへヴンズグロウだとしたら、もう間に合いませんね」

　芹也は失しつ笑しようをこぼす。

「芹也。イースター周辺の海はエメラルドグリーンではないわ。コバルトブルーよ。ついでに言っておくと、次に連中が向かうだろうナスカも、島ではないからへヴンズグロウとは言い難がたいわよね」

「では、第四の聖域がへヴンズグロウだと？」

「──第四の聖域。綺き麗れいな表現ね、気に入ったわ」

　そう言うと永子は、テーブルに置いてあった赤いマジックで、世界地図の右上に大きな丸印をつけた。

　北米大陸が、かつて存そん在ざいしていたあたりだ。

「この海域は、『鉄槌』で浄じよう化かされ、今では小島が点在するだけの、珊さん瑚ご礁しように満ちたエメラルドグリーンの楽園よ」

「……まさか、へヴンズグロウとは」

「多分、〈白き聖域ホワイトハウス〉──世界で最も魔力の沸わき出いでた場所よ。でも、これもまた推すい測そくでしかないわ。なにしろ『ホワイトハウス』──いいえ、元、第四の聖域があった場所は今では海の底──島ではないから」

「噓うそか真まことか──ですね」

「そうね。もしも、第五の聖域──へヴンズグロウが存在するなら、私の推測は貴方あなたたちにとって致ち命めい傷しようとなるわ」

「へヴンズグロウ──聞いたこともありませんが──」

「あとは貴方次し第だいよ。貴方なら、必ず真実を選ぶことはできるわ」

「はい。先生」

　神しん秘ぴ術じゆつ士しの戦いは、戦いがはじまる時に終わる。

　戦いの中で戦いを考えた時、神秘術士は死ぬ。

　これは幼よう年ねん期き、芹也が、何度も何度も永子から教えられた心得だ。

　今がまさに、芹也にとっての正しよう念ねん場ばなのだ。

　芹也の決断ひとつで、運命の天てん秤びんは傾かたむき、戦いの趨すう勢せいの大半を決する。失敗は、決して許ゆるされなかった。

　そんな教え子の過か剰じような緊きん張ちようを見て取り、永子は苦く笑しようして立ち上がった。

「〈探さぐりたる者〉、こっちに来なさい」

「……はい」

　歩いてきた教え子を、素す肌はだの両りよう腕うででチャイナドレスの胸むねにやさしく包んだ。

「せ、先生」

　ふくよかな温ぬくもりが伝わり、芹也は真っ赤になった。

　永子は耳元に囁ささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。貴方は、私の一番弟で子しなのよ。十分な修しゆ行ぎようは積んできた。人の社会で生きる私に天使の誇ほこりを語る資し格かくはないけど──。貴方は天使として、大きな戦いに挑いどむの。自信と誇りを持ちなさい」
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　中嶋は愉ゆ快かいだった。

　暗くら闇やみの倉庫で鎖くさりに繫つながれ、尚なお、闘とう争そう本ほん能のうを失わない天使がいるとは。

　捕つかまった天使の末路は、わかっているだろうに。

　単なる野や獣じゆうだとしても、ただ者ではない。

　しかも、自分と因いん縁ねんのある天使とは。

　拳こぶしを交まじえることは、悪くない余よ興きようだった。

　仕事を終えた中嶋は、左右の壁かべにパイプの走った通路の途と中ちゆうから上じよう層そうへとつづいた鉄組みの階かい段だんをのぼった。ブーツが触ふれる度たび、カツン、カツンと響ひびく鉄の無む機き質しつな音は、軍船に相応ふさわしく戦いの予よ兆ちようを秘ひめていた。

　何名かの乗じよう務む員いんに敬けい礼れいを受けながら彼が向かったのは、第三司令室である。

　パレスで積みこんだ『球』を保ほ管かんした部屋だった。

　パスワードと指し紋もん照合でロックされたドアを開けて、中に入る。

　壁かべ一面に機械を設せつ置ちした鉄の空間だ。

　木で組んだ簡かん素そな台に載せられた二つの『球』が、グリーンとレッドの光をそれぞれに放っている。重なり合った光は、イエローに近かった。空間は、終末の黄昏たそがれを思わせる静けさに沈しずんでいた。

　球のことをパレスの科学者は、オーブと呼よんだ。

　光こう彩さい素そ子しを結けつ晶しよう化かさせたオーブは、人の頭部ほども大きさがあり、しかも、単一の光波長のみで構こう成せいされ、その純じゆん度どは九九％のあとに九が七つつづくという。この純度で光彩結晶を形成させられるのは、世界でもパレスの科学アカデミーのみであり、このオーブを搬はん入にゆうするために『連衡』は遠路パレスに行って来たのだった。

　オーブは、ブルー、グリーン、レッドの三つ。

　この内、ブルーオーブについては、つい先さき程ほど、過去、〈竜りゆう座ざの神しん殿でん〉があった場所に設置を完かん了りようした。

　その場所は、今や切り立った峡きよう谷こくで、草一本、生えていなかった。

　残り二つ──グリーンを〈魔ま術じゆつ師しの島〉に、レッドを〈地の十字〉に設置することが中嶋の任にん務むの一つだった。

　中嶋はサングラスを外し、裸ら眼がんで二つのオーブを見つめた。

　眩まぶしさに目を細める。

　陽ひ射ざしを捏こねて作ったオーブには、一いつ片ぺんの濁にごりもなかった。

　網もう膜まくに、光が灼やきつくのがわかる。

　目を閉とじてもきっと、視し野やは光に染そまったままだろう。

　温かい波動を感じた。服と肌はだを透すかして、体の芯しんへと広がっていく。力が内側から湧わき立つようだった。

「──これが、天使脈動なのかな」

　中嶋はしばらくの間、オーブの光を浴び、心地ここち良よさに浸ひたった。
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　その日の夕ゆう暮ぐれ、新九龍クーロンの小こ狭ぜまい繁はん華か街がいを歩いていた奈生は、空の様子がおかしなことに気づいた。

　左右にそびえた建物の隙すき間まから覗のぞいた長方形の空が、いつまで経たっても明るさを失わないどころか、逆ぎやくに光の密みつ度どを高めたのだ。ブルー──香港ホンコンでは今までに見たことのない光に満ち溢あふれた深いコバルトブルーだった。

「っかしいなあ……。もう午後七時だよな……」

　日が暮れる時間だ。

　奈生は、石いし畳だたみの坂道を登って水平線を見み渡わたせる空地に出たが、どこにも太陽の姿すがたを見ることはできない。

　歩いている内に時間は過すぎて、午後七時三〇分を回っていた。

　もう、日にち没ぼつは終わっていた。

　夜……。

　になるべき時間だった。

　なのに空は、どこまでも深く澄すんで蒼あおい。

　この異い常じよう現げん象しように、『赤龍』の客室に閉じこもってコンピューターを操そう作さしていた芹也は気づいていなかった。

　奈生に言われてはじめて、窓まどを開け、驚おどろく。

「どうしたんだこれは──」

「時計が狂くるっていることはないよね？」

「有り得ない。体内時計でもわかるだろう？　もう夜の時間だ」

「お腹なか、空いてるしなあ……」

　ほっそりした下か腹ふく部ぶをさすって、奈生は顔をしかめた。

「とりあえず、肉にく饅まんとジュースとフライドチキンは買ってきたからさ、まあ、食べながら考えようか」

「……そうだな。いただくよ」

　二人は、客室の丸テーブルに向かいあって座すわった。

　紙かみ袋ぶくろから食べ物を並ならべて、ささやかな夕食を摂とる。

　肉饅一〇個、フライドチキン一〇本、ジュースは五〇〇[image: ]が四本。地味だが、量としては十分すぎた。

「奈生よ、ちょっと全体的に脂あぶらっこくないか、これ」

「そう？　俺、好きだけどな。それより解かい析せきの結果をきかせてくれよ」

　奈生はむしゃむしゃと肉饅を頰ほお張ばった。

　芹也はジュースのキャップを開ける。

「色々とわかった。まずは──そうだな。彩のことからいこうか。彼女は七歳さいの時、パレスに入都した記録が残っていた。緒原辰たつ弥やと共に『進化種』申しん請せいをしてな。以い降こうは緒原を義ぎ父ふとして東京に移うつり、本人の言う通り平和に暮くらしていたようだ。ただ──」

「ただ？」

「モルモットだな。週ごとの詳しよう細さいな成長記録を見つけた。身長・体重だけではない。体温から脳のう波はまで克こく明めいにだ。やはり人間も、彩の翼つばさには多大なる関心を寄せていたらしい──月に一度、睡すい眠みん薬やくで昏こん倒とうさせ、詳細なデータも測はかっていたようだ。結果として、たいした成果は上がらなかったようだが」

「でも、酷ひどい話だね」

　奈生はフライドチキンをつかみ、もう一方の手でジュースを飲む。

　華きや奢しやな体たい軀くからは想そう像ぞうできない食しよく欲よくだ。

「七歳以前のデータは、なにひとつ残っていなかったよ」

「あとは？」

「スリーサイズでもききたいか？」

「じゃなくて、次の情じよう報ほうだよ」

「……緒原辰弥。この男は、日本で生まれた。俺おれたちが五歳になる年まで高天原の教きよう師しを務つとめていた記録があった」

　芹也はようやく、ジュースを一口だけ飲んだ。

「属ぞく質しつは和わ刀とう剣けん士し。当然、師し範はん級きゆうだ。戦えば手て強ごわい」

「百川とは？」

　チキンにかぶりついて奈生がたずねる。

「わからん。だが、俺たちのフォローがあれば勝てる。──それで、緒原という男は〝コードＷ〟と呼ばれる計画を人間に持ちかけ、『進化種』認にん定ていを得、しかも人間社会の中で高い地位を手に入れたようだ。〝コードＷ〟については、情報は深かったよ。悔くやしいが、知り得ることができなかった」

　芹也はうつむき、肘ひじをテーブルについて吐と息いきをついた。

「まあ、〝コードＷ〟は、今やってる計画だろうね」

　奈生が気楽に言った。

　友人の楽天ぶりが芹也には有り難がたかった。

「同感だ。それ以外には考えられない」

　マイナス思考になりがちな自分を叱しつ咤たし、芹也は無理に頰ほおの筋肉を持ち上げ、笑え顔がおに近い表ひよう情じようを作る。

「命の泉いずみの溜たまり場を見つけて、世界を再さい生せいさせる計画だと思う？」

「いいや。思わない。緒原は、高天原を出る時、〈鏡たる者〉天あま照てらすに、こういい残したそうだ。『世界が蘇よみがえるには、今あるものの完全な破は壊かいが必要』──と。この点で対立し、彼は高天原を去った。その言葉の記録は、光の海の果てにあった。過去、高天原の誰だれかが海の中に書き置いた日記の断だん片ぺんだと思う」

「完全な破壊──そうかもしれないけど、今、ここにいる俺たちとしては困こまるね」

「そこに、どう彩が関かかわっているのか──。それさえ知ることができれば、効こう果か的てきな一打を考えることができたかもしれないと思うのが、俺は悔しいよ」

「食べたら？」

「ああ。では、肉にく饅まんをもらおう。お。美う味まいな」

　ようやく芹也は一口を食べる。

「だろ？　『弐に番ばん飯店』っていう控ひかえ目な店の肉饅なんだけど、俺はここのが、新九龍では一番だと思うから」

　奈生はもう、三つ目の肉饅に突とつ入にゆうだ。ジュースも一本を開けた。

「でも、緒原のことは、それなら永子さんに聞けばわかるね」

「──いや、たずねる必要はないだろう。緒原については、もう十分だと思う」

　芹也は日記の中で、過去、緒原と永子が恋こい人びと関係にあったことを知った。

　今回の件けんに緒原が関わっていることを、先生は既すでに知っているだろう。言わなかったのは言いたくなかったからだと芹也は察さつした。

「緒原は彩を道具にしようとしている。なんらかの形で──〝コードＷ〟の中で。この事実だけで十分に戦う理由はついた。あと、作戦を指し揮きするのは管かん理り団だんの中嶋。俺たちの学院を滅ほろぼした男──。復ふく讐しゆうの時も、来たというわけさ」

「中嶋か……。ま、一石二鳥だね」

「『連衡』のルートは、ほぼ特定できた。奴やつらは『三さん聖せい域いき』を巡めぐっている。今いま頃ごろはイースターだろうな。次にナスカへ行き、最後は──へヴンズグロウだ」

「わかったの？」

「いや」

　芹也はかぶりをふった。

「どれだけ光の海を潜もぐっても、へヴンズグロウという言葉は出てこなかった。──どちらかだ。噓うそか、真まことか」

「噓だね」

　奈生は笑って、あっさりと結けつ論ろんを出す。

「何な故ぜ、そう思う？」

「だって、芹也が潜って見つけられなかったんだろ。だったら噓さ」

「では、噓だとするとして、問題は、俺たちがどこへ行くかだ」

「ところで、どうして今さら『三聖域』なの？」

「わからない」

「もしかしたら、関係あるのかもしれないね。この夜の蒼あお空ぞらと」

　奈生の直感は正せい鵠こくを射ていたが、〈竜座の神殿〉跡あとに設せつ置ちされたブルーオーブについてを二人が知る由よしはなかった。

「『ホワイトハウス』へ行くとするか。第四の聖域へ」

　芹也は、口に含ふくんだ肉饅をジュースで飲みこんだ。

「命の泉の気脈も、世界各地で観かん測そくされたデータを見ていくと、大きな流れとして北米大陸の東海岸がかつて存そん在ざいしていたあたりに集まっているようだ。命の泉が〝コードＷ〟に関わっているかは不明だが、関連がついた以上、『ホワイトハウス』が連中の目指す場所である可か能のう性せいは高まった」

「行こうか。百川を助けて、仇かたきを討うって。そして、新しい仲間を迎むかえに」

「飛行機の準じゆん備びはできているのか？」

「バッチリだよ。もう水上空港にスタンバイしてある」

　奈生は、のほほんとしているだけの男ではない。

　準備は整っていた。

　正直、行ってどうなるという気持ちが芹也にはある。二人の天使が行ったとして、人間の軍隊と戦うことなど不可能だ。

　だが──

　百川が大人しくしているとは思えない。

　無む謀ぼうな天使だが、芹也は誰より、百川の力を信じていた。

　奴は武ぶ功こう術じゆつ士し。

　タリスマンは、どこまでも力を発揮する。

　一度、負けたからこそ、次には勝つ。百川は、そういう男だった。

　それに──

　彩もまた、大人しくしているタイプではない。

　芹也たちが武器を持って合流すれば、きっと活路は見み出いだせる。

　あきらめて見み捨すてるよりは、たとえ無謀でも、動いた方が良かった。

　食事のあと、二人は服を着き替がえた。

　芹也は、空軍ジャケットにワークパンツ。

　奈生は、横よこ縞じまの長なが袖そでシャツにデニムのジャンパースカート──緑の草原に佇たたずむ清せい楚そな少女のイメージだった。

　額ひたいに前まえ髪がみを下ろした白はく貌ぼうでニコリと微笑ほほえむと、愛らしさが一杯に溢あふれた。

「どう？」

　くるりと身を返すと、銀髪の三つ編みが跳はねた。

「……似に合あっているが、本当にそれで行くのか？」

「太ふと股もものベルトに炸さく裂れつ石せきを挿さしたんだ。スカートに隠かくれて見えないだろ？　この格かつ好こうなら女みたいだし、狭せまい通路で敵てきに先手を取られても、発はつ砲ぽうされ難にくいと思ってね。スカートにはスリットを入れたから走りやすいよ」

　肩かたから下げたポシェットにも、炸裂石は入っていると奈生は付け加えた。

「なるほど」

　奈生らしい小こ技わざだと感心し、芹也は肩にＧ３Ａ３を担かついだ。

　もう一方の手には雷らい砲ほう。

　背中のバックパックにも武器や弾だん薬やくは詰つまっていた。

　部屋を出る。

　紅あかい絨じゆう毯たんを敷しいた廊ろう下かのホールで、黒くろ髪かみにチャイナドレスの艶つややかな女性──出雲永子が二人を待っていた。

「行くのね」

　髪をかきあげて、永子は黒こく眸ぼうを向けた。

「先生──部下に見られますよ」

　芹也は声をひそめる。

「ひとつだけ、もしも機会があったらでいいけど。伝言をお願いするわ。──『色々あったけど、次に天界で逢あった時には聞かせてほしい』と」

「──はい」

　誰に、と言わなかった先生の想おもいを、芹也は汲くんだ。

　うなずいた教え子を見、永子は苦く笑しようした。

「ありがとう」

　そして、もうひとつ。

「これは──先生」

　掌てに握にぎらされたものがなんであるか、芹也にはわかった。
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　空に塗ぬられていた平へい坦たんな蒼あお色いろがふいに明るみを帯びたのは、翌よく日じつのことだった。

「──また、空の色が変わった。どういうこと……」

　彩は視し線せんを下げ、波立つ海面を窓まどごしに見つめた。

　巨きよ大だいな帆はん船せんの着水した波は紋もんがようやく収おさまった海は、無数の宝ほう石せきをちりばめたようにきらきらと銀色に輝かがやいた。

　海は、コバルトブルーのままだ。

　空だけが、突き抜けた明るさ──水色、スカイブルーへと変わった。

　絵の具で塗ぬりつぶしたように単一な空色だった。

　つい先さき程ほど、船の後方から、まばゆい緑の光線が蒼空へと広がるのを見たが、それと関係があるのだろうか。

　わからないが、関係はあるのだろう──

　今、緒原と人間たちが、行っている『儀ぎ式しき』にあわせて。

　彩は冷静だった。

　バンダナで髪かみを縛しばり、服はズボンとシャツに着き替がえ、動きやすい格かつ好こうに加えて、クローゼットから抜いた鉄のポールを左手に握った。

　ポールは、長さ五〇センチ。振ふり回せば十分に武ぶ器きとなった。

　ドアの鍵かぎは、かかっている。

　逃にげたくても、今は、逃げられそうになかった。

　だが、いずれ機会は来る。




　ぐるりと三六〇度、水平線が取り巻まいた海上三メートルに浮ふ遊ゆうし、緒原は波間に浮ういたグリーンオーブを眺ながめた。

　空に同化したグリーンオーブの光に、眩まぶしさは感じられない。磨みがいた水すい晶しようのように煌きらめくのみだ。

　潮しお風かぜが髪を撫なでる。

　本来は夜とあって、吹ふきすさぶ風は肌はだを切るように冷たかった。

『儀式』は簡かん単たんなものだ。

　浮遊板にグリーンオーブを設置し、繫つなげた錨いかりを海底に沈しずめ、最後に緒原が自らの天使脈動によって人が作りたる魔ま力りよくを増強する。これで擬ぎ似じ的てきだが、聖せい域いきを微び弱じやくながら再さい現げんすることはできた。

　とはいえ、八年だ。

　人間の最先せん端たんテクノロジーを駆く使しして、超ちよう高こう純じゆん度どの結晶石を生成。

　あわせて鍛たん練れんに励はげみ、増強の力を高める。

　そして、人間の学者を動かし、『溜たまり場』の特定に努つとめる。

　しかし、なにより感かん慨がい深ぶかいのは、いよいよ叶かなえられようとする悲願より、娘むすめが迎むかえた反抗期だったが──

「行くぞ」

　少し離れた海面でモーターボートに乗った中嶋が声をかけてきた。

「──わかっている」

　緒原は身を翻ひるがえすと、帆船の甲かん板ぱんに向かって飛んだ。

「気に食わない天使ですね」

　モーターボートを運転する空兵がぼやいた。

「迂う闊かつなことを言うものではない。あの男は、四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうの官かん吏りだ。我われ々われより地位は上なのだよ」

「……主しゆ査さは、お認みとめなのですか。あのような天使の下で働くことを」

「任にん務むと思っておけ」

　腕うで組ぐみしてうつむき、中嶋は表ひよう情じようを隠かくした。
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　二つのオーブを設置し、軽く睡すい眠みんを取った後、中嶋は再ふたたび百川の元を訪おとずれた。

　暗い倉庫に廊ろう下かからの光が差しこみ、百川は顔をあげる。

「よう、中嶋。てっきり怖こわくなって、部屋でびびってると思ってたぜ？」

「準じゆん備びしろ」

　百川の挑ちよう発はつには乗らず、中嶋は冷れい淡たんに命じる。

　同行していた五人の空兵の内、二人が構かまえていたサブマシンガンを下ろした。左右から百川の腕うでをつかむ。鎖くさりの片かた方ほうが外された。

　百川は逆さからわず、殺気に満ちた視し線せんを中嶋にぶつける。

　空兵は、百川の両方の手首を揃そろえ、黒い紐ひもで三重にきつく巻まいた。その後、同じ紐を首に巻きつける。紐は、天使を拘こう束そくする時に用いる特とく殊しゆなもので、鎖と同じように拡かく散さん陰いん子しが練りこまれていた。

「主査、完かん了りようしました」

「では、鎖から外せ」

　鎖から解かい放ほうされ、百川は小さく肩で息をついた。

　力を封ふうじられた状じよう況きようは同じだが、鎖よりは紐の方がマシである。

「行くぞ」

「ほら歩け！　天使！」

　空兵に銃口で背中を押おされ、百川は嫌いや々いやながら──という風を装よそおって歩いた。

　空兵は、前に一人、うしろに四人。

　中嶋は、百川の二人後方にいる。

「なあ、どこ行くんだよ？」

　百川は、背はい後ごの中嶋に向かってたずねた。

「甲板だ。リングを用意しておいた」

「リングだと──」

「ああ。楽しみだろう？」

「……まあな」

　百川はわずかに顔を伏ふせ、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

　そうしながらも通路の様子を見て、だいたいの位置を探さぐる。どうやら百川が放ほうりこまれていた倉庫は、以前、緒原と戦った倉庫らしい。彩の部屋へと通じる道みち筋すじを百川はちゃんと覚えていた。

　あとは、どこで空兵どもを殺し、逃にげ出すかである。

　百川は正直、人間など敵ではないと思っていた。

　確たしかに今は天使脈動を封ふうじられ、タリスマンを起動させることはできない。とはいえ天使は純じゆん然ぜんたる肉体能のう力りよくで人間を凌りよう駕がしている。しかも百川には、天使脈動とは異ことなるもうひとつの力りき質しつ──『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』があった。

　百川は掌に気を集め、結晶が生まれることをこっそりと確たしかめた。

　掌からこぼれた燐りんが、はらりと流れる。

　気は、通っていた。

　紐ひもの強きよう度どは、鎖くさりと比べればたかが知れている。

　引きちぎることはできるだろう。

「君は幸せだ」

　彩の部屋へと通じる十字路に差しかかるところで、中嶋が声をかけた。

「はぁ？」

　百川は振り返らず、両方の眉まゆを吊つりあげた。

「そうだろう？　君は、仇かたきであるこの俺おれを、自らの手で殺す機会を得た。これはとても幸せなことだと思うが？」

「まあ、確かにな」

　百川は、あと三歩、歩いたところで両手の紐を引きちぎろうと決めた。

　三……。

　心の中でカウントをはじめる。

「ひとつ、教えてやろう」

　そのカウントを遮さえぎるように、中嶋は言った。

「なんだよ」

　二……。

「あの岩山を支し配はいしていた、流りゆう麗れいたる女天使のことだ」

　一……。

　十字路の真ん中で百川は足を止めた。

「歩け！」

　怒ど鳴なる空兵を無視する。

「……言ってみろ」

　ゼロは、来なかった。

　必死に感情を殺して、最さい大だい限げんの冷静さでつぶやいた。

「俺があの女を殺したことは知っているだろう？」

「ああ……。テメェらの新聞で見たよ」

「あの女は、逃げなかった」

「はぁ？」

　とうとう我が慢まんできず、百川は振り向いた。

　中嶋はサングラスを指で押おし上げる。

「あの女は逃げなかった、と言ったのだよ」

「……どういう意味だ？」

「少なくとも、あの女は俺の挑ちよう戦せんを受け、俺と一対一で戦った。最後の瞬しゆん間かんまで、背せ中なかを見せることなく」

「………」

　息が詰つまる。百川は言葉を発することができなかった。

　それは、過か去この記き憶おくが意い識しきの表ひよう層そうに押し寄よせ、焼き尽つくすような痛いたみを全身の神しん経けいに走らせたからだ。

「──君は、気を操あやつるそうだな？」

「ああ」

　知っていて中嶋は、あえて百川を紐のみで拘こう束そくしたのだ。

「あの女は逃げなかった。あの女の弟で子しであるらしき君が、どうするのか。俺はとても楽しみにしている。俺は、君の価か値ち観かんも〈望みたる者〉の価値観も否ひ定ていするつもりはない。むしろ、戦いつづけるその姿し勢せいには敬けい意いさえ覚える。敬意を覚えるからこそ、俺は君に仇を討うつ堂々たる機会を与あたえた」

　中嶋の声に百川を嘲あざける揺ゆらぎはなかった。

「──人は人。天使は天使。豚ぶたは豚。君は天使か？　それとも豚か？」

「俺は天使だ」

　百川は自ら、甲かん板ぱんに向かって次の一歩を踏む。百川の全身から、相手の隙すきを窺うかがおうとする狡こう猾かつな気配が消えた。

「では、君の天使たる誇ほこりを、俺は見せてもらおう」

　決然とした青年の背中を中嶋は見る。

　これで憂うれいなく、ゲームは楽しめる。

「──そして君に、人間という種族の可か能のう性せいと強さを、教えよう」
















　第４章　聖域
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　空を、飛ぶ。

　方角は北東。

　高度三〇〇〇メートルの晴れた空を、芹せり也やは、コクピットの助手席から眺ながめる。

「──空を飛ぶ天使が、人間の機械で飛ぶか」

「快かい適てきだろ？」

「とにかく寒い。身がこわばって、逆ぎやくに疲つかれるくらいだ」

「そう。俺おれは平気だけど」

　摂せつ氏し二度しかないコクピットの中でも、奈な生おの中ちゆう性せい的てきな表ひよう情じようは穏おだやかだ。体に力の入っている様子もなく、リラックスしたものだった。

「なら、俺を抱だいてくれ」

　左右の足をぴったりとあわせ、脇わきを締しめ、芹也はシートの上で身を震ふるわせた。

　ほっそりした奈生の体でも、カイロ代わりにはなるだろう。

「いいけど、墜つい落らくするよ」

　奈生が操そう縦じゆうするのは、四人乗り水上飛行機『シーウィンド』だ。

　飛行機は、左右の単葉によって揚よう力りよくを得、機体後部についた三枚まいの尾び翼よくが空中での安定性を保たもつ。光動力機関を利用した機首のプロペラは、その回転による推すい進しん力りよくで鳥より速い飛行速度を実じつ現げんしていた。

　飛行機もまた、人間が開発した力のひとつだ。

「俺が、光の海で見つけた情じよう報ほうでは、次の連れん邦ぽう総そう会かいに提てい案あんが出るらしい。飛行機を、天使攻こう撃げきに使ってはどうかと」

　芹也は息をついた。

　飛行機は、必要以上に速度が出ることから、ヘリと比くらべて効こう率りつが悪く、今まで対天使用に使用されることはなかった。

　実じつ際さい、飛行機の旋せん回かい能のう力りよくでは天使の機き敏びん性せいに抗こうし切れない。

　又また、飛行機は、帆はん船せん攻撃に適てき性せいがありすぎた。四大陸神しん聖せい連邦としてまとまった世界で戦せん闘とう機きを本ほん格かく配はい備びすることは連邦各国の緊きん張ちようを招まねくだけだとされ、連邦総会の議決において禁きん止しされてきたのだ。

　それが、解かい禁きんされる。

「天使はもう、敵てきじゃないってことだね。飛行機で攻撃するには、俺たちは小さすぎて狙ねらえないからさ」

　シートの間から突つき出た操縦桿かんを握にぎりながら、奈生はあっさりと言った。

「人間対人間の時代──か。まあ、その方が俺たちも生きやすいか」

　芹也はうなずいた。

　連邦内での勢せい力りよく争あらそいは既すでに起こっている。

　今のところ、未いまだ天使の攻撃による被ひ害がいは甚じん大だいであり、結束が必要なため、戦争にこそ発はつ展てんしていないが。

　しかし、〝コードＷ〟が完かん了りようし、新たな力を手に入れたとしたら。

　天使を駆く逐ちくしたとしたら。

　いずれ遠からず、争いは起きるに決まっていた。

　そうなったら……。

「俺たちは、単なる空くう賊ぞくに落ちるか」

「今だってそうだろ。俺たちは、人間を襲おそってお金を得ているんだから」

　リアリストの奈生は、芹也の葛かつ藤とうを理解していない。

「生きるためにな」

　芹也は、重い息をついた。

　正せい義ぎ──

　天使に、正義はあるのか？

　考えたくもなかった。

　人間を殺しつづける天使に、正義など、あるはずはないのだから。

　わかっていて尚なお、芹也は、世界を救うという大義名分を身の内に秘ひめ、天使として戦いに赴おもむこうとしていた。

　甲かん高だかい機械音と裂さかれていく空気の悲鳴に包まれ、数時間が過すぎた。

「芹也、そろそろ目的海かい域いきだから、高度を下げるよ」

「果たして、どうなっているかだな」

　うつらうつらしていた意い識しきを、芹也はハッと現げん実じつに戻もどす。

「敵がいたら頼たのむね」

「ああ。コクピットを開けて、こいつを撃うちこんでやるさ」

　膝ひざに置いた雷らい砲ほうを芹也は手に取って構かまえた。

　機首が下がった。

　眼がん下かに、エメラルドグリーンに輝かがやいた温おん暖だんな海が広がる。芹也はざっと周囲を見み渡わたしたが敵てき影えいはなかった。

　奈生は、高度一〇〇メートルまで下げて海面に平行に飛んだ。

　真っ白な海鳥が、優ゆう雅がに舞まっていた。

「……陸地があるのか？」

　芹也は、コクピットパネルを後方にスライドさせた。

　温かい風がなだれこんだ。

　二つのオーブが染そめたスカイブルーの空には、いつの間にか太陽が昇のぼっていた。まったく存そん在ざい感かんはなく、月のように、映うつっている印象しかないが。

　北ほく緯い三八度。

　時じ刻こくは、午前一〇時を回っていた。

「奈生、右だ。島らしきものがいくつか見える」

「──了りよう解かい」

　奈生が機首を右に傾かたむけた。

　すると正面に、三つの島が横に並ならんで見える。

　中央のひとつが遠い。

　背せの低い土くれの小島は、正三角形の頂ちよう点てんとして海洋に浮うかんでいた。海鳥は、その三つの島を住すみ処かとしている様子だ。

「ちょうどこのまま直進すれば『ホワイトハウス』の跡あと地ちだな」

　芹也は、経度緯い度ど計けいによって位置を確たしかめた。

「距きよ離りは？」

「近いぞ──約五キロだ」

「そうすると、あの三つの島の中心あたりだね。一度、低空で通り過ぎるよ」

　左右に島を見やり、シーウィンドが三角形の内ない域いきに入った。

「綺き麗れいな海だね」

　奈生は気楽に言ったが、芹也は驚きよう愕がくして息を飲んだ。

「なんだ──いったい──」

　見下ろして、はじめて知ることができた。

　島に囲まれた三角形の領りよう域いきでは、エメラルドグリーンの海が、表ひよう層そうから潜もぐった海中で虹にじ色いろに輝いていた。

　なんだろう……。

　油ゆ脂しにしては、揺ゆらめく輝きが美しすぎた。

　しかも、規き模ぼが大きい。

　七色の光こう沢たくを持った巨きよ大だいな粘ねん性せいの生物が蠢うごめいているようでもあった。

　特に中央部だ。

　目であるかのように光が密みつ集しゆうしており、『黒』に近かった。

　真上を通つう過かした時、芹也は、ギョロリと見つめられたような気がして、全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　飛行機は土の小島を飛び越こえ、三角形の領域から出た。

「……やはり、ここが命の泉いずみなんだろうな」

「今度は上から見てみようか」

　奈生は飛行機の高度を上げ、ブルースカイの世界に大きな弧こを描えがいて、優雅に飛行機を旋せん回かいさせた。

　再ふたたび飛行機は目的海域に方向を定める。

　二人が気づいたのは同時だった。

　空の光が、三六〇度全方向から三角形の海域へと放物線状に流れこんでいた。

　注意しないと気づけないが、密度の差でわかる。

　砂すな時ど計けいの砂が、上から下──細い境さかい目めへと向かっていくように、光の微び粒りゆう子しがさらさらと流動していたのだ。

「……空が集束している？　空に存在するのは光こう彩さい素そ子し……。命の泉は、大地に流れる気脈だというのに……。この場所は、命の泉ではないのか？」

「芹也、敵だ！」

　奈生が叫さけんだ。

　コントロールを乱みだしたシーウィンドが上下に揺れた。

「チ──。どこからだ」

　すぐさまシートベルトを外して身を乗り出し、芹也は臨りん戦せん態勢を取った。

　構えた雷らい砲ほうの照しよう準じゆんを視し線せんに重ねて空を見み渡わたす。

　次の瞬しゆん間かん、飛行機の機首方向──南南西の水平線に滲にじんだ白い光が、円天の空をスカイブルーからホワイトに染めた。

　こぼれたミルクがテーブルに広がるよりも早い、一瞬の出来事だった。

「……空が、また変わった。──それより奈生」

　敵の姿すがたは、見えない。

「ゴメンゴメン。俺、ちょっとびっくりしちゃった。だっていきなり、向こうの空に白い光が見えたから、敵かと思って」

　シートの縁ふちからひょっこり白はく貌ぼうを覗のぞかせ、奈生はにこやかに言った。

「そうか……ならいいが……」

　乗り出した体を、芹也は元の位置に戻した。

　雷砲を膝ひざにおいて、シートベルトをはめる。

「で、この空は、敵が『三さん聖せい域いき』でなにかをしたから？」

「帆はん船せんはナスカにいる頃ころだ。空がスカイブルーに変わったのも、帆船がイースターに到とう着ちやくすると推すい定ていした時刻に等しかった」

「じゃあやっぱり──とてつもないことが起ころうとしているんだね」

　空の白さは、雲に覆おおわれたものとは明らかに違ちがった。

　天使の肌はだに似にている。

　冴さえたホワイトは石のように艶つややかだが、新雪のように暖あたたかでもあった。

「きっと、この場所でな」

　起こりうる天変地ち異いの予感に緊きん張ちようを高める一方、芹也は、視野を包んだ白い空に神聖めいた安らぎを感じた。

「どうする？」

「島に降りよう。隠かくれて奇き襲しゆうの機会を窺うかがった方がいい」

「了りよう解かい」

　奈生はシーウィンドの高度を下げ、北側の小島を目指した。

　帆船がナスカから一直線に来るとすれば、現あらわれる方角は南南東。最も離はなれた場所に飛行機は隠した方が良い。幸いにも、小島の北側には、高さ一〇メートルの切り立った絶ぜつ壁ぺきが左右を囲んだ内ない湾わんがあった。

「降おりるよ。舌した、嚙かまないように気をつけてね」

　奈生は、シーウィンドを水上着陸させた。

　シーウィンドの下部には、左右二本のソリが取り付けられている。

　シーウィンドは、そのまま海面をすべって水みず飛沫しぶきを跳はね上げ、奈生の巧たくみな操そう縦じゆうで内湾の白浜に辿たどり着いた。

　二人は砂浜に降りると、波打ち際ぎわでシーウィンドの向きを入れ換かえた。

　その後、シーウィンドを砂浜に押おし上げ、簡かん単たんに砂で隠す。シーウィンドの機体は白なのでこれで目立つことはないだろう。

「ふう」

　一通りの作業を終え、芹也は額ひたいに滲にじむ汗あせを拭ぬぐった。

　暑かった。

「……ここ、平和な時に来たかったね」

　奈生の額に汗はなかったが、まばゆい白空を細めた目で見上げた。

「南東の島に移うつろう。俺おれたちが隠れるのは、敵てきの背はい後ごを取れる場所の方がいい」

　三つの島は黒い『目』があった場所を中心と考え、それぞれ方角として、北、南東、南西に位置する。

　二人は武ぶ器きを背負い、飛び上がると、土に覆おおわれた北の島を離はなれた。

「俺は、こっちの方が落ち着くな」

　芹也は、くるくると体を回転させて空を舞まった。エメラルドグリーンの海面から体を持ち上げて天に向かう。

「あー。気持ちいい」

　低速なので、空気抵てい抗こうを感じることはなかった。

　仰あお向むけに飛んで白空を眺ながめた。

　が、すぐに現げん実じつに返って、海中で揺ゆらめく七色の光に目を向けた。

　島からいくらか離れると、不毛の島からは信じられないほどの珊さん瑚ごに彩いろどられていた海中の楽園は消えた。

　海底が、崖がけとなって急きゆう激げきに落ちこむ。透とう明めい度どの高い海の中でも、海底の様子を見ることはできなかった。かつて『ホワイトハウス』として世界の中ちゆう枢すうを担になった場所が、芹也が見下ろす海の底にはあるはずだった。

　今では、ビルの痕こん跡せきすら見ることはできない。

　神が下した『鉄てつ槌つい』の凄すさまじさに、あらためて芹也は怒いかりを覚えた。

　無数の人間が、海に沈しずんだのだ。

　中には子こ供どもや、苦労の末に平和な家庭を築きずいた男とていただろうに……。

　彼らもまた、悪かったのか。

　芹也は『鉄槌』を知らない。百川や奈生と同じように、大地で生まれ、高天原に拾われた孤こ児じだった。

　しかし、報ほう復ふく合がつ戦せんの過か去こは、芹也も嫌いやというほど知っていた。

　しかし芹也は、すべての人間を恨うらんでいるわけではなかった。

　揺らめく七色の粘ねん体たいは、無数の屍しかばねが埋うずもれた海──断だん崖がいとなって落ちこんだ部分からはじまっていた。

　禍まが々まがしい七色の煌きらめきは、躍おどらされた罪つみなき人々の呪じゆ詛そなのだろうか。

「芹也、敵だ！」

　斜ななめ前方を飛ぶ奈生が、鋭するどい声で警けい告こくを発した。

「また光か？」

　芹也は笑って、奈生が見ている西の方角に視し線せんをあわせた。

　水平線に浮かんだ黒こく銀ぎん色しよくの輝きは……。

「海軍だと──。急ぐぞ」

　芹也は速度を上げ、銀ぎん髪ぱつをなびかせ、南東の島に向かった。

　茶ちや碗わんをひっくりかえしたようなひとつ丘おかの島は、砂すな浜はまと岩場の海岸以外、全ぜん域いきが土で覆われていた。

　表面には、ぽつりぽつりと巨きよ石せきが点てん在ざいするのみだ。

　島に緑はない。

　珍めずらしいことではなかった。

『鉄槌』を受けた大地の自じ浄じよう機き能のうは麻ま痺ひしている。

　砂さ漠ばく化かが急進していないだけ救われているが、全土で緑の回復は遅おくれていた。

　二人は、巨石の密みつ集しゆうした南面の麓ふもとに身をひそめた。
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　水色の空を百川は気にしなかった。

　そんなことはどうでもよかった。

　決けつ闘とうが迫せまっている。

　今はただ、心を研とぎ澄すませ、敵を倒たおすことだけに力を集束させた。

　風の吹ふきすさぶ甲かん板ぱんで、百川は中嶋を待つ。

　入れられた檻おりは、縦たて横よこ六メートル、天てん井じようまでの高さは四メートルだった。鉄てつ格ごう子しには拡かく散さん陰いん子しが練りこまれ、天使脈動の活かつ性せい化かを妨さまたげている。

　床ゆかには格子の上に、分ぶ厚あつい板が二重に敷しかれていた。

　そこが、リングだった。

　まわりでは、大おお勢ぜいの空兵が今や遅おそしと決闘の開始を待っていた。百川には、容よう赦しやのない罵ば声せいが飛ぶ。

　両手を結んだ紐ひもは外されていた。

　それぞれの手首と首に巻まきついた黒い紐が、百川の力を封ふうじている。

　中嶋は、準じゆん備びがあるといって帆はん船せんの中に戻った。

　かつての剣けん豪ごうのつもりなのか、もう長い時間、百川は待たされている。

　これがなにかの罠わなである可か能のう性せいを百川は考こう慮りよしていなかった。

　もし、対戦相手が中嶋ではなく、魔ま獣じゆうの類たぐいだったら。百川は今度こそ、容赦なく最さい善ぜんを尽つくすことができる。

　こうしてまんまと一いつ騎き打うちを受け、しかも大人しく檻の中で相手を待つ自分はなんと間ま抜ぬけなのだろうかと思う。

　しかし、こればかりは、どれだけ彩のことが心配でも譲ゆずれなかった。

「悪いな、彩……。でも俺は、天使なんだよ……」

　百川は中嶋の言った『誇ほこり』にこだわった。

　誇りも正せい義ぎも、なにもかもを捨すてて生きてきたつもりだったが、実際には、なにも捨てられていない。

「……間抜けだよな」

　風に銀髪を流し、百川は水色の空を見上げた。

　そこに中嶋が現あらわれた。

　空兵たちが沸わき立つ。

　だが、その盛もり上がりは、サングラスから解とき放された双そう眸ぼうを見た途と端たん、酸さん素そを失った火のように消えた。

　超ちよう音おん波ぱを放ち、脳のうに問答無用の恐きよう怖ふ感かんを与あたえるかのような双眸だった。

　なるほど、いつもサングラスをしているわけだと、百川は微笑む。

　触ふれる者すべてを切り刻きざむ魔ま性しようの瞳ひとみに晒さらされては、部下が部下として機能しなくなってしまうだろう。

　……〈天使殺し〉。

　……最強の触れこみは伊だ達てじゃねぇってわけか。

　中嶋は、上半身裸はだかで甲板に現れた。

　サングラスを外し、下半身は迷めい彩さいズボンのまま。靴くつは脱ぬぎ、素す足あしだった。

　拳こぶしには黒いグローブをはめている。そのグローブの打だ撃げき部分には、金きん属ぞくの突とつ起き物ぶつが埋めこまれていた。

　他ほかには、ナイフの一本すら持っていない。

「待たせたな。久ひさしぶりの一騎打ちだ。精せい神しん集中をさせてもらっていた」

　檻に入る扉とびらの前で、中嶋は言った。

「無む駄だなあがきだぜ、それは」

　百川は、中嶋の眼まな差ざしを跳はね返す。

「──どうかな」

　扉を開け、中嶋が檻の中に入った。




　　　　３




「行くぜ──」

　軽く握にぎった左の拳を、百川は小さく後方に引いた。

　百川の背せ丈たけは、中嶋の肩かたまでもない。腕うでの太さは二倍差どころではなかった。

「──それでも力ちから技わざで来るか」

　中嶋は、うしろ足にかかっていた体重をわずかに前足に移うつす。無む防ぼう備びな百川の体に攻こう撃げきを仕し掛かけても良かったが、動物的な勘かんがなにかを伝えた。と、次の瞬間、猪ちよ突とつしてくると思われた百川の体がふいに眼がん前ぜんから消えた。

　勘は的中した。

　百川は奇き襲しゆうを狙ねらっていた。

　姿すがたが消える──ということはありえない。瞬発力で位置を変えたのだ。

　左右ではない。

　いくら天使でも中嶋の眼めに捉とらえられないほどの動きは、天使脈動とタリスマンに頼たよらなければ無理だ。

　とすれば──

　上。

　天井に足をつけていた百川が、更さらに身を返して強きよう烈れつな蹴けりを放った。

　その蹴りを中嶋は、クロスさせた両腕で防ふせいだ。

　百川は怯ひるまない。

　弾はじかれると同時に空中で姿し勢せいを変え、背後の鉄格子を反動に利用、側面に飛んで中嶋を翻ほん弄ろう。再ふたたび蹴りを放とうとした。

　──が、攻撃は行わず、着地して軽いステップを踏ふんだ。

「君は曲きよく芸げい師しかね」

　中嶋は、既に百川の正面を向いていた。

「人間にしては、いい反はん応のうするじゃねぇか」

「余よ裕ゆうかね？」

「ああ、そうさ」

　百川の体がわずかに沈しずんだのを中嶋は見み逃のがさなかった。身長差を利用した低い位置からのパンチだ。

　二発、三発、四発、と、百川は連続して中嶋の腹はらに拳を叩たたきこむ。

　なのに前のめりになるのは百川だった。

　攻撃に交差して腹を膝ひざで蹴られたのだ。

　中嶋は、晒された百川の背中──二つの肩けん甲こう骨こつの間に垂すい直ちよくに右みぎ肘ひじを振ふり下ろした。殴おう打だの瞬間、肩を下げながら腹を軽く曲げ、攻撃の威い力りよくを増ます。普ふ通つうの人間であれば脊せき椎ついを切せつ断だんされて死に至いたる攻撃だった。

「カァ……」

　百川は肺はいの空気を吐はいた。

「俺の体は、今や中口径の銃じゆう弾だんまでを跳ね返す。完全な我が流りゆうだが、君の『結けつ晶しよう』に近い性せい質しつの力だ」

　中嶋は、天使の背中に手を置き、今度は膝で腹を突き上げる。

　逃げ場のない衝しよう撃げきが百川の全身を痙けい攣れんさせた。

「──貴き様さまら天使とは、積み重ねてきた訓練の量が違うのだよ」

　膝から力の抜けた百川がその場に崩くずれる。

　容よう赦しやなく中嶋は、片かた手てで頭を押おさえながらもう一方の肘で百川の頭ず蓋がい底ていを狙った。

　この一撃を受ければ、百川の脊椎は破は壊かいされていた。

　百川は、かろうじて掌てのひらで中嶋の肘を受け止めた。連続して顔面に襲いかかってくる膝は頭をずらすことで躱かわす。

　中嶋の手が百川の頭から離れた。

　百川は後ろに倒たおれることで体を回転させ、片膝をついて身構えた。

「テメェ──」

「──よく生き延のびたな」

　中嶋の攻撃は、格かく闘とう技ぎではなかった。

　どれもが人を殺すに適かなう、殺人術だ。

　百川は、懸けん命めいに息を整えながら立ち上がって身構える。

　と、前蹴りが飛んできた。

　バックステップして躱すと、背中に鉄てつ格ごう子しが触れた。そこに、中嶋の強烈な左フックが炸さく裂れつする。

　金きん属ぞくの突とつ起き物ぶつが百川のこめかみを捉とらえた。

　衝撃で吹ふき飛ぶより早く、反対側のこめかみに右フックを食くらった。

　更に顔面に二発。

　百川の顔から血ち飛沫しぶきが散った。

　中嶋が距きよ離りを詰つめる。腹に三発の拳こぶしを叩きこんだ。

　ドンドンドン──

　低重音のあと、檻おりの中に静せい寂じやくが訪おとずれた。

「先の礼だ」

　中嶋がわずかに口元を緩ゆるめる。

　と、ここで、固かた唾ずを飲んで決闘を見つめていた空兵たちが、中嶋の勝利に気づき、大歓かん声せいをあげた。

　次の瞬間、中嶋の体は吹き飛ばされた。

　檻が壊こわれそうに軋きしむ。

　背中から対面の格子に激げき突とつした中嶋が、嗚お咽えつをもらし、その場に崩れ落ちる。

「へへ……」

　口から吹きこぼれた血を手の甲で拭ぬぐい、百川はゆっくりと顔をあげた。

　天使の双そう眸ぼうは未いまだ光を湛たたえる。

「言っとくがな……。積み重ねた訓練なら俺おれは負けねぇんだよ、──誰だれにも」

　この時、百川の拳には『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』が浮かんでいた。

　控ひかえていた空兵たちが、一いつ斉せいに銃を構かまえる。

「これは一騎打ちだ」

　殺さつ到とうしかけた空兵たちを、抜ぬいた刀を横に振ふり出すことで緒原が制せいした。

　中嶋が、格子に背を預あずけながらどうにか半身を起こす。立ち上がることは、足あしが痺しびれてできなかった。

「やるな……。天使」

「──おい、俺の本番はこれからだぜ？」

　百川は最後まで強がる。拳を固めるが、前のめりに倒れると、それきりぴくりとも動かなくなった。

　足の痺れが弱まるのを待ち、中嶋は自力で立ち上がった。

　残念ながらテンカウントは過すぎた時間だった。

「……引き分けというところか。次は、天使脈動とＦＡＬⅨの戦いかな」

　中嶋は、よろめきながら檻から出る。

「天使は倉庫に戻しておけ」

　と、部下に命じる。

「酔すい狂きようなことをする」

　そう言った緒原に、中嶋は君ほどではないと答えた。

「久しぶりに楽しませてもらったよ。天使の処しよ分ぶんは、この船の最上位官かん吏りである君に任まかせるとしよう」

　時間にして、三分に満たない戦いだった。
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　その半日後、帆はん船せん『連衡』は任にん務むの最終目的地へと辿たどり着いた。

「望遠情じよう報ほうです。海上に大おお型がた艦かん二隻せき。空中に帆船一隻」

「連れん絡らくは受けていないが──ヴェネチアとガリアか。友軍だ、気にするな」

　中嶋は艦橋に立ち、双眼鏡で遠方の海面を眺ながめる。

　砂すな時ど計けいのように光が注ぎこむ三角領りよう域いきの片かた隅すみ──南東の島に近い外周に、全長二二〇メートルになる鋼こう鉄てつ艦かんが横に隊を組んでいた。甲板の滑かつ走そう路ろでは、三機の戦せん闘とう機きが発進の準じゆん備びを進める。

　ヴェネチア騎き士し領りようの紋もん章しよう『聖せいなる盾たてと剣けん』が、『重ね金十字』とあわせて、鋼鉄で接ついだ艦側面には塗ぬられていた。

「──移い動どう要よう塞さい──『空母』か。戦闘機を搭とう載さいしているようだな」

「馬ば鹿かな。連れん邦ぽう条じよう約やく違い反はんではありませんか」

　隣となりの副官が声を荒あららげた。

「ヴェネチアは、魔ま道どう遺い産さんに恵めぐまれていない。威い圧あつしたいのだろう。管かん理り団だんが万一にも裏うら切ぎらぬように」

「裏切る、ですか。〝コードＷ〟を知らぬ我われ々われに、裏切りようはありませんが」

「連中とて同じだ。俺たち軍人は、命令を実行すればそれで良い。知る悦よろこびが欲ほしいのであれば官吏に転てん職しよくすることだ」

　空母一隻は、計五〇機の戦闘機を格納する。

　二隻で一〇〇機。

　全搭載しているとすれば、管理団が所有する戦闘機数に匹ひつ敵てきした。

　帆船を撃うち砕くだくには十分すぎる戦力と言えた。

　中嶋は双眼鏡を持ち上げた。

　南西の小島の上空に浮いているのは、ガリア共同体の『ブリージット』──女め神がみ像ぞうの船首を持つ新型帆船だ。

　空母に警けい戒かいしてか、三機の攻撃ヘリが空中に展てん開かいしていた。

「戦いになれば、ヴェネチアに分ぶがあるかな」

　双眼鏡を下ろし、中嶋は野戦服のポケットから煙草たばこの箱とジッポーを取り出す。

　一本に火をつけて吸すった。

「中嶋主しゆ査さ、こちらの準備は完かん了りようした」

　階かい段だんをのぼってきた黒スーツの天使──緒原がうしろから告げた。

「娘むすめは？」

「これから呼よびに行くところだ」

「では、俺が行こう。君は、先に甲板に出ているといい」

　中嶋は身を返した。

　緒原は、中嶋の言葉に反はん応のうを示しめさない。黙だまって、艦橋からの白空を眺めた。
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　目覚めれば、なんとも間ま抜ぬけなことをしたと思う。せっかくの機会を逃のがし、またも鎖くさりに繫つながれた。

　倉庫の中で百川は、一人、虚むなしく笑った。

　背せ中なかとこめかみがズキズキと痛いたむ。

　まったく、よくも容よう赦しやなく急所ばかりを狙ねらってくれたものだが、相手は軍人であって格かく闘とう家かではない。

　殺されなかっただけ、マシなのだろう──

　しかし、そういう問題ではなかった。

「チキショウ……」

　相手は先生を殺した男。なのに百川は殺せなかった。

　天使脈動が働かない。

　たかがそれだけのことで動ききれない体を、百川は心の底から恨うらんだ。

　彩は、どうなっているのだろう。

　まだ無事だとは、なんとなくの気配でわかるが……。

　ただ、鳥とり肌はだが立つような悪お寒かんは確かく実じつに強まっている。

『誇ほこり』にかまけている場合ではなかったのだ。

　彩を助けるべきだった。

　その時、

「彩のことは忘わすれろ」

　と、いつの間にか目の前に佇たたずんでいた緒原が、低い声で告げた。

「そうすれば、君はここから逃にがしてやる」

「──テメェか」

　百川は唸うなり、緒原を見み据すえた。

「あれは、私の娘だ。あれの将しよう来らいは私が考えている」

「それが嫌いやだから、あいつはここを出たんだろ？」

「あの子はまだ幼おさない。わかっていないだけだ」

「──わかってるよ、あいつは。ちゃんと、自分の頭で考えて、自分の翼つばさで空を飛ぼうとしている」

「あの子の翼は、空を飛ぶためのものではない。より神しん聖せいなものだ」

「……どういうつもりだ、あんた？　殺すなら殺せ」

「死にたいのか？」

　緒原は平へい坦たんな口調でたずねる。

「冗じよう談だんよせ。誰が死にたいかよ」

「では、彩のことは忘れろ」

「嫌だね。俺は、あいつを助ける。テメェらがどう妨ぼう害がいしてもな」

「何な故ぜだ？」

「あいつが、俺のところに来たからだよ」

「君の感情は理り解かいできんな」

「そうかよ」

　百川にも、感情の正体はわかっていない。それは甘あまいものではなく、むしろ苦いものだと感じている。

「だけど俺は、大切なのは、今側そばに居いる者を守ることだと教わったぜ？」

「学院か？」

「──ああ」

　百川は挑ちよう戦せん的てきにうなずいた。

　緒原はなにも答えず、かわりに背中を向けた。

　倉庫から出て行く。

「待て！　この野や郎ろう！　出せ！　俺をここから出しやがれ！」

　またも百川は機会を逸いつした。
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　ドアがノックされた時、相手は緒原だと彩は思った。

　鉄パイプを振ふり上げ、ドアの縁ふちに立つ。

　緒原はいつも、一人で部屋に来る。

　──部屋に入ってきた緒原の頭を殴なぐって、逃げる。あとは百川を探さがし、高い空へと舞まい上がればいい。

　そうすれば──

　長年、求めてやまなかった自由が、手に入るのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっとうまくいくわ……」

　幼さの残る顔をめいっぱい引き締しめ、彩は小声で自分に言い聞かせた。

　鉄パイプを握にぎる両手に力をこめた。

　ドアが、開いた。

「このぉぉ─────────！」

　歯を食いしばって鉄パイプを振り下ろした。

　彩はうつむき、相手を見ていない。

　鈍にぶい衝しよう撃げきが掌てのひらに伝わる。手首がジンと痺しびれた。

　当たったのだ。

「………」

　彩は、おそるおそる顔をあげた。

　迷めい彩さい色しよくの野戦服に身を包んだ筋きん肉にく質しつの人間が、そこにはいた。

　彩の鉄パイプは、彼の側頭部に直撃している。

　パイプを伝わった血が、指にまで流れた。

　中嶋は動かなかった。

　サングラスの下から、驚おどろくべきほどに冷静な視し線せんが彩を捉とらえた。彩には中嶋が、笑ったように見えた。

　彩は、恐きよう怖ふに全身が震ふるえた。

〈天使殺し〉の男……。

　帆はん船せんの中でも彩は、中嶋のことだけは避さけてきた。

　最悪の男に、彩は最悪のことをした。

「いい歓かん迎げいぶりだ」

　薄うすい唇くちびるが、ゆっくりと、しわがれた声で言葉を紡つむいだ。

　彩の渾こん身しんの一撃など、額ひたいから流れた血など、意にも介かいさないというのか。

　だが──

　中嶋の顎あごが痙けい攣れんするように震えたのを彩は見た。

　──効きいてる。

　彩は、すくみかけた体を鼓こ舞ぶした。

　今なら行ける。

　身をかがめて彩は、翼を細く折りたたみ、中嶋の脇わきを抜ぬけた。

　走る。

　鉄の廊ろう下かを必死になって走る。

　今にも中嶋の腕うでが彩の翼をつかむような錯さつ覚かくが、ひたすらに恐怖を煽あおった。男の視線がからみついて離れない。

　うつむいて走る。

　鉄で組まれた階段を一足で跳とんだ。彩だって天使だ。飛ぶことはできる。

　下の階に降りた。

　百川が拘こう束そくされた場所には見当をつけてある。

　倉庫だ。

　他には考えつかない。

　帆船には監かん禁きん室しつもあるが、捕つかまえた天使は鎖くさりに縛しばって倉庫に放ほうりこむというのが人間の慣かん習しゆうだった。

　──倉庫には、暇ひまつぶしの散歩で辿たどり着いたことがある。

「あ。彩さん──どこへ──」

「急用なの、御ご免めんね」

　顔見知りの空兵とすれ違って離れた。

　同じ天使でも翼を持った彩は、神に愛された者として、〈お嬢じよう様さま〉にふさわしい敬けい愛あいを空兵から受けていた。

　走りすぎる彩を見ても、捕まえようとする者はいない。

　なにかゲームをしているのだと、微笑ほほえましく見送ってくれた。

　だが、時間の問題だ。

　……もうすぐあたしは、『敵てき』になる。

　大地で生きる天使に。

　そうすれば、仲良くしてきた空兵とは戦うのだ。

　彩には、覚かく悟ごができていた。

　自分は、酷ひどい奴やつなのかとは思う。

　空兵はきっと、彩の裏切りに、悲しむと共に怒おこるだろう。

　しかし、彩は天使。

　その他の存そん在ざいではなかった。そして、過か去こを思い出した。

　なにより、大地で生きる天使と仲間になった。

　天使にとって、自らつけた名を名乗りあう行こう為いは神聖なものだ。

　騎き士し道どう的てきに戦いの最中に名乗ることもあるが、そうでない場合は互たがいに信しん頼らいと敬愛を結びあう手しゆ段だんとされる。

　左右にパイプの走った無む機き質しつな通路に出た。

　倉庫は、その突つき当たりだ。

　最後のドアは──悪あく魔まの気まぐれだろうか。

　開いていた。

　彩は駆かけ寄よって、ぐったりとうなだれていた青年の両肩を揺ゆさぶる。

「百川！　百川！　百川！」

　涙なみだが溢あふれた。

　どうしてだろう。わからないが、感かん情じようが一気に高まった。

「……いてぇよ、馬ば鹿か」

　百川が、右目だけをかすかに開いた。

「馬鹿はそっちよ。あんた、なんでさっさと脱だつ出しゆつしないわけ」

「いいから助けろ」

「どうすればいい？」

「なんでもいいから、鎖を外してくれ」

「……わかった」

　彩は、広い倉庫の中を見み渡わたす。

　がらんと広い倉庫には、いくつかの木箱が積まれていた。鎖を破は壊かいすることができるようなものは……。

「あった」

　彩は、通路へとつづいたドアの脇わきに、銃じゆうが転がっているのを見つけた。

　それは過去、百川が帆船を襲撃した際さい──百川をおびきこむために逃げてきた兵士が落としたものだった。

　彩は無む意い識しきに翼を広げて飛んだ。

　すべりこむように手を伸のばし、銃をつかもうとした。

「彩！」

　今度は百川が叫さけんだ。

　彩の手の甲こうに、ブーツの鉄底がのしかかった。

　ぐいと踏ふみつけ、捻ひねる。

「痛つぅ──」

　少女の繊せん細さいな手には、耐たえられるものではなかった。

　血が滲にじむ。

　骨ほねが、折れた。

「血には血を。君は大切な娘むすめだ。これで先の件けんは忘わすれてやろう」

「……あ」

　見上げた瞳ひとみが、震ふるえた。

　顔面を血に染そめた中嶋が、もう追いついているのだ。

「来い」

　翼をつかまれた。

　抗あらがえない。

「……いや。百川」

「彩を放せ！」

「安心しろ。任にん務むが完かん了りようしたら、君との決着をつけてやる。それとも、自力で脱出して俺おれと対してみるかね？」

　中嶋は、ドアを閉しめた。

「離して……。お願い……私と百川を行かせてよ」

　翼を無む造ぞう作さにつかまれ、廊下を引きずられながら彩は涙声で懇こん願がんした。

　百川の怒ど号ごうが、遠くのびて、消えた。

「人間に捕まった天使の末路は知っているな？」

　彩は、知っている。

「……お願い」

〈天使殺し〉の前では、もうこれしか言えなかった。

　潰つぶされた手の甲の痛いたみが、肩かたにまで染しみた。

　引っ張られる翼の付け根が痛かった。床ゆかに擦こすれた膝ひざが痛かった。

　中嶋は、立ち上がることすら彩に許ゆるさない。ゴミ袋ぶくろを引きずるように〈お嬢様〉のことを扱あつかった。

「これからおまえには、〝コードＷ〟を完かん遂すいするために働いてもらう。それさえ済すめばおまえにもあの青年にも用はない。あとは好きにしろ。──だが、おまえが拒こばめば、あの青年は無残な最さい期ごを遂とげる」

「やめて……お願い……」

　中嶋の機械じみた無機質な態たい度どが、彩の体に満ちていた勇気を、すべて、水が凍こおるように閉とざす。

「緒原の指し示じに従したがえ。俺は、天使の命には興きよう味みがない」

　中嶋は、眉まゆひとつ動かさずに言った。

　彩はそれを信じた。

「本当？　本当に、言うことをきけば助けてくれるの？」

「ああ。安心しろ」

　彩は、甲かん板ぱんに連れて行かれた。

　艶つややかなホワイトの空が、甲板を染め上げていた。

　温かい光だ。

　巨きよ大だいなマストが力強くはためく甲板には、緒原が立っていた。
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　無残に潰つぶされた彩の手を見た時、緒お原ばらは一いつ瞬しゆん、声をかけそうになった。

　だが、それが無む益えきなことは、怯おびえきっていた彩が、緒原を一目見るや、恐きよう怖ふすら忘れて形ぎよう相そうを変へん貌ぼうさせたことでわかる。

　復ふく讐しゆう心しんと憎ぞう悪お……。

　大地で生きる天使が、人間に向ける目だった。

「引き渡わたそう」

　中なか嶋じまが、彩を放ほうり投げて緒原に渡す。

　緒原は受け止めたが、何度も撫なでてきた小さな緋ひ色いろの頭は、触ふれるよりも早くのけぞるように離はなれた。

　フンとそっぽを向いた少女の表ひよう情じようが肩かたと髪かみに隠かくれた。

「では、あとは頼たのむ。いよいよ仕上げだな」

　中嶋は、サングラスを指で押おし上げることで、笑うように歪ゆがんだ口元を隠かくし、船内へと身を返して戻もどった。

「なにをする気？　私は、なにをすればいいの？」

　痛む手を一方の手で包み、彩は緒原に背せを向けた。眉まゆを寄よせた厳きびしい目は、遠く離れた北方の島に焦しよう点てんが絞しぼられた。

「世界に、魔ま力りよくを取り戻すための計画だ。〝コードＷ〟──Ｗとは、翼つばさ。私は、この日のためにおまえを育てた」

　彩の視し線せんを越こえて、緒原は冷れい然ぜんと甲かん板ぱんの縁へりに歩いた。

「『楽園記』という魔ま道どう書しよがある。『鉄てつ槌つい』後、唯ゆい一いつ、神の裁さばきを逃のがれた大天使〈時を纏まといし者〉が記した書物だ」

「お兄ちゃんが──記した──？　大天使って──」

　言葉として思い出した記き憶おくの中にも、大天使の名は出ていた。

　彩には、わからない。

　彩を育てた穏おだやかな天使が、かつて『楽園』で天使の統とう率そつを行ったより神に近い存そん在ざいだというのか。

　だとすれば彩は、どのような意味を持つ存在になるのか。

　彩ははじめて、自分についてを考えた。

「『楽園記』は天使のために記され、ある学院に保ほ管かんされた。私は学院の教きよう師しとして、ある日偶ぐう然ぜんにそれを見つけた」

　甲板の縁からは、島に囲まれた三角形の海かい域いきで揺ゆらめく七色の光が見えた。

「見てみるといい、霊れい子しと光こう彩さい素そ子しが融ゆう合ごうして生まれた魔力を」

「魔力……？」

　ためらいながら彩が、緒原の横に並ならぶ。

「この光は──なに──」

「魔力だ」

　緒原は、自分の肩ほども背のない娘むすめの方を見ることなく答えた。

「魔力は、消えたはずよ」

　彩は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「魔力は、世界から消えたわけではない。分ぶん裂れつしただけだ。ひとつは光彩素子。もうひとつは霊子。神とはいえ、世界の根こん源げんを消しよう滅めつさせることはできない。今、この海域には一時的とはいえ魔力が生まれている」

「魔力が……」

　彩には、呪のろいにしか見えなかった。

　七色の光は、虹にじとは程ほど遠とおい。

　エメラルドグリーンに澄すんだ海の中で、ぎらぎらと脂あぶらぎった光には、ただ禍まが々まがしさだけがあった。

「こんなものが、昔、世界を作っていたの？」

「命と力の源みなもとだ」

　話している内、『連れん衡こう』は、南東の小島を優ゆう雅がに飛び越こえた。

　三角形の領りよう域いきに入った。

　眼がん下かでは、内域に位置を変えたヴェネチアの空母が二隻せき、不気味に静まりながら成り行きを窺うかがっていた。

　今のところ、戦せん闘とう機きが発進する気配はない。

　南西の島上に陣じん取どったガリア共同体の帆はん船せんも、三機のヘリコプターに守られ、儀ぎ式しきがはじまるのを待つ。

　マストをはためかせて航行していた『連衡』の速度が弱まり、停止した。

　南東の島から中心へと、三分の一進んだあたりだ。

　緒原は、彩の肩に軽く触れた。

「行くぞ」

　甲かん板ぱんを蹴けって、緒原は空に舞まい上がった。

「──ええ」

　全身で空を仰あおぎ、彩は後につづいた。

　体が軽い。

　さらさらと砂すなのように光のかけらが降ふり注ぐ空は、天使脈動に共鳴する。

　軽く跳はねるだけで、体は自然と甲板から離れた。

「体は自由に動くか？」

「当たり前よ」

　彩は、痺しびれて感覚の途と絶だえた肩から先を、体の勢いきおいで強ごう引いんに一回転させた。激はげしい痛いたみを伴ともなったが、感覚は戻もどった。

「では良い。あと数すう刻こくでおまえは、私がおまえを育てた理由を知る」

　緒原は下目使いに、斜ななめ後方の彩をちらりと見た。

　左右に広がった小ぶりな純じゆん白ぱくの翼つばさは、溶けて消えるほどに、艶つややかなホワイトの空と色が揃そろっていた。

「楽しみにしてるわ」

　彩の強がった声に押おされ、緒原は三角海域の中央へと飛んだ。




　空に小さくなっていく二人の天使の背中を、中嶋は艦かん橋きようから見み据すえた。

　顔面の血をタオルで拭ぬぐった。

　出血は、特とく殊しゆ調ちよう合ごうした軟なん膏こうによって強ごう引いんに止める。幾いく多たの戦場を巡めぐった彼には、痛いたみに対する強い耐たい性せいがあった。

　傷きずは問題ではない。

　問題なのは、溢あふれる高こう揚ようをいかに抑おさえ、冷静にトリガーを引くかだ。

「俺は、二つ目の任にん務むを遂すい行こうするとしよう。ヒューイを出すぞ」
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　笹ささの葉にも見える巨きよ大だいな帆はん船せんから飛び立った彩の姿すがたを、芹せり也やは、巨石に隠かくれながら危き険けんを冒おかし登った丘おかの頂ちよう上じよう近くで目もく撃げきした。

「出たか──」

「でも、百もも川かわがいないね」

「あの野や郎ろう……彩を一人にして、なにをしているのか……」

　芹也は片かた膝ひざをついて、肩に乗せた雷らい砲ほうの照しよう準じゆんを空の緒原にあわせた。

　撃うてる。

　だが、彩を巻まきこむ。

　雷砲では威い力りよくが強すぎた。

　とはいえ、緒原までの距きよ離りは五〇〇メートルを超えていた。

　Ｇ３Ａ３では間かん接せつ射しや程ていとなり、威力の弱まった通常弾では、天使に傷を負わすには至いたらない。

「この位置なら、ヴェネチアの鋼こう鉄てつ艦かんも狙ねらえるよ」

　土の上に寝ね転ころんで奈な生おは、雷砲の先を、すべり降りた茶色の斜面の先──エメラルドグリーンの海に向ける。

「ダメージ程度は？」

「ちょうど艦橋が見えているから、けっこうイケル。距離も近いし」

「雷砲は三本。どう使うかだな」

「少し様子を見る？」

「──できれば先手を取りたいが、そうだな。様子を見るしかないか。奈生は、鋼鉄艦の方を頼たのむ」

「二隻の帆船はどうする？」

「俺たちとは距離が遠い。雷砲を撃っても、ダメージは低いだろう」

　目的は、百川に呼こ応おうして彩を助けること。

　結果として人間の野望を挫くじけば、尚なお良よし。

　だが、鍵かぎとなる百川が動かなければ、芹也に打つ手は少なかった。

　もしも百川が、自分で状じよう況きようを打だ破はできなければ──

　状況は厳きびしかった。

　海面ギリギリを飛んで下方から『連衡』に奇き襲しゆうをかけるとしても、海面には二隻の空母が行く手を阻はばむ。

　空から一気に距離を詰つめるとしても──敵とて警けい戒かいはしている。

　とすれば、雷砲で空母を攻撃、混こん乱らんした敵の合間を縫ぬって『連衡』に侵しん入にゆう、百川を助けて空中の彩と合流。そのまま脱だつ出しゆつする。緒原は──三人がかりでなら、一気に倒たおすことはできるだろう。

　これしかないと、雷砲の照準に緒原を捉とらえながら芹也は考えた。

「──苦にがいな」

「ん？　虫でも口に入った？」

「現状だ。百川の馬ば鹿か野や郎ろうが──」
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　百川は怒ど号ごうを放ちつづけた。手首と足首に食いこんだ鎖くさりの痛みも、暴ぼう走そうする一方の天使脈動が細さい胞ぼうを焼き尽つくす熱も、闇やみの中で身み悶もだえすることしかできない焦じれも、なにもかもが怒いかりへと転化された。

「放せこの野や郎ろうが！　殺してやる！　殺してやる！　この俺が、おまえらを皆みな殺ごろしにしてやる！」

　剝むき出しの歯が鋸のこぎりのように煌きらめいた。

　だが、口の中が切れ、唾だ液えきと共に血が迸ほとばしっても、左ひだり掌てに浮うき出たタリスマンが発動することはなかった。

　アースのようにエネルギーが鎖へと流れた。伝わりきらない分は体内へと逆ぎやく流りゆうして更さらに雪な崩だれこもうとする天使脈動との間でぶつかりあい、電気で打ったに等しい衝しよう撃げきを百川に与あたえた。

　皮ひ膚ふが破やぶれ、全身から血が滲にじんだ。

　髪かみの毛が逆さか立だつ。

　百川は、強ごう引いんに鎖を引きちぎろうとしたが──無理だった。

　わずかに気を抜ぬいた刹せつ那な、一気に全身の筋きん肉にくが緩ゆるんだ。

　伸のばしきったゴムは、弾だん力りよくを失う。

　体を覆おおっていた白はく透とう色しよくの燐りんが、ふわりと舞まい散るように消えた。

　とうとう百川は、ぐったりとうなだれ、すべての力を無くした。

「ハァ──ハァ──ハァ──」

　血と汗あせが、こぼれた。

　破は裂れつしそうな脈動が、五感を覆い尽つくす。

「……チキショウ」

　声にも、力は入らなかった。百川は情なさけなく現げん実じつを認みとめる。

　空気の冷たさが、火ほ照てった肌はだを撫なでた。

　急速に体温が低下する。

　残るのは、破やぶれた皮膚の痛みと、無力感──

　生まれて何度目だろうか。

　自分が、なにもできない情けない奴やつだと、弱々しく笑うのは。

『連衡』は、今、何ど処こにいるのか。

　百川は、薄うすい意い識しきの中で考えた。

　駄だ目めだ……。

　意識が消えようとしていた。

　──君の感情は理り解かいできんな。

　緒原に言われた言葉が、皮肉となって脳のう裏りに蘇よみがえった。

　静せい寂じやくが、世界を包んだ。
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　緒原は、海かい域いきの中心で飛行姿し勢せいから縦たてに身を起こした。空中で立ち止まって、二メートル後方の彩を迎むかえる。

　翼つばさを折りたたみ、彩も同じように制せい動どうをかけた。

「ここなの？」

「世界は、滅ほろびる定めにある。私は、それを止めるために、おまえを育てた」

　緒原は、眼がん下かの海中で黒々と蠢うごめいた『目』に視し線せんを向けた。

「……どういうこと？」

「命の泉いずみに住まうへヴンズグロウは、太古、神にバトンを渡わたし、悠ゆう久きゆうの眠ねむりについた」

「へヴンズグロウって……」

「龍りゆう王おうだ」

　緒原は短く一言で告げた。

　海面からの冷たい風が、二人の天使の髪を高く白空へと煽あおった。

「今、この海には光こう彩さい素そ子しが満ち、本来、存そん在ざい領りよう域いきの異ことなる霊れい子しが、魔ま力りよくとなることによって海中に浮うき出た。ここまではすべて、『楽園記』に記された通り。あと、必要なものはひとつ──」

「どうせ、あたしなんでしょ」

　風に乗った飛沫しぶきが、彩の頰ほおを濡ぬらす。七色の光を内包する飛沫は、そのひとつひとつが氷のように冷たかった。

　いつしか海面は、渦うずを描えがいて激はげしく波打っていた。無数の飛沫が飛び散る。

　竜たつ巻まきとなって駆かけ上がった風が、二人の天使を取り巻まいた。

「──翼を持った本物の天使が、海に身を浸ひたせば。龍王は目を見開き、飲み干ほした魂たましいに刻きざまれた記き憶おくから知ることになる。自らの生み出せし大地が、神の高こう慢まんによりて『鉄てつ槌つい』を受けたことを」

「知ってどうなるのよ」

「役やく割わりを果たす」

「ぜんっぜん、言ってることわかんないわ。つまりなに？」

　横から殴なぐりかかった風が、彩の顔を髪かみで覆おおった。

　彩は乱らん暴ぼうに髪をかきあげる。

「おまえの記憶に眠っている惨さん劇げきを知り、龍王は結けつ論ろんを出す。この大地は、生命にとってふさわしくない状じよう態たいにあると。龍王は、この大地を浄じよう化かし、再ふたたび生命にとって最さい適てきの環かん境きようを作ろうとする」

「はぁ？　言っとくけどあたし、あんたのおかげで幸せに生きてきたわ」

　要点をつかむことができず、彩は眉まゆを吊つり上げた。

「更さらに前の、眠っている惨劇だ」

「──私のお兄ちゃんは、あんたが殺したんでしょ」

　彩は、眠っていた過去に重ねた。

「彼は私が殺した。おまえは、それを見ていた」

「なにがしたいわけ。……世界を滅ぼすの？」

「違う。救うのだ」

「滅ぼすんでしょ、あんたが」

「──いずれ世界は、人間のものになる。人は、陽ひ射ざしの中に光彩素子を見つけ、次に霊子を求めた。人間は手に入れるだろう。そして、光彩素子と霊子は吸すい尽つくされる。世界は砂さ上じようの栄えい華がを極きわめたのち、塵ちりとなって消える」

　緒原は彩ではなく、水平線の果てに向かって淡たん々たんと語る。

　狂くるったのだろうか。

　彩は訝いぶかしんだが、瞳ひとみに湛たたえた静けさは、いつもの緒原のものだった。

　──最初から、狂っていたのね。

　少女には似につかわしくない表ひよう情じようの歪ゆがみに緒原は気づいた。

　嘲あざけりの視し線せんを受け止め、緒原は穏おだやかに告げる。

「おまえの育ての親が『楽園記』に記した内ない容ようだ。だから天使は人間と戦い、人間が神の使徒たろうとすることを否ひ定ていせねばならんと。又また、天使の使命とは、大地の未来を守ることであると」

　ここで緒原は言葉を区切ると、渦となって巻き上がる風のカーテンごしに、沈黙してホワイトの空を見上げた。

　未来……。

　緒原は、そのために様々なものを捨すてた。

　後こう悔かいはない。

　誰だれかがやらねばいけないことだった。

　だから白空を見つめ、未いまだ心に張はり付いた親愛を引き剝はがす。

　彩は海を見下ろした。風が吹き荒あれても、眼下の海面は影えい響きようを受けていない。黒々とした光の集積体が広がっていた。

　翼つばさが、周囲を筒つつ状じように取り巻いた風に煽あおられた。だが、全方向から風は来るので、逆ぎやくに彩の体は安定した。

　腰こしの力を抜ぬいても、吹き飛ばされるような圧あつ力りよくはかかってこない。

　どちらかといえば、下へと吸いこまれるようだ。

　黒い瞳の中に……。

　そう思うと、風の音は巨大な生物の呼こ気きのように聞こえた。

　やがて、緒原は話をつづけた。

「私は、この考えに同意した。たとえ今、痛みを伴ともなうとしても、千年先を見れば結けつ論ろんは明白だった。だが、天あま照てらすは反対した。私は高天たかまが原はらを出た。そして私は〈時を纏まといし者〉に自らの決意を話し、協力を願った。しかし、彼ですら──時の流れを知る預よ言げん者しや本人ですら私の考えを否ひ定ていした」

　千年先を見た結論が、彩の育ての親を殺すことだったのか。

　飛沫しぶきに濡ぬれた彩の白はく貌ぼうが、怒いかりに赤く染そまった。

「結局、私は、人間にある提てい案あんをした。本物の天使を命の泉に捧ささげれば、罪つみは許ゆるされて再ふたたび世界に魔ま力りよくは満ちると。人間はこれを信じ、私と手を結んだ。これが『懺ざん悔げ』と呼よばれるもうひとつの〝コードＷ〟だ」

「人間を騙だましてあたしを騙して──。恥はずかしくない？」

　とうとう耐たえかねて彩は言った。

「今、この海に魔力は満ちている。生成されたオーブが輝かがやきを放ちつづけることのできる時間の内だけだが」

「とんだ楽園よね」

「美しい海だろう？　島もある。新しい服も──作ることはできよう」

　ついこぼれた未練に、緒原は苦く笑しようを浮うかべた。

　小さな吐と息いきは風に搔かき消え、娘むすめに届とどくことはなかった。

「いらないわよ、ドレスなんて」

　彩は、ちらりと『連衡』を見た。

　帆はん船せんは、螺ら旋せんを描えがいた風の領りよう域いきから遥はるか遠くで静かに浮いていた。

　変化といえば、三機のヒューイが甲かん板ぱんから飛び立ったことだろうか。だが、ヒューイは彩の期待する天使ではない。

　海上の艦かん船せんを見ても、もう一いつ隻せきの帆船を見ても、──静観だ。

　人間は、これから起こる奇き跡せきを期待している。

　彩には、ほぼ緒原の言うことがわかった。要するに死ねというのだ。記き憶おくを生いけ贄にえとして捧ささげよと。

　冗じよう談だんではなかった。

　彩には、死ぬ気など毛頭なかった。

　今、ここで、緒原の喉のど元もとを食いちぎってでも逃にげ、自由な世界でやりたいことを探さがしてみたかった。

　せっかく、きっかけが見つかったのだ。

　百川という相あい棒ぼうを見つけた。

　その百川は、まだ倉庫でぐずぐずとしている。なにをしているのか。中嶋に脅おどされた言葉は風と飛沫しぶきに煽られて、とっくにどこかへ消し飛んでいた。百川であれば、多分、なんとかするだろうという気持ちも強かった。

　そして、ここは空だ。見渡す限かぎり、水平線が広がっていた。

　彩の敵てきは──

　眼がん前ぜんに立つ、育ての親一人だった。

「どうした？」

　緒原の腰から下でカチャカチャと揺ゆれた刀の鞘さやが、彩の目についた。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　こみあげた感かん傷しようのせいで、緒原の注意力は削そがれていた。

　彩は緒原の懐ふところに飛びこみ、刀の柄つかを握にぎった。

　下がる。

　するりと現れた刃の煌きらめきが風の中で水飛沫に濡ぬれた。

「こういうことよ」

　片かた手てに刀を握って、傷きずついた一方の手を添そえ、彩は敢かん然ぜんと身み構がまえた。切っ先を緒原に向けて威い嚇かくする。

　緒原は、むしろ自分に向かって肩かたをすくめる。

「私を信しん頼らいして、身を委ゆだねなさい」

「夢ゆめから覚めることね。誰が、誰を信頼する？　もう二度と、そういうふざけたことを言わないで。あたしは天使として大地で生きる。邪じや魔まをするなら──斬きるわ」

「自分の体を見ろ、選ばれし者よ」

「体──？」

　彩の注意を逸そらし、緒原はスーツの懐から拳けん銃じゆうを抜き放った。

　鈍にぶい轟ごう音おんが響ひびき渡った。

「え……」

　錐きりで刺さされたような突とつ然ぜんの痛みに、彩は眼めを見開いた。

　呆ぼう然ぜんと、傷口に手を当てる。

「あ……」

　どろりと血が流れた。

　銃弾の直撃を受けたのは右の太ふと股ももだった。

「──低てい精せい度どだが、光こう彩さい素そ子し弾だんだ。これで、おまえの揚よう力りよくは失われる」

　近づいた緒原が彩の手の甲こうを上から包み、解ときほぐすように優やさしく、奪うばわれた刀を彩の指から離はなす。

　少女の体温が残った紐ひも結ゆいの柄を、緒原は握った。

「いや、いや。なにこれ」

　眼前では彩が──

　八年のあいだ育てた緋ひ色いろ髪がみの娘むすめが、ずるずると高度を下げ、必死にもがいて空に戻もどろうとしていた。

「見苦しい真ま似ねはよせ。選ばれた天使らしく、潔いさぎよい最さい期ごを迎むかえろ」

「いや！　絶ぜつ対たいに嫌いや！　私は生きる！　生きるって決めたんだから！　誰が──誰がこんなとこで死ぬもんか！」

　二〇センチ上じよう昇しようする度たび、三〇センチ海面に近づいた。

　抗あらがったところで無む駄だなことだった。彩のもがく姿すがたは、底なし沼へと引きずりこまれる様子に似にていた。

　彩はあきらめず、滅め茶ちや苦茶に手足を振り回す。

「……彩」

　せめての情なさけとして、緒原は、彩の頭上に刀の背をぴったりと合わせた。

　振り下ろせば、彩は気き絶ぜつするだろう。

　そこに雷らい鳴めいが迸ほとばしった。

　芹也が雷らい砲ほうのトリガーを引いたのだ。

　竜たつ巻まきが発生した時から飛び出すタイミングを芹也は窺うかがってはいたが、まさか緒原が彩に銃を使うとは。

　しかも、刃やいばを向けるとは。

　雷いかずちとなって空間を切り裂さいたエネルギー波が竜巻に直撃して弾はじけた。

　まばゆい閃せん光こうが空間を染めた。

　緒原は──

　人間より数倍は優すぐれた天使の視力でも遠間でよくわからないが、少なくとも、刀の煌めきは竜巻の中で同じ場所にあった。効きいていないにせよ、驚おどろきは与あたえた。彩に刃が届とどかなければ成功だった。

「俺おれが出る。奈生、陽動を頼たのんだ」

　発はつ射しやの衝しよう撃げきに耐たえたあと、雷砲を投げ捨すて、芹也は全力で飛んだ。

　構かまえたＧ３Ａ３で威い嚇かく射撃を行う。

　セミオートで放った弾丸は、竜巻を描えがいた風のフィールドに阻はばまれたが、緒原の注意は彩から芹也に移うつった。

「いっけー！　ファイヤー！」

　丘の斜しや面めんから見下ろす二隻の空母に向けて、奈生が両肩の雷砲をぶっ放す。

　こちらも直撃する。

　帆はん船せんと違ちがって魔ま道どう防ぼう御ぎよを持たない空母には致ち命めい傷しようとなった。光の注ぎこむ空間で、雷砲の威い力りよくは高められていた。

　破は壊かいされた艦橋から爆ばく炎えんが立ち昇のぼった。

　奈生は反動で芝しばの上を転がり、背はい後ごの巨きよ石せきに頭をぶつけて呻うめいた。

「あいててて……」




　離り陸りくしたヒューイのキャビンから、中嶋はテロリストを目撃する。あっけない空母の最後には失しつ笑しようがこぼれた。

「──おもしろい。ここにも天使がいたか」

「どうしますか？」

「好きにさせておけ。天使同士の決けつ闘とうとは、見み物ものではないか」

　中嶋は、膝ひざのＦＡＬⅨを掌てのひらで撫なでた。

　帆船『ブリージット』は、現あらわれるだろうなにかを最初に手に入れるため、南西の島から中央へと寄よりつつあった。

　炎上する空母から、一機の戦せん闘とう機きが離艦していった。

　ヴェネチアの新しん鋭えい機き──ラッフィカだ。

　コクピットから後方の胴どう体たいが羽は布ふ張ばりで軽量化された機体だ。艦かん載さい機きにして陸軍機並なみの運動性せい能のうを実じつ現げんしている。

　左右の翼についた二門の機関銃が天使を狙ねらう。




「来たか──」

　芹也は、背はい後ごから迫せまり来るブーンと低い音に、竜巻へと一直線に加速していた体を海面から直角に向けた。

　足元を銃じゆう弾だんが通り抜ぬけていった。

　上昇しながら振り向いて、ラッフィカの道みち筋すじを瞬時に予よ測そくする。

　俯ふ角かく四〇度に近きん距きよ離りからフルオートで銃弾をばら撒まく。

　いともたやすく銃弾は、ラッフィカの薄うすっぺらな胴体を撃うち抜ぬいた。

　通り過すぎたラッフィカは旋せん回かいして再さい攻こう撃げきを狙う。晒した脇わき腹ばらに向けて、芹也は容よう赦しやなくグレネードランチャーの射出ボタンを押す。

　目の眩くらむ赤い閃光が突つき伸のびた。

　これもまた命中する。

　そして、ラッフィカは撃げき墜ついされた。

　芹也は空母を見下ろすが、他に戦闘機の離艦する様子はなかった。

　腰のポーチからマガジンを取り出し、交こう換かん装そう塡てんする。




「はははははっ！　まさに、戦闘機時代到とう来らいの幕まく開あけに相応ふさわしい一戦だな」

　中嶋は、柄がらにもなく声に出して笑った。




「あーあ。行っちゃったよ、あいつ。俺、どうしよ」

　奈生は一人、島に取り残されてぼやいた。

　スカートについた土を手で払はらって立ち上がると、途と方ほうに暮くれたあと、天空に浮かんだ帆船に悪戯いたずらげな目を向ける。

「しゃーない。俺は俺で、破壊工作活動でもするか」

　ポシェットの中にごろごろと入った炸さく裂れつ石せきを、奈生は手で弄もてあそんだ。




　芹也は、再び竜たつ巻まきに向かって海面ギリギリまで高度を下げた。

　激はげしい速度に水飛沫が舞う。

　東南の島から三角海域の中央へと直線で向かうルートには、巨大な壁かべ『連衡』がそびえている。

　しかし、『連衡』が浮かぶのは高度五〇メートルの位置だ。

　ヘリも、高度五〇メートルを維い持じしている。

　芹也は、海面間ま際ぎわを飛ぶことによって敵てきの目を眩くらませた。ちっぽけな天使は波間の煌きらめきに隠かくれる。

　海中が七色に輝かがやいていれば尚なお更さらだった。

　白空にちらついた砂すな状じようの光も、芹也の味方をしていた。

　実じつ際さい、『連衡』の甲かん板ぱんから狙そ撃げき銃じゆうを構かまえた空兵は、攻撃できなかった。

　何発か撃うちこまれたが的外れだった。

「あの天使は戦い慣なれているな。いい動きをしている」

　中嶋は芹也の判はん断だん力りよくを認みとめた。

「──あとは接せつ近きん戦せんで、あの和わ刀とう剣けん士しと渡わたりあえるかどうかだ」




　黒い塊かたまりが内側から見つめる海面に触ふれかけた足を、彩は懸けん命めいに、空へ飛びたいという強い意志で支ささえた。

「芹也だ……」

　疲つかれた表ひよう情じようにかすかな生気が蘇よみがえった。

　今はもう、風の勢いきおいが強まって外の様子を窺うかがえなかったが、戦闘機と天使の戦いまでは見て取れた。

　仲間が、香港ホンコンから迎むかえにきてくれたのだ。

　そう思うと、力が湧わいた。

「こんなところで……死んでる場合じゃないよね……」

　吸すいこもうとする重力に逆さからい、彩は懸命に真上だけを見つめる。

　緒原は、そんな少女の姿すがたを黙だまって見下ろしていた。

　彩は、太ふと股ももに銃弾を受け、片かた手てを潰つぶされ、普ふ通つうであれば生きる気力を喪そう失しつしてもおかしくはない状じよう態たいだった。手足を動かす力も、もう少女にはない。あとは気力だけ──。あきらめた瞬間、彩は海面に吞のまれる。

　金きん属ぞくが金属を弾はじいたように軽けい快かいな音を立てて、撃ちこまれた銃弾を竜巻のフィールドが弾いた。

　現れた天使は、殺すしかなさそうだ。

　殺せば、彩もあきらめるだろう。

　より簡かん単たんな選せん択たく──彩を気き絶ぜつさせることを緒原は選ばなかった。

　緒原は、足元に向けていた刀の切っ先を、一瞬の動作で胸むねの高さに振ふるった。竜巻のフィールドが切り裂さかれた。

　その空くう隙げきをぬって、緒原はホワイトの空に出た。




「──天使！」

　距きよ離りを詰つめてきた芹也が、海面間際を飛びながらＧ３Ａ３のトリガーを引いた。

　緒原は火線を、前方に加速することで躱かわす。

　芹也は縦たて軸じくに身をひねった。

　仰あお向むけになって、緒原の動きを捉とらえた。Ｇ３Ａ３が更さらなる咆ほう哮こうをあげた。

　──当たらない。

　弧こを描えがいて緒原は飛び、海面間際で芹也の後方に回った。

　芹也は、緒原の動きにあわせて体の正面を変えた。

　海え老びのようにうしろを向いて銃弾を放ったが、体にスピードが乗っていた。あっという間に背はい後ごに竜巻が迫せまった。

「チ──」

　芹也は舌したを打って、無理は承しよう知ちで急制動をかけた。

　骨ほねと筋きん肉にくの激はげしい軋きしみに逆さからい、すぐさま垂すい直ちよくに跳はね上がった。まばたきする時間の遅おくれが死を招まねく戦いだ。

　敵は強い。

　わかっていたが、相対した時のプレッシャーは予想以上だった。

『芹也、芹也！　あたしはここだってば！』

　竜たつ巻まきの中から彩の声が聞こえたが、今は構かまっていられない。

　無事であればいい。

　芹也は、彩の事じ情じようにまで思考を回すことができなかった。

　一いつ瞬しゆん、攻撃の手を休めた芹也の隙すきを突ついて、弾だん丸がんのような突とつ進しん力りよくで距きよ離りを詰つめてきた緒原の切っ先が喉のど元もとに伸のびた。

　かろうじて首をひねり、芹也はわずかな距離をもつ。

　だが、突きから薙なぎに変化した刃やいばが鎌かまのように首を削そぎ落としにかかった。

　芹也は、あえて背中で竜巻に触ふれた。

　暴ぼう風ふうに吹ふき飛ばされる勢いきおいで、刃を躱す。

　竜巻の回転が刃の方向に等しいこと、内側から外側へと風のベクトルが働いていることを瞬時に見て取った芹也の離はなれ業わざだ。

　芹也は、体を煽あおられて逆さになったというのに、その姿し勢せいからでも弾だん幕まくを張はって緒原の接せつ近きんを拒こばんだ。

　銃弾を躱すために自ら距離を取って、緒原は笑えみを浮うかべた。

　なるほど、百川の仲間だけある。

　並なみの天使ではなかった。

　視し線せんが重なると、芹也の方からも笑みが返ってきた。

「やるな、青年」

　緒原は、正せい眼がんに刀を構える。

　竜巻を左側面に見て、距離は五メートルある。

　空中であれば一振りの間合いだ。

「貴方あなたが緒原か？」

　芹也は体勢を戻し、油ゆ断だんなく銃じゆう口こうを緒原に向けた。トリガーは引かない。相手の動きに呼こ応おうする姿勢だった。

「〈望みたる者〉だ。君は？」

「〈探さぐりたる者〉だ。彩を取り戻もどしに来た」

　言いながら芹也は、Ｇ３Ａ３のマガジンを次のものに替かえた。

「残念だが、彩はこれから後のち、千せん年ねんを支ささえる大地の礎いしずえとなる」

　緒原は、低く澄すんだ声で芹也に言った。

「どういうことだ」

　芹也が理り解かいできなかった〝コードＷ〟の核かく心しん部分だ。

　彩をどうする気なのか──

　いや。

　竜巻の中で、今、彩はどうなっているのか──

　その思考が、油ゆ断だんを生んだ。

　瞬間移い動どうに等しい突然の出来事として緒原が眼前に現れた。

　刃の煌きらめきを頭上に感じた。

「まだ！」

　芹也は、身を反そらすと同時にステップバックする。

　緒原は振りかざしかけた刃を止めた。

　距離を詰めた緒原の強きよう烈れつなハンマーブローが芹也の鳩尾みぞおちに入った。未み熟じゆくを笑うように緒原が間近で見み据すえた。

　芹也はよろめいた。

　そして振り下ろされた刃が、今度こそ芹也を一刀に斬きり伏ふせようと唸うなった。

　やられる……。

　見えていたが、息が詰まって体は動かない。

　緒原の背はい後ごで爆ばく発はつが轟とどろいた。

　輝くのは赤い閃せん光こうだ。

　奈生が低空から飛来し、緒原の背中に炸さく裂れつ石せきを投げつけたのだった。スカートのスリットから、すらりと美しい足が白空に潤うるんだ。

「どこに行こうか迷まよったけど、俺おれ、こっちに来て正せい解かいだったね」

「はは……。まあ、助かったよ」

　前まえ髪がみを下ろしたかわいらしい奈生の笑え顔がおは、緊きん迫ぱくした空気には場ば違ちがいに爽さわやかで、芹也は苦く笑しようするしかなかった。

　攻こう撃げきは、完全な不意打ちだった。

「カ……ァ……」

　前のめりに崩くずれかけて、緒原は血ち反へ吐どを吐はく。

「とどめぇ」

　威い勢せいよく奈生が、握にぎった炸裂石をサイドスローで投げようとした。

　緒原は目を伏ふせた。

「──光牙ライトフアング」

　握りしめた刃が、まばゆい銀色の閃光を放った。

　次の瞬間、吹き飛ばされた奈生が、竜たつ巻まきにぶつかって弾はじかれ、一〇メートル離れた海面に頭から落ちた。

　手を離れた炸裂石もまた海面に落ちた。

「な──」

　芹也には、なにも見えなかった。

　緒原が発動力を発はつ揮きさせたことはわかる。

　だが、わかったまでだ。

　後頭部に衝しよう撃げきが走った。緒原が刀の背せで打ち据すえたのだ。

「う……」

　世界が三つにぶれて、芹也の集中力は途と切ぎれた。

　海に落ちる。

「俺に和刀剣士としての力を使わせたおまえたちには、世界の再さい活かつ性せいを目まの当たりにする権けん利りを与あたえてやろう」

　空中に浮かんだ緒原が、刃を鞘さやに収おさめて二人の若わか者ものをそれぞれに見た。

　芹也と奈生は、海面に頭を出していた。

　二人とも意識はあった。

　奈生はゲホゲホと、刃の背で打たれた胸むねを手で押おさえてむせいだ。

「……再活性だと」

　芹也は意地で、頭上の緒原を睨にらむ。

「もうすぐだ」

　視し線せんを竜巻に移うつして、緒原は物もの憂うげに小さな声で言った。

「彩を──どうする気だ──」

「餌えさだよ。これから目覚める龍りゆう王おうへヴンズグロウの」

「へヴンズグロウ……龍王だと……」

「太古、神が生命の種を蒔まくのに先さき駆がけ、この大地に育いく伸しんの土ど壌じようを築きずいた『命の泉いずみ』に眠ねむるものだ」

「──再活性か。世界を滅ほろぼすことだな」

「人は死ぬが、大地は蘇よみがえる。世界とは大地のこと──滅びるのではないよ」

　緒原はゆっくりと、唇くちびるの血を指で拭ぬぐい取った。

「滅びることさ」

　力を振ふり絞しぼって芹也は言葉を紡つむいだ。

　竜巻が内包しきれなくなった風が、緒原の長い銀ぎん髪ぱつをはためかせる。肌はだを切きり裂さくような突風だった。

「眠れる龍王の知ろうとする本ほん能のうが強まっている。いよいよだ」

「動け……。俺の体……」

　どうしても芹也は飛び立つことができなかった。

　力が入らない。

　見上げる世界に広がった艶つややかな白空がぐるりと回転するように見えたのは、苛さいなまれた意識の幻げん覚かく症しよう状じようだろうか……。

　百川──

　芹也は、最後に友の名を心の中でつぶやいた。




　彩にも、限げん界かいが来ようとしていた。

　爪つま先さきが海水に触ふれた。

　冷たい。

　わずかに触れただけで、身の凍こおる冷気が脳のうにまで駆かけ上がってきた。

　チューブ状に取り巻いた風の遥はるか彼方かなたに見える白空は、あまりにも、今の彩からは遠い場所にあった。

　手を伸のばしても、願っても、届くことはなかった。

　生物のように吼ほえ猛たける凄すさまじい風の音が、彩から思考を奪うばっていく。

　わかる。

　なにかが、海の底から彩を求めているのだ。

　または、彩の記き憶おくを。

　もう彩は、なにも考えていない。

　空を目指す一念──

　それだけで彼女は、自らを闇やみの底へと引きずりこもうとする抗あらがいきれない巨きよ大だいな力に逆さからいつづけていた。

　だが、

　もう……。

　筋きん肉にく、骨ほね、神しん経けい、そして、意い識しき。

　彩を構こう成せいするすべては燃もえ尽つき、フラッシュして白に染そまってしまった。

　あとは、最後のひと欠片かけらを残すのみだった。

　声にならない名が彼女を支ささえた。

　その名は、遥か遠い空と彩の中で直結していた。自由。自由のある人。小さくて、大きなきっかけをくれた人。

　だが、圧あつ倒とう的てきな力は、その名すら貪どん欲よくに貪むさぼっていった。

　爪先が……。

　足首が……。

　海面に、吞のまれていく。




　そして。




　七色に輝いた海が、大きく、うねった。




「はじまったか──。〝コードＷ〟の全ぜん貌ぼう、今こそ見せてもらおう」

　中嶋は、キャビンのドアをスライドさせて開いた。

「そして、死ね」

　横向きに姿し勢せいを変え、肩かたにＦＡＬⅨのストックを当てる。魔ま性しようの隻せき眼がんが、虚こ空くうに佇たたずむ黒スーツの天使を捉とらえた。




　　　　５




　百川には聞こえた。誰だれかが、自分を呼よぶその声が。

　何度も引きちぎろうとして、尚なお、頑かたくなに百川を離はなさない鎖くさりは、彼を冷れい笑しようするように闇やみの中で金きん属ぞくの光こう沢たくを潤うるませる。

　いくつかの轟ごう音おんが震しん動どうとして外から伝わった。

　なにかが起こっている。

　それは、いくら百川が鈍にぶくてもわかる。

「俺を放せ！　ぶっ殺してやる！　ぶっ殺してやる！」

　だから焦あせったが、焦れば焦る程ほど、鎖は手首に食いこみ、痛いたみを走らせた。

「──チキショウ。これじゃ駄だ目めってことかよ」

　百川は、細く息を吐はいた。

　目を閉とじる。

　気き絶ぜつする刹せつ那なに感じた無心を、百川は心に描えがいた。波は紋もんのように静かに、焦りを心の外側へと押おし出す。

　無……。

　泉いずみのように広がっていく無を、百川は全身で感じた。

　体が軽くなっていく感覚だ。

　広がった波紋が、闇の向こう側に消えた。

　そして、

「この野や郎ろうがァァァ─────────────!!」

　一気に解かい放ほうした力で両手両足を広げた。

　が、天使脈動を吸きゆう収しゆうしつづける鎖が、ピンと伸のびた以上に百川の体に自由を与あたえることはなかった。

　百川は、がっくりとうなだれる。

　やがて、つぶやいた。

「結局これかよ」

　百川の肩が、わなわなと震ふるえた。

　落らく胆たんのかわりにこみ上がってくるのは、怒いかりだ。

　あきらめではない。

　そんなものは、とっくに超ちよう越えつしていた。

　今、百川の体に燃もえ滾たぎってきたのは、渦うず巻まいた朱しゆ色いろだ。自分に対してではない。鎖に対してでもない。

　中嶋にでも、緒原にでもなかった。

「……なめやがって……この俺をなめやがって。この俺を、誰だと思ってやがる。俺を誰だと思ってやがる。俺は──俺はなあ……」

　ガギン！

　一ひと際きわ大きな音を立てて、鎖が伸び切った。

　悲鳴のようにも聞こえた。

　輝いた鎖が、百川の体に溢あふれたエネルギーを吸収にかかった。

　百川は見ていない。

　感じてもいない。

　髪を振ふり乱みだして百川は声の限かぎりに叫さけんだ。

「ぶっ殺してやる！　皆みな殺ごろしだ！」

　充じゆう血けつした双そう眼がんの朱色は、過か去この惨さん劇げきに重なっていた。

　五年前、

　高天原が人間によって襲おそわれた日──

　灰かい塵じんの中で百川は、遥はるか遠方から襲いかかってくる無数の砲ほう弾だんを前に、固めた拳こぶしで敢かん然ぜんと立ち向かって、敗やぶれた。

　簡かん単たんに吹ふき飛ばされ、支し柱ちゆうに激げき突とつして呻うめいた。

　先生が助けてくれなければ、天てん井じようから降ふり注いだ瓦が礫れきに押し潰つぶされていた。

　それでも、最後まで百川は戦おうとした。

　先生は、言った。

　ここで死ぬことは許ゆるさないと。

「──我わが内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ。今こそ力となり、我が声に応おうじて発動せよ」

　百川は無む意い識しきにつぶやく。

　思い出す度たび、小さな自分の無力が悔くやしかった。怒りを滾らせたところで、拳を固めたところで、なにもできなかった。先生を見み捨すて、逃げることしかできなかった。

　先生は人間に殺され、その骸むくろを人前に晒さらした。〈鏡たる者〉天照──大地に生きる天使で並ならぶ者のなかった賢けん者じやが。優やさしく、厳きびしかった、百川にとって先生であり親であり、よき先せん達だつであった人が──

　──笑いものに、された。

　圧あつ倒とう的てきな力。

　どれだけ一人で拳を固めても、抗あらがいきれない暴ぼう力りよくの濁だく流りゆう。

　まさにそれは神の『鉄槌』だった。

　百川は神を許さなかった。同じ濁流を以もって高天原を滅ほろぼした人間を許さなかった。

「ブラストアーム！　ブラストアーム！　ブラストアーム！　俺おれの声に応こたえろ！　俺の内より出いでて俺の力となれ！　ブラストアーム！」

　百川は獣けもののように叫んだ。

　いつしか百川は、左の掌てのひらに輝かがやいた光の球を握っていた。

　溢あふれた力がタリスマンに注がれていく。

　しかし、それは暴走した力だった。

　どれだけ集めたところで、乱みだれきったエネルギーでタリスマンが発動しないことを百川は自覚していた。

　最後には濁流となって跳はね返ってくるだけの力を、百川は集める。

　決けつ壊かいした時、百川に濁流に耐たえるだけの力は残っていないだろう。

　自殺に等しかった。

　自覚していたが、他にどうしようもなかった。

　他にできることがなかった。

　百川は、必死になって怒りを駆かり立てた。

　そうすればするほど膨ふくらんでいく絶ぜつ望ぼうと、必死になって戦った。

　百川は二度の脱だつ出しゆつの機会を逃のがした。

　一度目は、誇ほこりという言葉に固こ執しつしてしまった。先生の話など、中嶋の口からでまかせだったかもしれないのに。

　二度目は、噓うそをつけばよかった。とりあえず忘わすれるといっておけば、あるいは、鎖くさりは外されたのかもしれない。なのに、忘れるとは言えなかった。

　あるいはどちらとも、単にからかわれたのだろうか。

　だとすれば、なんて道化だろうか。

　──先生。

　悔しさと惨みじめさが広がる中、百川は失った人の名を心でつぶやいた。助けを求めてのものではなかった。いや、助けを求めたのかもしれないが、必死に怒りを駆り立てる今の百川にそうしたことを自覚する思考はない。ただ、昔のように。幼おさなかった日々の記き憶おくが無意識に天照を呼んだ。

　昔──

　満ち足りていた頃ころ。顔を上げれば、いつもそこには彼女がいた。

　腰こしに手を当てて、冷たい眼めで百川を見下ろしている。

　天照は、高天原を仕切るリーダーで並ぶ者はないとまで言われた賢けん者じやだったが、まだ二〇代半ばだった。柔やわらかく立ち構かまえてポーズを決めれば、子こ供どもの百川でも頰ほおを染そめるほどの女性的な魅み力りよくを発はつ揮きすることができた。その後、見とれる百川を見てきゃらきゃらと笑う茶目っ気のある人だった。ケーキが大好きで、百川の分が取られたことは一度や二度ではなかった。

　たまに機き嫌げんがよいと、トレーニングにくたびれて動けないでいる百川をうしろから抱き上げてくれた。そうすると、先生の胸むねが背せ中なかに触ふれて、春の陽ひ射ざしのような温かさが全身を包み、百川は照れながらも最高の幸せを感じた。

　百川は両親を知らない。血の繫つながった家族もいない。

　だけど、その頃、悲かなしい思いをした記憶がないのは、なによりも天照が与あたえてくれる温ぬくもりのおかげだった。

　だから百川は甘あまえて、毎日、疲つかれたといってはへたばる。天照もわかっているから、甘えるなと冷たい眼めをする。だいたいの場合は天照が勝つ。何度も蹴けられて、百川は仕方なく立ち上がり、また厳しいトレーニングを再さい開かいする。『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』を得るまでの修しゆ行ぎようは、筋きんトレと重作業のひたすらの繰くり返しで楽なものではなかった。

　百川はそれこそ、何度も何度も、挫ざ折せつしてきた。

　あきらめたことは、一度や二度ではない。

　だけど、結果として限げん界かいはなかった。

　どれだけあきらめた時も、百川はその壁かべを乗り越こえ、忘れられないあの日、武ぶ功こう術じゆつ士しとして天照に認みとめられた。

　もう大だい丈じよう夫ぶ。

　これでももは一人でもやっていけるよ。

　と、

　天照は百川の頭を叩たたき、そして、優やさしく正面から抱だきしめた。

「そうだ」

　ポンと手を叩いて、天照は言った。

　どこかに隠かくしておいたケーキのことをふいに思い出したかのような声だった。

　百川は外に連れて行かれた。

「もも、見ていなさい。私の力を、見せてあげる」

　その発動力を天照は、神格覚醒デイバインブレイクと言った。天使脈動を含ふくんだ心身すべてから上下の枷かせを外し、その上で最大活性を促うながす力。ゆっくりと眼を閉とじ、ゆっくりと息を吐はき、全身の力を抜いた天照は、何秒かの間、まったく動かなかった。どうしたのかと百川が声をかけても返事はない。

　天照の見せた精せい神しん集中は、まるで無む防ぼう備びで、寝ねているかのようだった。

　なのに触れることができなかったのは、眼には見えない『なにか』。天使脈動とも気とも違う『なにか』が、天照に生まれているからだった。

　力が発動した時、百川は腰を抜かした。

　天照はなにもしなかった。

　無色に輝いた圧倒的すぎる力を身にまとっただけで、後は「ふう」と息をついてその場にしゃがみこんだ。

「ふにゃあ。疲れた」

　青白い顔で、天照は微笑ほほえむ。

「見た、もも？　あれが、神にさえ近づくっていう、恐おそれ多いことこの上ない天使最強の発動力だよ。同時に、武功術の最高奥おう義ぎ」

「………」

　凄すさまじい力にさらされて、百川はすっかり意気をなくしていた。

「ももも頑がん張ばって、会え得とくしようね」

「僕ぼくが？」

「そう。ももが」

「無理だよ、そんなの……。ぜったい無理だって！」

「大丈夫だよ。ももには私がついている」

　天照はそう言うと百川の髪かみをかきまぜ、

「私の力も、ももの中にはあるんだから。ピンチになったら、今の私の真ま似ねをして試ためしてみなさい」

「………」

　百川には、天照の言っている言葉の意味がわからなかった。

「信じなさい。貴方あなたには力がある。そう──。間ま違ちがいなく、他の誰だれにもないももだけの力が。いい？　これから先、大地で生きれば、きっとたくさんの困こん難なんがももの前にも現あらわれると思う。だけどあきらめないで。最後の最後まで自分を信じて。もし、どうしてもダメになって自分の力が尽つきそうになっても……。自分じゃどうにもできなくて、自分のことが信じられなくなっても……。もしかしたら、そういう時がももにも来るのかもしれないけど……。そうしたら、ももは私のことを信じなさい。そうしたら私は、たとえ天界からでも、ももの力になってあげるから。──ね？」

　天照はなんでもないように笑った。

　百川はまばたきして、そんな彼女を見つめる。どうしてそんなことを言うのか、百川には理り解かいできない。ただ、自分が信じられなくなったら、かわりに私のことを信じろというあたりはいかにも彼女らしい。

　だから、天照はいつも通りで、べつに変わったことを言ったわけじゃない。

　百川はいつもの会話と同じように、深くは考えずに「うん」とうなずいた。

　だってそうだ。

　天照は昨日と同じように眼の前にいて、建物にはみんながいて。

　遠くから笑い声が聞こえていて。

　平和で。

　穏おだやかで優しくて。

　思えば、天照は予感していたのだろう。

　すべてが終わったのは、その日の、夜だった。

「──先生」

　いつしか百川は、叫さけび狂くるうことをやめていた。渦うず巻まいたエネルギーは、抱だきしめられた思い出の中で、知らない内に清らかなものへと変化していた。天照が、約束通り、天界から助けてくれたのだろう。

　……あれが、俺にできるのか？

　最後に天照が見せてくれた発動力を思い出し、百川は自問自答した。

　自信はなかった。

　今まで確たしかめたこともなかった。

　だけど今、百川の左手には、天照に支ささえられた溢あふれんばかりのエネルギーがあった。

　鎖くさりは未いまだ、百川を拘こう束そくしている。

　そして、今の百川には、守ってくれる者のかわりに、助けを求める者がいた。

　天照は、百川を助けた。




　──俺は──どうだ。

　──俺は、誰かを助けることができるのか。

　──俺に力はあるのか。




　──俺に力はあるのか？




「やってやる……。やってやるさ……」

　決意はできた。

　百川はゆっくりと息を吐はいた。

　あの時の先生を思い出し、すらりと立った彼女の姿すがたを自分に重ねた。

　そして、

　天照と同じように、百川はその力を声に出した。

　鎖は瞬しゆん時じに塵ちりとなって砕くだけた。力は、無色の光となって百川の全身を覆おおう。

　百川は閉じていた瞼まぶたを開いた。

「……心配かけて、ごめん」

　自じ嘲ちようぎみに微笑ほほえんだあと、百川はキッと表ひよう情じようを引き締しめた。

　拳こぶしを握にぎった。

　同時に、感傷を握りつぶして殺す。

　今度は不ふ敵てきに笑う。

　最強の力は、鎖を粉ふん砕さいすると静かに発動を終えた。数瞬の出来事だった。それが百川の今の実力だった。しかし、百川の体にはエネルギーがみなぎる。今までに感じたことのない力が心と体には満ちていた。

「──あとは、俺流でやらせてもらうぜ」

　放たれた拳が、鋼こう鉄てつの壁かべをぶち破やぶった。

　白い空が広がった。

　どこまでも、彼方かなたまでつづいた世界だ。

　一いち陣じんの竜たつ巻まきが唸うなっていた。

　彩の声が聞こえる。百川と自分を呼よぶ、かすれた弱い声だ。

「彩！　あきらめるんじゃねぇ！」




　たとえ幻げん聴ちようだとしても、彩にはその声が聞こえた。

「……うん。……わかった」

　膝ひざまで浸つかった体で、彩は尚なお、あきらめず、空の果てを見上げた。

　飛ぶことを願った。




「──芹也！」

　透すき通った奈生のソプラノが芹也の耳に響ひびいた。

　うっすら目を開けると、隆りゆう起きした波の上で奈生に抱かれていた。顔と顔の距離は五センチしかない。

「飛ぶよ、いい？」

「……頼たのむ」

　高波に吞のまれかけたが、わずかな差で命を取り留とめた。

「百川は？」

　芹也にも、奴やつの叫ぶ声は聞こえた。

「──大だい丈じよう夫ぶだよ」

　小さく答えた奈生の視し線せんの先から、白い光の塊かたまりが突き飛んでくる。




　緒原は、鞘さやから剣けんを抜ぬいた。

　タリスマンを発動させ、刃やいばを輝かせ、体内を活かつ性せいさせた。

　立ちはだかる。

「よう、おっさん」

　炎ほのおのように揺ゆらめく圧あつ倒とう的てきなエネルギーに包まれた百川が、眼がん前ぜんで制せい止しした。

　不敵な刃の双そう眸ぼうが緒原を見み据すえる。

「青年よ、行かせはせん」

「ぶっ殺してやる」

「──怒いかりにまかせた貴き様さま程てい度どの力では、無理だな」

　緒原の銀ぎん髪ぱつに、冷ややかな水すい滴てきが滲にじんだ。

　ぽつり。

　一粒つぶ、そして、もう一粒。

　水滴は、天空から落ちてきたものだった。

　百川は濡ぬれていない。エネルギーフィールドが水滴を弾はじいている。

　雨──

　水滴は雨のようだが、違う。

　何な故ぜなら、世界を覆おおいはじめた雨には、ブルーとレッドとグリーンの光が、それぞれに内包されていた。

　天空から剝はがれ落ちたホワイトの残光──崩くずれゆく聖せい域いきの瓦が礫れきなのだ。

　剝がれた空からは漆しつ黒こくの闇やみが覗のぞいた。

　キャンパスが、白から黒へと変わっていく。

　しっかりとはまったパズルを、逆さかさにして、揺ゆらし、ぱらぱらとピースを落としていくかのようだった。

　雨は、またたく間に豪ごう雨うとなった。

　空では、三色の光こう源げんを持った雨が重なりあい、触ふれあい、弾けあい──幻げん想そう的てきな線形が描えがかれた。

　ねじれた竜たつ巻まきが百川と緒原をかすめた。

　海は、嵐あらしそのままに荒あれ狂くるった。

　飛沫しぶき──七色の光が、空に飛び散って雨と交わっていく。

　時間がなかった。

　語ることなく、緒原は刀の切っ先を下げた。

　あえて無防備に上半身をさらし、百川の猛もう突とつを誘さそった。

「終わりだな、おっさん」

　百川が浮かべたのは、聖域の崩ほう壊かいを歓かん迎げいするかのような笑えみだ。

「──はじまりだ」

　緒原はゆっくりと、刃を弧こ状じように振ふり上げ、──薙ないだ。

　狙ねらうのは百川の胸。

　一撃で切り裂さき、勝負を決めるつもりだった。

　深く踏ふみこんで、渾こん身しんの力をこめる。タリスマンが加速する刃は、一瞬の煌きらめきにしか見えない。

　その切っ先を百川は、刃の流れてきた方向に足を踏み出すことで躱かわす。

　肩と肩が触ふれた。

　緒原が振ふり向くより早く百川は拳こぶしを振るった。

　容よう赦しやない後頭部へのフックだ。

　直撃した。

　一撃で緒原は脳のう震しん盪とうを起こしかけたが、彼には、百川が生まれた頃ころからの豊ほう富ふな戦せん闘とう経けい験けんがあった。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけた和刀剣士の本能が、つづけざまに放たれた戦せん斧ぷの如ごとき拳の攻撃を察知する。

　突き出された百川の拳を、緒原はがっちりと掌てのひらでつかんだ。

　緒原は身をひねり、百川の胸に肩をぶつけた。

　背はい後ごでは竜巻が唸うなっていた。

　二人は弾かれ、離れて雨空へと舞った。

　体勢を先に整えた百川が、ぐんと勢いきおいに乗ってストレートパンチを放った。呼こ応おうして緒原は刀で突いた。

　エネルギーフィールドに守られた拳と切っ先とが正面から激突する。

　瞬間、スパークが迸ほとばしった。

「この──」

　百川は拳を引き、同時動作でもう一方の拳からアッパーを放った。その拳けん撃げきが刀を跳ね上げた。

　緒原と百川との間に空くう隙げきが生まれた。

　弾かれた衝しよう撃げきを緒原が回かい復ふくするまでの時間は一秒に満たない。

　その刹せつ那なに百川は、パンチの距きよ離りに入った。

「チ──」

　緒原の反はん応のうは遅おくれた。背せ中なかに受けたダメージが俊しゆん敏びんな動きを阻そ害がいしている。

　百川は捉とらえた。

　緒原の上半身に百川の拳が襲いかかった。

「ダラァ！」

　渾身のストレートだった。

　緒原は吹き飛んだ。

　のけぞった緒原の体から、刃とあわせて、タリスマンの力が抜けていった。集中力の持続が途と切ぎれたのだ。

「へ──。馬ば鹿かが。この俺おれに勝てるつもりだったのかよ。おっさんがよ」

　高ぶる感情が尚なおも戦いを求め、百川はファイティングポーズを決める。

　緒原はかろうじて、みっともなく回転することだけには耐たえた。再ふたたび正面に向き合うが刀は構えない。

「……おまえは、世界を考えたことがあるか？」

　緒原はたずね、唇くちびるの血を拭ぬぐった。

　柄つかを握にぎる手に力の入っていないことは百川にもわかった。

「彩は返してもらうぜ」

「おまえは、大地の未来を考えたことがあるのか？」

「ないね。俺の知ったことかよ。俺はな、今ここに生きてるんだ。どうして生きてねぇ時間のことなんて考える必要があるんだよ。考えるとすれば今だ。大地の未来なんぞどうにでもなっちまえ。俺が知るか」

「……百川。彩は竜たつ巻まきの中だ。早く助けに行け」

　奈生に肩かたを借りた芹也が、左斜ななめ後方からかすれた声で言った。

「おまえら、なにやってんだ？」

「それはこっちの科白せりふだよ」

　奈生が怒いかりも顕あらわに歯を剝むき出す。

「は？」

　ずっと捕つかまっていた百川には、事じ情じようが飲みこめない。

　芹也が声をあげた。

「百川、ぼさっとしている場合か。彩は竜巻の中だ。早くしないと間に合わないかもしれないんだぞ。緒原は、彩を餌えさとして龍王を呼び寄せると言った」

「なんだと？　餌？」

　百川の驚おどろきに、芹也は雨に濡ぬれた顔でうなずく。

「そうだ。そのくだらない野望を成じよう就じゆさせて、俺たち天使の正せい義ぎに──あるのかないのかわからないむなしい正義だが、それでも──。泥どろだけは塗ぬらせるな──。神と同じ過あやまちを繰くり返させるな」

　闇やみとプリズムの狭はざ間まから、芹也の強い眼まな差ざしが百川の胸むねに届とどいた。

「百川、あとは頼たのんだぞ」

　目め尻じりを下げ、奈生がやわらかに微笑ほほえむ。

「おまえら──。来てくれたのか……？」

「いいから早く行け」

「そうそう」

　三人は、これまで同じ道を歩んできた。

　高天原を失い、荒こう野やで戦い、血にまみれながらここまで生きてきた。

　百川が無む謀ぼうな戦いを繰り返しながらも今日まで来られたのは、芹也と奈生が支ささえてくれたからに他ならない。

　二人がいなければ、百川などとっくに死んでいた。

　今も二人は、我わが身を投げ打ってつきあってくれていた。

　思えば、とんでもない迷めい惑わくをかけたものだ。

　謝あやまって足りるものではなかった。

　だからこそ、期待を裏うら切ぎる気はなかった。

　それが百川なりの、二人への感かん謝しやと友情の証あかしだった。

「ああ。わかった」

　百川は、唸うなる竜巻に向き直った。

　渦うず巻まいた水みず飛沫しぶきと風が、壁かべとなって内部を隠していた。

「彩を──」

　百川は拳を振りかざし、十分に力を溜ためて、

「──迎むかえに行ってくる」

　一撃で、壁を打ち破やぶり、弾はじき飛ばし、風のフィールドを裂いた。百川は、そのままの勢いで竜巻の内部に躍おどりこんだ。




　緒原は呆ぼう然ぜんと、近間から、その様子を見ていた。

「何な故ぜ、笑った……」

　竜巻に躍りこむ刹せつ那なの百川は、真しん剣けんではあったが、嬉うれしげでもあった。

　その気持ちが緒原にはわからない。

　百川に言われた言葉は、重く胸にのしかかっていた。未来なんぞ──という言葉の裏に隠れた本意を、緒原は理解し得た。それは高天原で、『楽園記』を読む以前に緒原が教えていたことだ。

　いつから自分は──こうも思いつめていたのか。

　考えても、わかることはなかった。

　遠い出来事だ。

　あまりにも遠く、なにもかもが、霧きりのように霞かすみがかっていた。

「彩──」

　緒原は無む意い識しきに娘むすめの名をつぶやいた。

　歪ゆがんでいたとしても、やはり、彼は愛していた。

「──緒原」

　先さき程ほどまで戦っていた空軍ジャケットの青年──芹也が、スカートをはいた三つ編あみ髪がみの天使に肩を支えられて語りかけてきた。

「なんだ？」

　緒原は顔を向けてたずねた。

「貴方あなたに伝言がある。俺の先生からだ。『色々あったけど、次に天界で逢あった時には聞かせてほしい』──と」

　先生の名は、聞かなくてもわかった。

「わかったと、リディアに伝えてくれ」

　雨に打たれながら緒原は、剝はがれ落ちる天空に目を凝らした。

　学院での過か去こが、ふいに蘇よみがえった。

「君たちも、高天原の出身だな？」

「ええ。貴方と同じく」

　芹也は皮肉をこめた。

　その言葉を緒原は、今までとは違ちがう、涼すずしげな微び笑しようで受け止めた。

「私は、夢ゆめを見ていたのかもしれんな。許ゆるされる夢ではないが、覚めてみれば──。見つめていた場所は遠い──」

　そして、その時。

　一発の銃じゆう弾だんが、緒原の胸むねを貫つらぬいた。




「──まずは、一いつ匹ぴき」

　雨に打たれて揺ゆれるヒューイのキャビンからでも、中嶋は寸すん分ぶんの狂くるいなくターゲットを撃うち抜ぬいた。

　ぶれることはなかった。

　ＦＡＬⅨは自ら、天使の血を求めている。

　中嶋は、次の獲え物ものへと照しよう準じゆんを絞しぼった。

　これが、中嶋に与あたえられていた二つ目の使命──天使抹まつ殺さつだった。
















　第６章　奇跡
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　崩くずれ落ちかけた緒お原ばらの体を、飛びかかって芹せり也やが受け止めた。

「緒原、緒原！　しっかりしろ」

　受け止めきれず、高波に吞のまれかけた芹也を、更さらに奈な生おがうしろから、芹也の両りよう脇わきに腕うでを入れて支ささえた。

「ん──」

　奈生は渾こん身しんの力をこめた。三人は、やや空に戻もどった。

「……何な故ぜ、助ける？」

　血の気の失うせた顔で、自分を抱だきかかえた短たん髪ぱつの天使を緒原は見上げた。

　胸から溢あふれ出す熱帯びた血が、黒いスーツを藍あい色いろに染そめた。

　かろうじて心しん臓ぞうからは反それたが、胸を撃うち抜ぬいたのは、天使から天使脈動を搔かき消す光こう彩さい素そ子し弾だんだ。

　致ち命めい傷しようとなっても、おかしくはない。

「理由が要いるかよ」

　狙そ撃げきされた方向を見み据すえて、芹也は言った。ヘリだ。香港ホンコンで襲おそってきたのと同じヘリコプターだった。

　百川を撃ち、緒原を撃つ。

　考えられる相手は、一人しかいなかった。

「〈天使殺し〉──」

　芹也は、激げき情じように駆かられるかわりに、ポケットからあるものを取り出す。

　先生からの餞せん別べつだ。

　芹也はその小さなカプセルを、緒原の口に含ふくませた。

「飲む必要はない、含ふくんでいろ。──奈生、もう俺は大だい丈じよう夫ぶだ。この男を頼たのむ」

「わかった」

　芹也に代わって奈生が緒原を抱きかかえた。

「……凄すごい血だね。生きてる？」

　かすれて消えかけた緒原の目に、まじまじと覗のぞきこんでくる白はく貌ぼうが映うつった。天使特有の光を含んだ透とう明めいな眼まな差ざし。ユニセックスな少女だ。緒原には、そう見えた。

　緒原は、口に含まされたものがなんであるかを知った。

　天あま照てらすの秘ひ薬やく──高天たかまが原はらの創そう立りつ者しやが、自らの力を結けつ晶しよう化かさせた天使脈動安定剤ざいだ。極きよく度どに消しよう耗もうした生徒を『死』から守るために作られたカプセルは、光彩素子弾への対たい抗こう素子として作用する。

　高天原が滅ほろびた今、もはや存そん在ざいしていないはずのアイテムだった。

　こんなものが、まだ残っていたとは……。




　芹也は豪ごう雨うの中、波をかいくぐって低空からヘリに向かった。

　Ｇ３Ａ３は、既すでに海中に消えた。

　芹也が手に持つのは、たったひとつの炸さく裂れつ石せきのみ。

　後ご手てを取られてばかりの戦いだ。神しん秘ぴ術じゆつ士しとしては、既すでに死に体といえる。

　だが、芹也は、戦せん闘とう経験も積んできた。

　ただの神秘術士ではない。

　今は、そう信じて。自分の可か能のう性せいを信じて、やるしかなかった。




　二隻せきの帆はん船せん──『ブリージット』と『連れん衡こう』は、三角領りよう域いきの中心へとにじり寄よる。互たがいの側面砲は相手を捉とらえていた。

〝コードＷ〟の完成によって神は人間を許ゆるし、魔ま力りよくが世界に蘇よみがえるのだ。

　その源みなもとである『ホワイトハウス』を押おさえることができれば。

　もはや四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうに頼たよらずとも、天使は敵てきでなくなり、他国を制せいして最大国家を建けん設せつすることも夢ではない。

　各ヘリコプターは攻こう撃げき寸すん前ぜんだった。

　二隻の空母は──大波に攫さらわれ、もうどこにも見ることはできない。

　かろうじて脱だつ出しゆつを果たした二機の戦せん闘とう機きは領域を離はなれた。




　中嶋は、次のターゲットを十字線に重ねる。

　トリガーを引いた。

　牙きばを剝むいた光線が、嵐あらしを突つき破って獲え物ものに躍おどりかかった。

　が、外す。

　風に煽あおられたヒューイが予想以上に傾かたむいたせいだ。

「え……？」

　こめかみの脇をすり抜けた銃弾に、奈生は心しん臓ぞうの止まる思いをした。

「俺おれ？　噓うそだろ──」

　まばたきして、遥はるか彼方かなたの戦闘ヘリを見つめた。

　芹也と中なか嶋じまの一いつ騎き打うちを予想していたので、まさか自分が狙ねらわれていたとは思ってもいなかったのだ。

　中嶋は慌あわてず、ヘリのキャビンから銃口を突き出し、再ふたたび照しよう準じゆんを絞しぼった。
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「百もも川かわ！」「つかまれ彩！」

　腰こしまで海に沈しずんだ彩が懸けん命めいに伸のばした手を、百川は力強くつかんだ。

　妨ぼう害がいするように、刃やいばとなった風が百川を裂さく。エネルギーフィールドが体を取り巻まいていなければ即そく死しだ。

「なんなんだよこれは」

「あたしが知るわけないでしょ。早く引き上げてよ」

「うるせぇ！」

　ただでさえ、猛もう獣じゆうじみた風の音が耳をつんざいていた。

　百川が飛び上がろうとすると、同じだけの力で海面がそれを阻はばんだ。

　もちろん、重力も働いている。

「クソッ！」

　百川の全身に電撃に似にた激はげしい痛いたみが走った。怒ど気きはどこまでも溢あふれたが、タリスマンの発動が限げん界かい寸すん前ぜんなのだ。

　見れば、彩の下で、黒々とした『なにか』が不気味に揺らめいていた。

　なんだありゃ……。

　竜たつ巻まきの内部で、百川は目を凝こらす。

　海面は、外の嵐からは想そう像ぞうできないほど静かだ。深い部分まで澄すんでいる。

　ふと百川は気づいた。

「彩！　テメェ、力抜いてんじゃねぇよ！」

「……な、なによ」

　彩が、体の力を抜き、百川に身を委ゆだねているのだ。

「翼つばさを使え翼を」

「無理だよ。あたしの翼なんて小さすぎて飛べないよ」

「飛べる飛べないの問題じゃねぇだろ。俺は翼を持っていないんだぞ」

　彩は愕がく然ぜんとまばたきした。

　百川の言っている意味が、まるでわからない。

　というより、ふざけている。

「あっ……当たり前でしょ！　なんであんたに翼がなくちゃいけないのよ！　翼は、あたしがたった一人、神様に愛されて貰もらった宝たから物ものなんだから！」

「だったら飛べ！」

　この時、発動限界が来た。シャボン球が弾はじけたように、百川の体からエネルギーフィールドが消える。

「あ」「え？」

　あっという間の出来事だった。

　二人は、バネが戻もどるような勢いきおいで海中に引きこまれた。

　ゴボゴボゴボゴボゴボ……。

　まず耳に入ったのは、そんな気き泡ほうのざわめきだ。海中は、暗転した空と違ちがって光に満ちていた。あまりの情なさけない結果に彩は憤ふん怒ぬし、頭から海に引きずられて慌あわてて鼻を手で押おさえた百川に、抗こう議ぎの視し線せんをぶつけた。

　緋ひ色いろ髪がみをまとめていたバンダナが解とけて、気泡の向こうに消えた。

　繫つないだ手は、放はなさない。

　百川が放そうとしていなかった。

　百川の顔が苦しげに歪ゆがんだ。

　彩は、海水を吞のんだ百川の手を振ふり払はらおうとした。引きずられているのは彩だ。手を放せば百川は解かい放ほうされる。

　なのに百川は、より強く手を握にぎりしめた。

　彩は叫さけぶように睨にらんだ。

　百川は、ふざけるなと言わんばかりに目を吊つり上げて睨み返した。

　飛沫しぶきの冷たさからは信じられなかったが、海水は温かかった。その温かさは下方から流れてきていた。

　百川は、その熱ねつ源げんを確たしかめようと視線を下げ、目まの当たりにする。

　驚おどろいた百川の顔を見て、彩も足元に視線を向けた。

　海中に佇たたずんでいた黒い『目』の表面で、小走りする微び光こうが中央に集まり、七色の光こう彩さいを描えがいたのだ。

　円となった光彩の内部に、こんもりと瞳どう孔こうが浮ういた。

　直径二メートルはある『目』が、ぎょろりと二人を見つめた。




　この時、雨の降ふりつづける闇やみ空ぞらで、ふいに竜巻が消えた。

　天空では完全にホワイトが剝はがれた。

　夜空が、円天を覆おおった。

　雨が止やんだ。

　波は静まり、海面は鏡のように空を映うつす。

　星……。

　空には、何億もの星が瞬またたいていた。

　空間を静せい寂じやくが支し配はいする。

　中嶋も、芹也も、帆はん船せんで臨りん戦せん態たい勢せいにあった空兵たちも、居い合あわせた誰だれもが、生まれた空くう洞どうに動きを止めた。

　なにかが起こる。

　静寂は、その確かく実じつな予よ兆ちようだった。

　雨う後ごの生なま暖あたたかい空気が、海上に立ちすくむ芹也の頰ほおを撫なでる。

　雨と飛沫と風に打たれた体は冷えきっている。

　当然、服も髪もびしょ濡ぬれだ。

　雨が晴れても世界にプリズムが煌きらめくのは、睫まつげに水滴が残っているせいだった。




「下がるなよ」

　あらためてスコープを覗のぞいた中嶋が、ヘリを後こう退たいさせかけた部下に命じ、ＦＡＬⅨのトリガーを引き絞しぼった。




　見つめられた瞬しゆん間かん、彩と百川の周囲から海が消えた。打って変わった場所は、赤らんだ球体の中だ。

　巨きよ大だいな円えん盤ばん状じようの水すい晶しようがスクリーンのように海を映していた。

　その反対側には、細い通路がある。

　百川と彩の足は、ゴムの弾だん力りよくを有した柔やわらかな表ひよう層そうの上にあった。

　立っているのだ。

「……ここ、目ん中か？」

　そうとしか考えられず、百川は天てん井じようを見上げた。

　高さは五メートルほどだ。

　よく見れば、赤らんだ表層の一面には、細い筋すじのようなものが入っていた。通路で集束している。

「どうなったの、あたしたち」

　彩の声が耳に届とどいて、百川は息をしていることに気づいた。

　肌はだに触ふれているのは、海水ではなく空気だ。

　──の、ような気がした。

「あ……」

　彩の脳に、音が響ひびいてきた。

　キーンと甲かん高だかい我が慢まんできないほどの超ちよう音おん波ぱだ。

「彩！」

　頭を抱かかえてうずくまった緋色髪の少女になにが起こったのかを、百川は理り解かいすることができなかった。

「……百川……助けて。……なにかが、頭に入ってくる。……嫌いや……嫌」

「どうした？　どうなったんだよ」

　赤らんだ肉にく質しつから、無数の細い糸──『神しん経けい』が伸のびてきた。

　彩を狙ねらっていた。

　百川の眼めに、闘とう志しの炎ほのおが宿った。

「ははははは！」

　百川は大きな笑い声をあげた。

　百川にとって『神経』は、にょろにょろとした蛇へびの親しん戚せき──わかりやすい、殴なぐり飛ばせる相手だった。

「──タリスマン接せつ続ぞく」

　左手を自然に広げる。その手首を右手でつかみ、百川は眼がん前ぜんに掲かかげた。

　光を内包するクリアな球が左の掌てのひらに浮ういた。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　一気に天使脈動は集束し、具現化された。

　不思議なことに、まるで疲つかれはなかった。それどころか力が満ち、前よりも強いパワーが両腕に迸ほとばしった。

　魔ま力りよくの海に浸ひたったためだ。

「軽い軽い！　体が軽すぎだこれは！」

　百川は、四方から伸びてきた『神経』を手当たり次し第だいに打ち殴った。

　もぐら叩たたきのようだった。

　彩の頭の中には、映えい像ぞうが生まれていた。

　記き憶おくだ。

　映像は、加速度をつけて過去へと巻まき戻もどされていく。

　ヘリコプターに追われた香港の夜──なにも知らず『連衡』に搭とう乗じようした日──育ての親である緒原がくれた笑え顔がお──炎と銃声──

　あの時、墜つい落らくした百川を助けようとした時のように光が満ちる。

　だが──

　今、彩に想おもいはなかった。

「助けて……。助けて……。あたしを助けてよ……」

　彩には、抗あらがいようがなかった。

　思い出したくなかった。

　炎の過去なんて。

　銃声の響いた過去なんて。

　なにより庭園で過ごした、虚きよ無むに彩いろどられた見せかけの平和なんて。自分を騙だましていた男の笑顔なんて。

　映像は、もっと奥おくへと勝手に進んでいく。

　彩は必死に目を閉とじた。

　なにも見ないで済すむように、必死になってすべての感覚を閉とじようとした。

　悲しみと、心を押し潰つぶす孤こ独どくが彩を取り巻いた。

「もういやだ……。いや……」

　──その気持ちは──なにもかもを無くしたいと願う気持ちは。

　闇やみに消えたい気持ちは。

　絶ぜつ望ぼう、と呼よぶことができるものだった。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　彩！　なにあきらめてるんだテメェはよ！　ふざけるな！」

　侵おかされた記憶まで届とどくほどの怒ど気きを、戦いながら百川が放つ。

「彩！　おまえに、家族を悲しませる資し格かくなんてねぇんだぞ！　誰だれにも、家族を悲しませる資格なんてねぇんだ！」

「……家族……。でも、私には誰もいない──」

「俺おれがいるだろうが、俺たちが！　勝手に自分だけで自分のこと決めてんじゃねぇよ！　おまえの命はそんな簡かん単たんなもんか!?　そうじゃねぇだろ！　もうおまえは、俺たちに繫つながっちまってるんだよ！　おまえがあきらめたってなあ──、俺があきらめてねぇ限かぎりあきらめんじゃねぇ！」

「百川──」

　胸の奥でなにかが──心を支し配はいしかけた黒く渦巻いたものとは違うなにかが、煌きらめく光となって、見えた。

　彩は、もがき苦しむことをやめる。

「でも……」

　彩はためらいを見せた。どうしても、──起き上がることができない。

「……助けて、百川」

　それを聞いた百川の額ひたいに、びくんと血管が浮き上がる。

「彩！」

　怒いかりと苛いら立だちのままに叫さけぶ。アクセントを強調した金切り声だ。

「さっきから優やさしくしてやってりゃ──助けて助けて言ってんじゃねぇよ！　助けてやってるだろうが！　今！　今今今今今！　見てわかんねぇのか！　わかんねぇならそこでずっと泣いてろ！　だけどなあ──もしもわかるなら──。よーく今の俺が置かれた状じよう況きようを見て──。とっとと俺を助けろこの阿あ呆ほうが！」

「え……」

　助けろという言葉がトリガーとなった。ふいに意い識しきが現げん実じつへと還かえった。

　鋭えい痛つうに苛さいなまれた頭を両手で押さえたまま、彩は顔を上げた。

「百川！」




　　　　３




　閃せん光こうとなって迸ほとばしった光こう彩さい素そ子し弾だんが、一発、二発と、男の体に突つき刺ささった。

「……逃にげろ」

　身を呈ていして庇かばった背はい後ごの少女に、緒原は告げた。

　三発目の銃じゆう弾だんが左足に撃うちこまれた。

「ほう──。光彩素子弾を受けても、一いち撃げきで落ちぬか」

　涼すずやかな自然体に立つ緒原のタフぶりに興きよう味みを示しめした中嶋が、四発目の銃弾をあえて肩に撃った。

　銃弾は、粘ねん土どのように緒原の体にめりこみ、天使脈動を狂くるわす。

　一撃の度に藍あい色いろが黒いスーツに滲にじんだ。

「おい──」

　守られた奈生は、まばたきすることしかできなかった。

「……早く逃げろ、娘むすめ」

　吐はき出すようなつぶやきで、緒原は繰くり返す。

「俺、男だぞ」

「そうか──。どちらでもいい」

　聞こえた声は、鼻にかかった少女のソプラノだったが。大地で生きるため、男のふりをしているのか……。

「終わりだ」

　中嶋の放った五発目の銃弾が緒原の左ひだり胸むねを捉とらえた。

　崩くずれ落ちる緒原を、うしろから奈生が支ささえた。

「おい、しっかりしろ！」

「──逃げろ」

「そんなことできるわけないでしょ！」

「では……ひとつだけ、頼たのむ」

　確たしかに、奈生の薄うすい胸は、女にしては硬かたかった。

　男か……。

　緒原には、この愉ゆ快かいな勘かん違ちがいで終わる人生も、悪くないように思えた。

「娘に──。伝えてくれ──」

「いいから歯を食いしばって！　まだ助かるって！」

　奈生は最後まであきらめなかった。

「……本当に、色々あったが……。次に天界で逢あった時には……。逢った時には……。謝あやまらせてほしい……と」

　前のめりに倒たおれた緒原の体が、奈生から離はなれ──

『目』が見つめる鏡面の海に落ちた。




「次だ」

　中嶋は容よう赦しやなく、奈生の顔面に向けて一撃を放とうとした。




「テメェは！」

　下から躍おどり出た芹也が、戦せん闘とうヘリ『ヒューイ』のキャビンに炸さく裂れつ石せきを投げこむ。

　キャビンのシートから身を乗り出した中嶋の眼がん前ぜん──ＦＡＬⅨのトリガーを引こうとした瞬しゆん間かんだった。

　中嶋は、サングラスごしにスコープを覗のぞいたまま、愉たのしげに目め元もとを細めた。

　ＦＡＬⅨの銃身は、まったく揺ゆらぐことはなかった。

「な、なんだ！　天使だと！」

　芹也の怒ど号ごうに前部座ざ席せきのパイロットが驚おどろいた。ヘリのコントロールが乱みだれた。

　中嶋は、トリガーを引いた。

　放たれた銃弾は、閃光となって奈生の頭上二メートルを抜ぬける。

　芹也は、ヘリの側そく壁へきを蹴けって斜ななめ上空に逃げた。

　下で爆ばく発はつが起こった。

　鋼こう鉄てつの猛もう禽きんは火の玉と化し、木こっ端ぱ微み塵じんに散る。

　爆ばく炎えんと共に飛んできたローターの破は片へんが芹也の左ひだり腿ももを裂さいた。芹也は振ふり返って、闇やみに消えるヘリの残ざん骸がいを見た。

「……馬ば鹿か野や郎ろうが」

　抑おさえきれない口調の激はげしさに反して、見下ろす芹也の声は小さかった。







　緒原の体から流れた血が、海に広がっていく……。







　百川は、四方から伸のびた『神しん経けい』に四し肢しを絡からめとられていた。

　身動き取れないでいる。

　しかも、何本もの『神経』がねじれ合わさって、槍やりのように、百川の胸を貫つらぬこうとしているのだ。

「どうすればいいの……？」

「俺が知るか、自分で考えろ」

「わからないよ」

　彩は途と方ほうに暮くれて、憔しよう悴すいしきった顔を横に振った。もつれた髪かみの隙すき間まから、がんじがらめの百川を見つめる。

「あんた、鎖くさりだってちぎったんでしょ。……なんとかならないの？」

「そうだな──」

　エネルギーフィールドの消えた体で、百川は左右の拳こぶしを強く固める。

　伏ふせた顔の下で、唇くちびるの端はしが何ミリか吊つり上がる。

　その不ふ敵てきな笑えみは、なにを言おうとしていたのだろうか。

　彩に聞こえたのは、短い嗚お咽えつだった。

　槍が、百川の胸を貫く。

　ドクン……。

　小さな動どう悸きが、赤らんだ球状の空間に響ひびいた。




　龍りゆう王おうは、目覚めようとしていた。

　その様子は海上から、はっきり見て取ることができた。

　上空に展てん開かいした数機のヘリコプターが、島に囲まれた三角形の海かい域いきの一部を、大口径ライトで照らす。

　今まで鏡のように星空を反はん射しやしていただけの海面が、ふいに透すけた。

　海中で、巨きよ大だいななにかが蠢うごめいている。

　長く太い……。

　パイロットが、それに『蛇へび』という生物を重ねようとした瞬間、海域のすべてからまばゆい光が解とき放たれた。

「うわ──！　うわあああ！」

　海から天空へと広がった光は、衝しよう撃げき波はを伴ともなっていた。

　バランスを崩したヘリコプターがきりもみして海面に落下していく。

　二隻せきの帆はん船せんも閃せん光こうに巻まきこまれた。大きく船体が揺らぎ、今にも二つに折れんばかりに骨こつ格かくが軋きしんだ。

　海域の中心では、筒つつ状じようの闇が、閃光の世界に伸びていた。

　闇は、元から世界にあった夜空だが、突とつ然ぜんの閃光の中、元々あった闇の方が天空に立ち昇のぼったように見えた。

　その闇の中に奈生は取り残されていた。

「な、なに……？」

　奈生は、闇の恐きよう怖ふに押し負ける。

　まばゆく輝いた閃光の中に、自ら逃げ入った。そして、衝撃波を受けたちっぽけな体は天空に弾はじき飛ばされた。

　世界を埋うめ尽つくした閃光が渦うずを描えがきはじめる。

　台風のように、一定方向を巡めぐり、幾いく筋すじの線となって集束していく。

　天空まで伸びた闇の筒が、その光を吸すいこんでいった。

　わずか五秒で光は消え去った。

　闇……。

　星明りさえ消えた闇が、今度は世界を覆おおう。

　なにが起こったのか。ようやく上空で姿し勢せいを安定させた芹也の眼めには、未いまだチカチカと閃光が残った。

　筒が、海面へと沈しずんでいった。

　あわせて命の泉いずみが──生命を司つかさどる素そ子しが、エメラルドグリーンの光となって海面に滲にじんでいく。

　現れたのは、まさにこれこそが龍王なのだろうか。

　最初に、二本の牙きばが海面を突つき破やぶった。

　牙は上うわ顎あごに繫つながり、その上には透とう明めいな膜まくに守られた眼があった。

　天を食くらい尽くすかのように大きく開かれた口は、鱗うろこに覆われた流線型の頭部のうしろ半分にまでつづいた。

　陽ひ射ざしに近い光を放つ鱗は、まばゆさのあまり無色に見える。

　二つの耳は、牛のものに近かった。

　後頭部から胴どうにつづいた鬣たてがみは、銀色に輝かがやいている。

　円筒状の胴も鱗に覆われていた。

　鉤かぎ爪づめのついた前足を見た時、芹也はようやく、空に駆かけ昇のぼっていくこの光が『龍』なのだと悟さとった。

「龍王……へヴンズグロウが……目覚めた……のか……」

　芹也は呆ぼう然ぜんと、天と地を繫ごうとする巨大な龍りゆうを見つめる。

「世界が──滅ほろぶ──」

　龍の圧あつ倒とう的てきな輝きと巨きよ軀くを前に、抗あらがう術すべはなかった。

「──芹也」

　飛来した奈生が横に並ならぶ。

「終わるの……これで……。本当に俺たちは終わっちゃうの？」

「百川──。彩──」

　姿の見えない二人の名を、無む意い識しきに芹也はつぶやいた。

　龍の咆ほう哮こうが、世界に響き渡った。

　そして……。

　龍は。

　世界を食らい尽くすばかりの勢いで天へと駆け上っていた龍は。

　突とつ如じよ、薄うすれていった。

　弱まった光が下からゆるやかに霧む散さんしていく。

　最後に残った頭部が、左右に残光を滲ませる。

　巨大な十字が、闇空に描かれる。

　その十字の中心に、芹也は、光以外の別のなにかがあることに気づいた。

　天使だ。

　鳥のように大きな翼つばさが、二枚まい、左右に広がっていた。

「翼……まさか……」

　芹也は、全身の毛が逆さか立だつのを感じた。

　龍の咆哮は、断だん末まつ魔まだったのだろうか。

　やがて十字もまた、闇に溶とけていった。

　空に残るのは──

　純じゆん白ぱくの翼を背中から広げた、壮そう麗れいな一人の天使だった。

　ズボンにシャツ姿すがたのその女じよ性せいを見た時、芹也は、そこに知っている天使の面おも影かげを重ねることができず、他人だと思った。

　あまりに、違いすぎた。

　少女の無む邪じや気きな面おも影かげは、どこにもなかった。かつて『楽園』で天使たちをまとめていたという大天使を、芹也は連想する。凜りんと冴さえた白はく貎ぼうをただ見つめるだけで、気品と共に伝わる天使脈動が胸の内を震ふるわせる。

　龍王が目指した天空を、その天使は物もの憂うげに見上げる。

　長く伸のびた手足と、ルビーのように透すき通った緋ひ色いろ髪がみ。

　緋色……。

　だから、それが彩であることに間ま違ちがいはなかった。

　彼女が抱だきかかえた青年は、百川だろう。気を失っているようだが。

　彩の視し線せんが、水平方向に移うつった。

　帆船だ。

　人間が操あやつる二隻の帆船が、彩に側面を向けた。

　そして、一いつ斉せいに発はつ砲ぽうした。

　無数の砲ほう弾だんが、龍王の残ざん骸がいから現あらわれた天使を殺すために降ふり注いだ。

　彩は、動かなかった。

　動く必要もなく、砲弾はすべて途と中ちゆうで爆発する。

　芹也は、彩の瞳ひとみがその刹せつ那なに輝くのを見た。

　彩が、右手一本で百川を抱き、左手を天に掲かかげた。

　振ふり下ろす。

　空間を切り裂いた二本の雷いかずちが、天空からそれぞれに帆船を貫いた。

　雷砲の比ひではない。

　その数百倍の破壊力を有する、本物の稲いな妻ずまだった。

　帆船が爆発、墜つい落らくしていく。

　神性に研とぎ澄すまされた彩の眼まな差ざしが、下方の虚こ空くうで佇たたずむ二人の天使に向けられた。

「……綺き麗れい」

　奈生は呆ぼう然ぜんと見つめている。

　芹也は緊きん張ちようを解とき、静かに頭こうべを垂たれた。
















　終章　花
















　彩さいと百もも川かわは、ほぼ同時に目を覚ました。

　きっかけは、クリームソーダのように爽さわやかに泡あわ立だった東の水平線から、顔を覗のぞかせた太陽の光だった。

「あーくそ。頭いてぇ……」

　頭の中でガンガン鳴り響ひびく音に顔をしかめて、百川は身を起こした。

　彼は、土の上に寝ねていた。

　エメラルドグリーンの海を見み渡わたすことができる、なだらかな丘おかの斜しや面めんだった。

　服は乾かわいていた。

　土も、昨日の豪ごう雨うからは信じられなかったが、完全に乾いている。

　空気は暖あたたかい。

　朝の冷ややかな潮しお風かぜが肌はだに心地ここち良よかった。

「どこだよ、ここ」

　あたりを見渡そうとすると、最初に彩と目があった。

　彩もまた、ぼんやりとした眼めで、半身を起こしたところだった。

　感情が入ると子こ供どもっぽいが、自然体であれば凜り々りしくある丸みを帯びた白はく貌ぼうは、いつもの彼女のものだ。

「おい」「ねえ」

　同時に、二人は声をかけた。

　プッと彩が吹ふき出す。途と端たん、子供のような顔になった。

　小さな白い翼つばさが、背せ中なかでぱたぱたと泳いだ。

「なんだよ」

「だって百川、髪かみの毛ぐちゃぐちゃだよ」

「人のことが言えるか」

　彩の髪も酷ひどくもつれていた。触さわってみて彩は、泣きそうな顔になった。

「あーん。最悪……。あたし、この髪ってお気に入りなのにぃ」

「お、目覚めたか」

　土に黒い影かげを伸のばす巨きよ石せきの背はい後ごから、芹せり也やが姿すがたを見せた。手には、ペットボトルとパンの入ったビニール袋ぶくろがあった。

「どこだ、ここ」

　百川がたずねると、芹也は肩かたをすくめる。

「島さ」

「島？」

「ああ。トロピカルアイランドだ」

　芹也は真顔で答え、次に彩の方を向いて笑った。

「……そうだね」

　足を伸のばし、うしろに手をついて彩は、砂すな浜はまへとつづいた丘の斜面を眺めた。

　昨日までの冬が、春──そして初夏に巡めぐったような景色だった。

「俺、死んだはずだったが」

　軽く頭を振って、百川も丘の斜面に目を向けた。

　島は、緑に覆おおわれつつあった。

　あちこちで草が芽め吹ぶいている。

　彩と百川が見下ろす丘の麓ふもと──砂浜との境さかい目めには、花はな飾かざりのような弧こ状じようで小さな花が密みつ集しゆうして咲さき誇ほこっていた。

　世界に降り注いだ三色の光こう源げんを持った雨が、潤うるおしたのだろうか。

　百川には、そんなような気がした。

　陽ひ射ざしを浴びた草花は、プリズムに輝かがやいていた。

「まあ食え。食えば、生きてることくらいわかるだろう？」

　芹也は、ジュースとパンを百川と彩に配った。

　百川が不満の声をあげた。

「おい、俺はいつもクリームパンだって言ってるだろ！　なんだよこれ、カレーパンじゃねぇかよカレーパン！」

「贅ぜい沢たくを言うな。飛行機に積んである分にクリームパンはない」

「チッ。ムカツク野や郎ろうだな」

「いらんなら返せ」

　芹也は涼すずしげに百川の視し線せんを受け止めた。

　百川はそっぽを向くと、ジュースを飲み、カレーパンをかじった。

　静かな時間が過すぎた。

　食事が終わると芹也は、二人を波打ち際ぎわに誘さそった。

　白い砂浜だ。

「彩、これを手た向むけてやってくれないか」

　芹也が差し出すのは、丘の麓で摘つんだ一輪の小さな花だった。

「誰だれに？」

　受け取らずに、彩はたずねる。

「緒原に」

　そう言った瞬しゆん間かん、彩の表ひよう情じようが固まった。

　芹也は話をつづける。

「──奴やつは、この海で死んだ。おまえが見送れば、奴はきっと、天界に行くことができるだろう」

「……嫌いやよ。どうしてあたしが、あんな男になんか」

　彩は、眉み間けんに皺しわを寄よせて冷たく拒こばんだ。

　どうしてか、溢あふれた悲しみが涙なみだとなって目め元もとに押おし寄せてきた。

「奴は死んだ」

　芹也は、静かに繰くり返して告げる。

「これは、奈な生おが受け取った遺ゆい言ごんだ。──『色々あったが、次に天界で逢あった時には謝あやまらせてほしい』と」

「なにを今さら。なによ──。あたしを騙だましてきて──。なにを今さら」

　指に髪かみをからめ、彩は懸けん命めいに顎あごの震ふるえを堪こらえた。

　怒いかりはとどまらなかったが、それ以上に、悲しかった。そして、その怒りは、恨うらみではなかった。

「花の一輪でいい。手向けてやってくれ」

　芹也が差し出した花を、彩は手で振り払った。

　花が、砂浜に落ちる。

「彩！」

　思わず百川は声を荒あららげた。

　彩は憤ふん然ぜんと身を返すと、砂浜から丘の際きわに走っていった。

「……おまえも、どういうつもりだ？」

「………」

　芹也は答えなかった。

　捨すて払われた花を拾って、見つめる。

「百川──。ひとつ、訂てい正せいさせてくれ。あの男は、天使の誇ほこりを汚けがそうとしていたわけではなかったのかもしれない。むしろ純じゆん粋すいに──純粋すぎたからこそ、大地の再さい活かつ性せいを願ったのかもしれない」

「──俺にも、なんとなくはわかる。殺しあいばかりしてりゃ、嫌でもな。だけど、彩はしゃーねーさ。騙されてきたんだ」

　行き場のない憤いきどおりを舌した打うちに変えて、百川は海を眺ながめる。

「痛いな」

　芹也も、海を見つめるしかなかった。

「ああ。彩だって痛いさ」

「あの子を責せめるつもりはないよ。──俺も、無理な願いだったと思う」

　芹也はそっと、花を波打ち際に添そえた。

「なあ、芹也。いつか──」

　百川はふと、あの目の中で反はん射しや的てきに彩に語った言葉を思い出した。

「いつか俺たちもよ──。怒りや悲しみや、復ふく讐しゆう心しんを超こえて。もっと大きななにかを、見つけられるといいな」

「──いつか……そうだな……」

　そこに影が伸びた。

　彩だ。

　振り向いた百川は、彩の両手にいっぱいの花を見た。

　彩は、息が切れていた。

　手当たり次し第だいにむしってきたのだろう。

　彩はなにも言わず、波打ち際に立った。背中に緋ひ色いろの髪を揺ゆらして、両手の小さな花を海面に投げた。

　その花々が波の狭はざ間まに消えるまで、彩は黙だまって見つめた。

　許ゆるすことは、できそうになかった。

　だけど涙が、どうしても止まらない涙が、彩にいっぱいの花を捧ささげさせた。

　やがて、花は消える。

「あんたたちと一いつ緒しよね──。自分よりも、他のなにかのためにって」

　彩は身を返した。

「行きましょ。もういいでしょ」

　誰とも目を合わさず、彩は砂浜を去った。振り返ることはなかった。

　二人はあとにつづいた。

　芹也は、一度だけ振り向いた。

　緒原は間違っていた。

　だが、緒原の愚ぐ行こうが、結果として、大地の自じ浄じよう能のう力りよくを蘇よみがえらせるきっかけとなるのかもしれない。

　称しよう賛さんする気はない。認みとめることも、できない。

「〈望みたる者〉──せめてその名を、俺は覚えておこう」




　彩が、龍りゆう王おうに囚とらわれていた時の記き憶おくを語ったのは、無事に飛行機が海面から離り水すいした後のことだった。

　北に飛び立った飛行機は、大きく旋せん回かいして南に進路を取った。

　静かに煌きらめく三角形の海かい域いきが眼下には広がる。

　エメラルドグリーンの海に、もう超常の光はなかった。あるのはただ、陽射しを受けて煌めく波間だ。

「……よく覚えていないの」

　彩は、窓まどから海を眺めて、そう話をはじめた。

「でも、あの空間の中で、最後に百川がなにかを言おうとして、その言葉が聞こえて。きっかけになった。私の中にいた私が、叫さけんだ。私にも──力はあるって。あとは、体が軽くなって、翼つばさが──広がって」

「ぱたぱたぱたぱた」

　隣となりの席に座すわる百川があくび混まじりに言った。

「茶化すな」

　前の助手席から芹也はたしなめ、それから小さな息をひとつ吐つくと、

「綺き麗れいな翼だったよ」

　と、つぶやいた。

「どんな翼だった？」

　彩がたずねる。

「さあな──。あの時は、光がまぶしくて見えなかった」

　言う必要はないだろうと芹也は思った。

　ちらりと奈生と目があうと、──奈生は、華きや奢しやな撫なで肩がたをすくめた。

　なんであれ生きていること。

　なにより芹也と奈生は、そのことを喜びたい気持ちだった。

「おいおい、見えなかったのに綺麗かぁ？」

「輪りん郭かくでな」

「──で、あたしがわかってるのは、それくらい。生きてるってことは、とりあえず、また今日から明日がつづくのよね」

「香港ホンコンに戻もどるか」

　芹也の言葉に、彩はシートから身を乗り出す。好こう奇き心しんに満ちた顔は明るい。

「ね。あたしたちの家、どうなったの？」

「また見つけるさ。香港には、いくらでも廃はいビルはある」

「たのしみー」

　翼をぱたぱたと動かして、彩は手を重ねた。

　その笑顔を見て芹也は考えた。

　龍王は……。

　絶ぜつ望ぼうのかわりに希望を、彩から汲くみ取ったのだろう。

　だから、再活性の結けつ論ろんを出さなかった。

　──いや、違うな。

　腕うで組ぐみして顔を伏ふせ、シートに浅く腰こしかけて芹也は苦く笑しようした。

　龍王は、世界を再活性しようとしていた。だから咆ほう哮こうを上げ、天空高く舞まい上がろうとしていたのだ。

　その目的が潰ついえたのは……。

　神の化身と見まがう光こう燐りんの発動力をまとった彩の覚かく醒せい故ゆえか。

　百川という異い分ぶん子しの存そん在ざいが、なんらかのエラーコードを発したのか。

　あるいは、

　海に沈しずんだ緒原の想おもいが、命の泉いずみに染しみたからなのかもしれない。あらゆる命の源みなもとたる命の泉──。もしも、世界のどこかに奇き跡せきを司つかさどる場所があるとすれば、それもまた命の泉の中にあったのか。

　芹也は、考えた三つの可能性のうちで最後のものを選んだ。

　確かく信しんはない。

　ただ、そうであれば、命は美しいと思えた。

「感かん傷しようかな……俺も」

　だが、その気持ちは長くつづかない。

　後部座席の二人が、ギャーギャーと怒ど鳴なりあっているのだ。

　顔に羽根が触ふれてうっとうしいと、百川が払いのけたことが原げん因いんらしかった。

「いちゃつくのは夜にしろ！　飛行機が落ちるだろうが！」

　振り向いて、シートの上でとっくみあう二人に芹也は怒鳴りつけた。

「誰がいちゃつくか！」

「……おい、百川よ。本気で言っているか？」

「はぁ？　……あ」

　ふと百川は、自分が彩の上にのしかかっていることに気づいた。両肩を手で押おさえつけた姿すがたは、強ごう引いんに唇くちびるを奪うばおうとしているかのようだ。艶つややかな桜さくら色いろの唇の隙すき間まから、温かそうな舌が見えた。

　微び光こうを含ふくんだ彩の双そう眸ぼうは、吸すいこまれるように深かった。

　百川は真っ赤になった。彩はまじまじと見つめる。

「どうしたの、百川？」

「ひ、ひ……」

「ひ？」

「飛行機が落ちるんだってよ！　大人しくしてるぞ！」

　慌てて百川は彩から離れる。

「わけわかんない。なに？　自分が悪いこと認みとめた？」

「いいからじっとしてろ」

　二人は、横よこ並ならびのシートにちょこんと座すわり直す。

「どうだ？」

　完全にからかった態たい度どで、背もたれの上から芹也は目を細めた。

「ほっとけ」

　百川は耳まで赤くした。

「楽しい旅になりそうだね」

　気楽に笑って、奈生が勢いきおいよく操そう縦じゆう桿かんを倒たおす。

「おい？」「きゃん！」「うおっ！」

「ひゃっほー！」

　機首を傾かたむけて飛行機の高度が下がった。海面近くを飛んで、飛沫しぶきを撒まき散らし、また空へと舞い上がっていく。

　いつしか飛行機は、『ホワイトハウス』の海域を抜けていた。

　風を切って飛ぶ。白い雲を突き抜け、また青い空へ。

　どこまでもどこまでも……。

　空は広がっていった。

　香港は、まだずっと先だ。







　あとがき







「朝までみんなでわいわいやろう！」

　意気込んでも、ほとんどたいてい途と中ちゆうで力尽きて寝てしまいます。

　で、しばらく経って、

　……なんかうるさいなあ、

　目覚めると、ガーガーいびきをかいている奴がいて。

「うるせー！」

　蹴けったりどかしたりするのですが、もう、そういう奴に限って、なにをやろうが決して起きようとしない！

　無理に起こしても、あーうー、と言って、また寝る……。

　三秒後には再び、

「ガー……。ガー……」

　場所がプレハブ二階のピアノ教室で、床がわりと薄うすめの板張りなので、もう響くこと響くこと。

　……こいつは。

　……穴に埋めてやろうか。

　なんて殺意をたぎらせる内、もうすっかりこっちが起きてしまって、まだ太陽の昇っていない黎れい明めいに、外に出て、少し離れたところにある丘のふもとの自動販売機までコーヒーを買いに行くわけです。なんだか起きてしまった他の何人かと。

　うっすらと、霧が生まれています。

　んでもって、まわりは田んぼだらけな田舎です。

　冷たい空気があっという間に侵しん食しよくしてきて、すぐに体は冷ひえ冷びえです。

「あー寒いなぁ」

「寒いねぇ」

　とか言いながら、

「でも朝はいーねー」

「朝はいーよねー」

　とか言いながら、

　どうにか自動販売機までたどり着いてホットコーヒーを飲む。

　そうすると、

　ぽかーっと体が全体的に温あたたまるんです。

　たまにはこーゆーのもいいかな、と、思ったりもします。

　そのあと、稜りよう線せんから射さし伸びる朝の光を見て、ふと空を見上げて、今日もいい天気になりそうで、ふと思って。




　……空、飛んでみたいねー。




　そして、月日は流れて。

　天使が空を飛んでバトルする話が、こうして本になりました。







　ども、高瀬ユウヤです！

　攻撃天使、お読みになっていただけましたでしょうか！

　はっ！　まさかあとがきから!?

　それとも本屋！　まだ本屋さんなのですかここは!?

　ああ、わからないっ！

　紙の中からでは外が見えないですっ！

　………。

　えー、こほん。失礼をば。

　私は紙の精ではなく、パソコンのキーボードでこれを打っている作者です。

　ともかく。

　物語は、お楽しみいただけましたでしょうか？

　おそるおそる、感想をきいてみたりします。

　よかったら教えてください。

　少しでもあなたさまの心になにかを残すことができていたのなら、作者としては本当にうれしいです。




　最後に、ありがとうコールをさせてください。

　まずは友人たち。

　なんやかやで新しい世界を見せてくれて、いつもありがとう。個性派な君たちから受ける影響は大きいです。

　Ｈさま。

　受賞の連絡をした時には暖かい応援の言葉をくださり、ありがとうございました。攻撃天使、買ってくれましたか？

　担当さま。

　いやもう、本当に、全般に渡っていろいろとありがとうございました。

　イラストレーターの森もり田た柚ゆず花かさま。

　素晴らしいイラストをありがとうございました。

　攻撃天使のつづきを出すことができましたら、その時には、またどうぞよろしくお願いします。

　そして、この本を手にとってくれたあなたさまに、最大の感謝を。

　今後とも、よろしくお願いします。





高瀬ユウヤ　　









　解説──の・ようなもの





富士見ファンタジア文庫編集部






　今、この本を手に取っているアナタ、あなたはとてもラッキーな人だ。世の中に数多あまたある小説の中で、この本に出会えるなんてそれはもう、まさに千せん載ざい一いち遇ぐう、超ラッキー！

　既すでにこの本を読み終えて、幸福感に浸ひたっているアナタ、あなたはとても賢けん明めいな人だ。千載一遇のチャンスを無駄にせず、運命に逆らわず、この出会いを全まつとうした。ね？　読んでみてよかったでしょ。

　どうしてこの本との出会いがそんなにラッキーだったりするのかって？

　その秘密は、この「攻撃天使」を読どく破はすれば解ること。

　え？　ちゃんと理由を説明しろって？　仕方ありませんねー。では、物語の〝キーワード〟などをちょっとだけ。ちょっとだけですよ。

『進しん化か種しゆ』『天てん使し脈みやく動どう』『武ぶ功こう術じゆつ士し』『光こう彩さい素そ子し』、どうです？　新しいイメージが広がって、何だか気になってくるでしょう？　そうなんです。この物語は、そんな麻薬的な面白さを持った作品なのです。




「攻撃天使～スーサイドホワイト～」は、第14回ファンタジア長編小説大賞で、準入選を獲得した作品です。審査員の先生方からは、近未来を舞台にしたラブロマンスが良く描けていることや、キャラクター描写の巧さが高い評価を得ました。いわゆる「キャラが立っている」というコトですね。

　小説でもコミックでも「キャラが立っている」というのはとても大切なコトです。それも、無む闇やみにキャラ立ちすれば良いというものでもなく、愛され共感できるキャラとして物語世界の中で息づいていることが大切なのです。それでこそ、物語を読む私達がキャラと一緒に物語の中を〝生きる〟ことが出来るのです。

「攻撃天使」に登場する、天使たちは、みんな逆ぎやつ境きようの中にあって逞たくましく生きています。明るさを失わず、いつも前を向いて胸をはって生きています。ちょっとヒネクレ気味だったり過激だったりするけど、みんな〝気持ちのイイ〟奴らです。

　この応募原稿を始めて読んだ時、彼らの「物語」の行く末にドキドキしました。実は今もドキドキしっぱなしです。審査対象である原稿を読みながら、その時、まぎれもなく私は主人公の百もも川かわたちと物語の中を生きていたのです。

　一刻も早く、この気持ちをみんなに伝えたい！　みんなも百川と一緒に旅して欲しい！

　というわけで、最速の勢いで１冊の本に仕上げました。




　どうか、みなさんも百川と一緒に物語を生きてください。










攻こう撃げき天てん使し１




～スーサイドホワイト～








高たか瀬せユウヤ
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